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題　

字　

安
西
賢
誠　
　

印
刷
・
レ
イ
ア
ウ
ト　
（
有
）
山
猫
印
刷
所

カ
ッ
ト　

村
雲　

司

『
霜
子
』
中
村
萬
平
（
無
言
館
蔵
）

巻
頭
詩　
「
笑
い
声
」　	

石
川
逸
子　

２

■
シ
リ
ー
ズ 

原
発
問
題

　

福
島
復
興
の
闇	

和
田
央
子　

４

　

日
本
電
源
の
闇	

山
崎
久
隆　

７

★
「
刀
を
差
さ
な
い
」
国
家
の
誕
生
か
ら

　
「
わ
れ
＝
わ
れ
」
の
サ
ラ
ダ
社
会
へ	

玄
順
恵　

11

★
「
国
防
最
前
線
」
の
島
に
さ
れ
た

　

与
那
国
島	

竹
内
光
浩　

15

★
79
周
年
追
悼
「
山
の
手
空
襲
」
を
語
り
つ
ぐ
集
い	

	

佐
藤
い
つ
子
、
山
本
唯
人
、
古
賀
麻
里　

19

★
イ
ス
ラ
エ
ル
不
招
待
を
め
ぐ
る
議
論	

山
口
響　

24

■
連
載

　

皇
室
情
報
の
検
証　

⑯	

天
野
恵
一　

27

　
〈
よ
そ
も
の
目
線
〉
の
広
島　

⑮	

田
浪
亜
央
江　

31

■
運
動
の
現
場
か
ら

　

原
子
力
規
制
委
員
会
前

　
　

毎
水
曜
昼
休
み
抗
議
行
動	

阿
部
め
ぐ
み　

33

●
意
見
広
告
運
動
事
務
局
だ
よ
り	

34

●
読
者
の
お
た
よ
り	

35

●
会
計
報
告　
　
　

●
編
集
後
記	

36

【
軍
事
郵
便
】
中
村
霜
子
宛

　
其
の
後
の
様
子
は
ど
う
か
。
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
仲
良
く
や
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
な
。
お
腹
の
赤
は
あ
ば
れ
る
だ
ろ

う
。
俺
に
か
は
つ
て
親
孝
行
と
赤
を
大
事
に
そ
だ
て
る
の
と
を
引
き

受
け
て
く
れ
。
こ
ち
ら
は
大
分
寒
い
が
い
い
修
養
だ
。
俺
の
学
友
、

後
輩
、
知
人
等
に
手
紙
を
出
し
て
く
れ
。
軍
隊
で
く
れ
る
着
物
で
充

分
だ
か
ら
、
余
分
な
心
配
は
せ
ぬ
よ
う
体
に
心
掛
け
ね
ば
な
ら
ぬ
よ
。

	

（「
新
版
　
戦
没
画
学
生
人
名
録
」
よ
り
）
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◆巻頭詩の作者◆
石川逸子（いしかわ・いつこ）

　1933 年、東京生まれ。日本現代詩人会会員。1982 年より 29 年間、ミニコミ通信『ヒロシマ・ナガサキを考える』
全 100 号を編集・発行。
　著書に、『オサヒト覚え書き──亡霊が語る明治維新の影』（一葉社）、詩集に、『定本 千鳥ヶ淵へ行きましたか』

（影書房）ほかがある。

笑
い
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
逸
子

輜
重
兵
特
務
一
等
兵　

キ
タ
ガ
ワ
・
シ
ョ
ウ
ゴ

１
９
３
７
年
５
月
14
日　

銃
弾
に
左
胸
部
を
貫
か
れ

戦
死　

享
年
24

幼
い
甥
・
姪
た
ち
へ
の
手
紙

「
い
ま
か
う
し
て
戦
ひ
あ
っ
て
ゐ
る
人
々
の
中
に
は

一
人
も
い
け
な
い
人
は
い
や
し
な
い

た
だ
戦
争
だ
け
が
い
け
な
い
こ
と
な
の
だ
」

若
者
は　

一
発
の
銃
も
「
敵
」
に
向
け
な
い
こ
と
を

お
の
れ
に
課
し
た

中
国
の
子
ど
も
た
ち
と
の
ん
び
り
遊
び　

里
人
に
タ
バ
コ
を
分
け
る

家
の
中
に
彼
を　

招
待
し　

飴
を
も
て
な
し

入
浴
ま
で
す
す
め
る　

里
人
た
ち

「
お
じ
さ
ん
は　

憎
い
敵
兵
は　

た
だ
一
人
も
見
や
し
な
か
っ
た
」

「
お
じ
さ
ん
は　

戦
友
に
文
句
を
言
わ
れ
て
も　

自
分
で
は

と
て
も
い
い
気
分
な
の
さ
」

「
次
に
は　

ロ
バ
の
話　

水
牛
の
話　

豚
の
話
を
書
こ
う
」

記
し
た　

若
い
「
お
じ
さ
ん
」
は

小
さ
な
骨
に
な
っ
て　

生
家
へ
帰
っ
て
き
た

骨
は
（
だ
れ
一
人
殺
さ
ず
に
す
ん
だ
）
と

嬉
し
そ
う
に　

笑
っ
て
い
た

「
僕
は
一
つ
の
解
決
を
射
止
め
て
、
気
軽
に
帰
っ
て
き
た
。

こ
の
嬉
し
そ
う
な
白
木
の
箱
の
中
で
、
赤
ん
坊
の
よ
う
に

喚
き
立
て
て
ゐ
る　

僕
の
声
を
聴
い
て
呉
れ
給
へ
」

夜
更
け　

耳
を
す
ま
し　

ひ
そ
や
か
な
若
者
の

笑
い
声
を
聴
こ
う

石
川
逸
子
詩
集
『
も
っ
と
生
き
て
い
た
か
っ
た　

風
の
伝
言
』（
一
葉
社
、
２
０
２
４
年
８
月
15
日
第
２
刷
）
よ
り
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▼
表
紙
絵
の
作
者
▲中

村
萬
平

（
な
か
む
ら
・
ま
ん
ぺ
い
）

１
９
１
６
（
大
正
5
）
年
9
月
28
日
、
静
岡

県
浜
松
市
に
生
ま
れ
る
。
１
９
３
６
（
昭
和
11
）

年
4
月
東
京
美
術
学
校
（
現
・
東
京
芸
術
大
学
）

油
画
科
に
入
学
し
、
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年

3
月
首
席
卒
業
。
１
９
４
２
（
昭
和
17
）
年
2

月
1
日
入
営
。
在
学
中
に
モ
デ
ル
を
つ
と
め
て

く
れ
て
い
た
霜
子
と
結
婚
す
る
が
、
同
月
11
日

に
華
北
へ
出
征
。
長
男
・
暁
介
の
誕
生
を
知
り

な
が
ら
、
１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年
8
月
2
日
、

蒙
古
連
合
自
治
政
府
巴
彦
塔
拉
盟
武
川
県
の
野

戦
病
院
に
お
い
て
戦
病
死
。
享
年
26
。

笑
い
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
逸
子

輜
重
兵
特
務
一
等
兵　

キ
タ
ガ
ワ
・
シ
ョ
ウ
ゴ

１
９
３
７
年
５
月
14
日　

銃
弾
に
左
胸
部
を
貫
か
れ

戦
死　

享
年
24

幼
い
甥
・
姪
た
ち
へ
の
手
紙

「
い
ま
か
う
し
て
戦
ひ
あ
っ
て
ゐ
る
人
々
の
中
に
は

一
人
も
い
け
な
い
人
は
い
や
し
な
い

た
だ
戦
争
だ
け
が
い
け
な
い
こ
と
な
の
だ
」

若
者
は　

一
発
の
銃
も
「
敵
」
に
向
け
な
い
こ
と
を

お
の
れ
に
課
し
た

中
国
の
子
ど
も
た
ち
と
の
ん
び
り
遊
び　

里
人
に
タ
バ
コ
を
分
け
る

家
の
中
に
彼
を　

招
待
し　

飴
を
も
て
な
し

入
浴
ま
で
す
す
め
る　

里
人
た
ち

「
お
じ
さ
ん
は　

憎
い
敵
兵
は　

た
だ
一
人
も
見
や
し
な
か
っ
た
」

「
お
じ
さ
ん
は　

戦
友
に
文
句
を
言
わ
れ
て
も　

自
分
で
は

と
て
も
い
い
気
分
な
の
さ
」

「
次
に
は　

ロ
バ
の
話　

水
牛
の
話　

豚
の
話
を
書
こ
う
」

記
し
た　

若
い
「
お
じ
さ
ん
」
は

小
さ
な
骨
に
な
っ
て　

生
家
へ
帰
っ
て
き
た

骨
は
（
だ
れ
一
人
殺
さ
ず
に
す
ん
だ
）
と

嬉
し
そ
う
に　

笑
っ
て
い
た

「
僕
は
一
つ
の
解
決
を
射
止
め
て
、
気
軽
に
帰
っ
て
き
た
。

こ
の
嬉
し
そ
う
な
白
木
の
箱
の
中
で
、
赤
ん
坊
の
よ
う
に

喚
き
立
て
て
ゐ
る　

僕
の
声
を
聴
い
て
呉
れ
給
へ
」

夜
更
け　

耳
を
す
ま
し　

ひ
そ
や
か
な
若
者
の

笑
い
声
を
聴
こ
う

石
川
逸
子
詩
集
『
も
っ
と
生
き
て
い
た
か
っ
た　

風
の
伝
言
』（
一
葉
社
、
２
０
２
４
年
８
月
15
日
第
２
刷
）
よ
り
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シ
リ
ー
ズ 

原
発
問
題

福
島
復
興
の
闇
　
　

　
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
の
内
実

和
田
央
子

農
林
水
産
業

⑤
医
療　

放
射
線
を
使
っ
た
が
ん
治
療
、
創
薬
な

ど
⑥
航
空
宇
宙　

人
工
衛
星
・
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
関
連

企
業
の
誘
致

（
※
）
②
ロ
ボ
ッ
ト
・
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
は
「
災
害
対
応

ロ
ボ
ッ
ト
」
の
開
発
を
名
目
と
す
る
が
、
広
報
媒
体
に

は
「
陸
・
海
・
空
の
ロ
ボ
ッ
ト
一
大
実
証
拠
点
」
を
謳

う
。
防
衛
省
陸
上
装
備
研

究
所
は
「
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
対
応

遠
隔
操
縦
作
業
車
両
の

研
究
」
を
こ
こ
で
行
な
う

こ
と
を
公
表
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
と
は
化
学
、
生

物
、
放
射
能
、
核
の
頭
文

字
で
、
そ
れ
ら
に
よ
る
攻

撃
を
想
定
し
た
も
の
だ
。

防
衛
省
の
資
料
に
は
、
イ

チ
エ
フ
（
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
）
構
内
の
高
線

量
下
で
が
れ
き
を
集
め

る
遠
隔
操
縦
車
両
の
絵

の
下
に
「
離
隔
距
離
20
㎞

を
目
指
す
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

井
原
聰
東
北
大
学
名
誉

教
授
（
科
学
史
、軍
事
史
）

福
島
原
発
事
故
か
ら
ま
も
な
く
13
年
半
。
こ
の

間
筆
者
が
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
の
は
、
原
発

企
業
や
ゼ
ネ
コ
ン
が
原
発
事
故
後
始
末
で
さ
ら
に

潤
う
、惨
事
便
乗
型
資
本
主
義
の
福
島
版
だ
っ
た
。

「
復
興
」
事
業
は
こ
れ
に
さ
ら
な
る
拍
車
を
か
け

る
。
国
が
「
世
界
に
冠
た
る
創
造
的
復
興
の
中
核

拠
点
」と
喧
伝
す
る
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー

ス
ト
構
想
（
以
下
、
福
島
イ
ノ
ベ
）
と
は
ど
ん
な
も

の
か
。

ハ
イ
テ
ク
産
業
で
浜
通
り
を
一
新

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
は
、

次
の
６
つ
を
重
点
分
野
と
し
て
い
る
。

①
廃
炉
・
人
材
育
成　

廃
炉
・
デ
ブ
リ
取
り
出
し

の
技
術
開
発
、
専
門
人
材
育
成
な
ど

②
ロ
ボ
ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン　

南
相
馬
市
ロ
ボ
ッ
ト
・

テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
（
※
）
を
拠
点
に
関
連
企

業
の
誘
致

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル　

水
素
な

ど
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
脱
炭
素
系
新
技
術

④
農
林
水
産
業　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト

ロボットテストフィールド（南相馬市）パンフレットより 「防衛省陸上装備研究所資料」より
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シ
リ
ー
ズ 

原
発
問
題

は
指
摘
す
る
。「
が
れ
き
処
理
で
あ
れ
ば
20
㎞
離
れ
る
必

要
は
な
く
、
戦
場
を
想
定
し
た
も
の
だ
ろ
う
。」
人
の
近

づ
け
な
い
高
線
量
下
と
い
う
特
殊
環
境
は
こ
こ
し
か
な

く
、
数
百
年
か
か
る
と
言
わ
れ
る
廃
炉
や
除
染
ビ
ジ
ネ

ス
に
商
機
を
狙
う
国
内
外
の
企
業
や
、
潤
沢
な
研
究
費

を
あ
て
に
す
る
大
学
や
研
究
機
関
は
少
な
く
な
い
。

米
軍
事
施
設
を
モ
デ
ル
に

ロ
ボ
ッ
ト
・
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
の
は
ア
メ
リ
カ
国
立
標
準
技
術
研
究
所

（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
）
の
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
試
験
施
設
で
、
都

市
災
害
下
の
捜
索
救
助
、
爆
弾
処
理
、
軍
の
地
上

作
戦
な
ど
に
使
う
ロ
ボ
ッ
ト
の
性
能
評
価
・
試
験

機
関
で
あ
る
。
同
研
究
所
Ｈ
Ｐ
に
は
「
遠
隔
操
作

の
地
上
、空
中
、海
上
シ
ス
テ
ム
」の
文
字
が
並
ぶ
。

も
う
一
つ
の
モ
デ
ル
は
テ
キ
サ
ス
Ａ
＆
Ｍ
大
学

の
デ
ィ
ザ
ス
タ
ー
シ
テ
ィ
で
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
シ

テ
ィ
連
邦
政
府
ビ
ル
爆
破
事
件
を
機
に
造
ら
れ
た

テ
ロ
・
災
害
対
応
訓
練
施
設
だ
。
両
施
設
と
も
災

害
対
応
・
人
命
救
助
を
掲
げ
な
が
ら
軍
事
訓
練
を

行
な
う
点
も
共
通
す
る
。

福
島
イ
ノ
ベ
司
令
塔
「
福
島
国
際
研
究
教
育

機
構
（
Ｆ
－
Ｒ
Ｅ
Ｉ
）」

浪
江
町
の
駅
前
に
、
福
島
イ
ノ
ベ
の
司
令
塔
と

な
る
「
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
（
Ｆ
－
Ｒ
Ｅ
Ｉ
）」

（
以
下
、
エ
フ
レ
イ
）
が
新
設
さ
れ
る
。
エ
フ
レ
イ

の
目
的
は
、
新
産
業
の
創
出
で
あ
る
。
提
示
さ
れ

た
の
は
、ロ
ボ
ッ
ト
、農
林
水
産
業
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、

放
射
線
科
学
・
創
薬
、
放
射
線
の
産
業
利
用
、
原

子
力
災
害
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
知
見
の
集
積
・
発

信
な
ど
。
福
島
イ
ノ
ベ
そ
の
も
の
だ
。

「
こ
れ
ら
は
経
済
安
全
保
障
法
が
特
定
重
要
技

術
と
し
て
研
究
開
発
を
促
進
す
る
20
項
目
と
重

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
米
国
重
要
新
興
技
術
国
家

戦
略
２
０
２
０
の
引
き
写
し
だ
。
特
定
重
要
技
術

（
先
進
・
先
端
・
新
興
技
術
）
は
欧
米
で
軍
事
技
術
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
国
の
狙
い
は
、
こ
れ
ら
の

調
達
を
中
国
依
存
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
。
エ
フ
レ

イ
の
研
究
開
発
は
復
興
予
算
で
先
端
（
軍
事
）
技

術
開
発
を
推
進
す
る
先
進
地
域
モ
デ
ル
づ
く
り

だ
。」（
井
原
名
誉
教
授
）

・
有
識
者
委
員
の
言
い
値
で
決
定
し
た
「
破
格
の

待
遇
」

エ
フ
レ
イ
予
算
は
７
年
間
で
１
千
億
円
（
２
０ 

２
３
年
度
１
４
６
億
円
）
と
手
厚
い
。
エ
フ
レ
イ
の

設
置
を
検
討
す
る
有
識
者
会
議
で
委
員
ら
は
、
国

内
外
か
ら
５
０
０
人
も
の
優
秀
な
研
究
者
を
集
め

る
た
め
破
格
の
待
遇
が
必
要
だ
と
豪
語
し
て
い
た

が
、
フ
タ
を
開
け
て
み
る
と
研
究
環
境
整
備
1
億

円
、
研
究
者
人
件
費
1
ユ
ニ
ッ
ト
当
た
り
年
間

1
億
円
、
研
究
費
1
ユ
ニ
ッ
ト
年
間
1
億
円
と
、

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
の
金
額
が
決
定
し
た
。
提
案

し
て
い
た
田
所
諭
東
北
大
学
教
授（
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
）

は
加
え
て
研
究
者
の
移
動
に
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ

ス
に
グ
リ
ー
ン
車
」
な
ど
と
要
求
し
て
い
る
。

・
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
の
人
材
育
成

エ
フ
レ
イ
で
は
、
連
携
大
学
院
制
度
で
博
士
号

を
取
得
で
き
、
女
性
研
究
者
の
積
極
的
な
採
用
な

ど
を
売
り
に
す
る
。
女
性
研
究
者
に
は
子
ど
も
を

産
ん
で
も
ら
い
、
浜
通
り
の
人
口
増
、
廃
炉
、
イ

ノ
ベ
企
業
に
寄
与
す
る
人
材
の
供
給
を
期
待
し
て

お
り
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
15

歳
ま
で
の
一
貫
校
と
子
育
て
支
援
住
宅
の
一
体
型

エフレイの設置が予定されている浪江町の再開発事業（浪江グランドデザイ
ン〈隈研吾事務所制作〉）
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整
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
ず
大
熊
町
に
「
学
び
舎

ゆ
め
の
森
」
が
開
校
、
双
葉
町
に
も
新
設
の
計
画

が
あ
る
。

・
放
射
線
下
に
動
員
さ
れ
る
大
学
生

大
学
は
原
発
事
故
後
早
く
か
ら
学
生
を
福
島
に

動
員
し
て
き
た
。
復
興
庁
は
２
０
２
１
年
か
ら
5

年
間
の
「
復
興
知
（
復
興
に
資
す
る
知
）
を
活
用
し

た
人
材
育
成
基
盤
構
築
事
業
」
を
展
開
、
17
大
学

に
40
億
円
を
措
置
し
て
い
る
。
各
大
学
は
浜
通
り

15
市
町
村
を
拠
点
に
原
発
事
故
で
は
な
く
「
復
興

に
資
す
る
」
調
査
研
究
を
行
な
う
。

原
爆
投
下
か
ら
フ
ク
シ
マ
復
興
ま
で

福
島
イ
ノ
ベ
の
モ
デ
ル
は
米
国
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド

に
あ
る
。
原
爆
製
造
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
を
契

機
に
、
冷
戦
時
代
の
核
開
発
に
伴
う
高
レ
ベ
ル
廃

棄
物
の
垂
れ
流
し
に
よ
っ
て
世
界
有
数
の
核
汚
染

地
帯
と
な
っ
た
が
、
冷
戦
終
了
後
、
廃
炉
や
除
染

企
業
を
大
量
投
入
し
た
こ
と
に
よ
り
人
口
が
飛
躍

的
に
拡
大
し
た
。
こ
れ
を
福
島
に
も
導
入
し
よ
う

と
い
う
発
想
だ
。
仲
介
役
は
石
崎
芳
行
元
東
京
電

力
幹
部
や
、
大
西
康
夫
元
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
委
員
ら
の
率

い
る
東
日
本
国
際
大
学
福
島
復
興
創
世
研
究
所

で
、「
日
本
版
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
モ
デ
ル
事
業
」

が
復
興
知
事
業
に
採
択
さ
れ
た
。大
西
康
夫
氏
は
、

ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
国
立
研
究
所
で
除
染
研
究
に
従

事
。
軍
事
も
扱
う
こ
の
研
究
所
が
エ
フ
レ
イ
の
モ

デ
ル
と
な
っ
た
。

核
産
業
の
町
プ
ル
ー
ト
ピ
ア

ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
の
労
働
者
の
住
む
町
リ
ッ
チ
ラ

ン
ド
に
は
、
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
カ
フ
ェ
な
ど
放
射
能

の
名
前
を
冠
し
た
店
や
商
品
が
溢
れ
る
。
労
働
者

は
高
給
を
得
て
、
高
い
教
育
や
福
利
厚
生
に
満

足
し
、
核
産
業
に
強
い
執
着
と
プ
ラ
イ
ド
を
持

つ
。
こ
の
町
は
皮
肉
を
込
め
て
「
プ
ル
ー
ト
ピ

ア
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
福
島
に
も
複
製
版
が
出
来

つ
つ
あ
る
。
ご
当
地
を
描
い
た
映
画
「
リ
ッ
チ
ラ

ン
ド
」
が
こ
の
夏
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
福

島
モ
デ
ル
を
知
る
参
考
と
し
て
お
勧
め
し
た
い
。 

福
島
イ
ノ
ベ
は
、
経
済
安
保
と
軍
事
研
究
と
い

う
、
国
家
が
最
優
先
し
た
い
分
野
に
莫
大
な
税
金

を
投
じ
、産
官
学
が
吸
い
上
げ
る
仕
組
み
だ
。華
々

し
い
言
葉
を
並
べ
て
も
所
詮
は
原
発
事
故
後
始
末

で
あ
る
。
当
局
は
甘
言
と
補
助
金
で
若
者
を
集
め

て
い
る
が
、
希
望
あ
る
人
生
が
蹂
躙
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
私
達
は
監
視
し
、
真
実
を
伝
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
わ
だ
・
な
か
こ
／
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
を

監
視
す
る
会
）

リッチランドの高校の校章には、キノコ雲が使われている

大熊町　学び舎　ゆめの森
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日
本
原
子
力
発
電
（
原
電
）
に
は
、
深
く
て
暗

い
闇
が
あ
る
。

震
災
後
に
全
て
の
原
発
が
止
ま
っ
た
原
電
で

は
、
以
後
、
発
電
電
力
量
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
２
０
２
４
年
5
月
16
日
に
発

表
し
た
24
年
3
月
期
連
結
決
算
は
、
最
終
利
益
が

前
年
比
37
・
８
％
増
の
24
億
円
と
な
り
、
7
年
連

続
の
黒
字
だ
っ
た
。一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

原
電
は
毎
年
１
千
億
円
近
い
売
り
上
げ
を
計
上

し
て
い
る
。
原
発
が
全
基
停
止
し
、
発
電
ゼ
ロ
で

も
黒
字
な
の
は
、
東
京
、
関
西
、
中
部
、
東
北
、

北
陸
の
大
手
電
力
5
社
が
「
基
本
料
金
」
と
し
て

人
件
費
や
原
発
の
維
持
管
理
費
用
な
ど
を
毎
年

払
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
の
た
め
、
東
電
な
ど
が

最
終
赤
字
に
陥
っ
た
と
し
て
も
、
発
電
ゼ
ロ
の
原

電
の
黒
字
が
続
く
と
い
う
異
常
事
態
に
な
っ
て
い

る
。具

体
的
に
は
、
２
０
２
３
年
度
の
売
上
合
計
が

９
４
４
億
円
に
対
し
、
東
京
が
４
０
４
億
円
、
関

西
が
１
６
７
億
円
、
中
部
が
１
５
４
億
円
、
北
陸

が
１
２
６
億
円
、
東
北
が
93
億
円
を
支
払
っ
て
い

る
（
詳
細
数
値
は
未
発
表
な
の
で
筆
者
の
推
計
）。
全
て

各
電
力
会
社
の
電
気
料
金
に
跳
ね
返
る
。

こ
れ
ら
は
、
東
京
、
東
北
が
東
海
第
二
、
関
西
、

中
部
、
北
陸
が
敦
賀
2
号
機
の
維
持
管
理
費
用
と

し
て
支
払
わ
れ
る
。
し
か
し
今
、
こ
れ
ら
原
発
は

動
い
て
い
な
い
。動
く
見
通
し
も
立
っ
て
い
な
い
。

維
持
管
理
費
は
累
積
で
1
兆
4
千
億
円
に
も
達
し

て
い
る
。

原
電
が
2
つ
の
原
発
を
廃
炉
に
す
る
決
断
を
し

て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
無
駄
な
支
出
は
な
か
っ

た
は
ず
だ
。

東
海
第
二
と
敦
賀
2
号
機
は
、
も
は
や
廃
炉
寸

前
で
あ
る
。
原
電
の
原
発
は
全
て
大
き
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
。

１　
東
海
第
二
の
危
険　
防
潮
堤
欠
陥
工
事

２
０
１
８
年
11
月
７
日
、
現
存
す
る
日
本
で
最

も
古
い
沸
騰
水
型
軽
水
炉
で
東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
た
茨
城
県
東
海
村
の
東
海
第
二
原
発
の
再
稼

働
と
、
20
年
の
運
転
延
長
を
認
め
る
新
規
制
基
準

適
合
性
審
査
の
審
査
書
が
決
定
さ
れ
た
。
規
制
委

は
、
老
朽
化
が
進
み
燃
え
や
す
い
ケ
ー
ブ
ル
を

使
っ
て
い
る
な
ど
、
現
在
の
法
令
基
準
に
は
合
致

し
な
い
う
え
、
東
日
本
大
震
災
で
地
震
と
津
波
に

被
災
し
た
原
発
さ
え
も
「
運
転
し
て
よ
い
」
と
の

結
論
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
原
発
は
18
年
11

月
27
日
で
運
転
開
始
40
年
を
経
過
し
た
。
こ
の
日

ま
で
に
許
可
さ
れ
な
け
れ
ば
廃
炉
に
な
る
は
ず

だ
っ
た
。
規
制
委
は
原
発
の
安
全
性
よ
り
も
原
電

の
存
続
を
優
先
し
た
。

そ
の
後
、
安
全
対
策
工
事
中
に
防
潮
堤
工
事
で

重
大
な
「
欠
陥
」
が
起
き
た
。

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
不
良
、
鉄
筋
曲
が
り
、

基
礎
が
岩
盤
に
到
達
し
て
い
な
い
、
安
定
液
の
比

重
が
適
切
で
な
い
」
そ
ん
な
重
大
問
題
が
起
き
て

い
た
の
に
、
あ
た
か
も
順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い

る
よ
う
に
装
っ
て
い
た
原
電
。

原
電
は
23
年
６
月
に
事
態
を
把
握
し
、
工
事
を

中
断
し
て
い
た
。
こ
れ
を
規
制
庁
に
報
告
し
た
の

は
10
月
16
日
。
こ
の
間
、
調
査
と
称
し
て
隠
蔽
し

続
け
て
い
た
。

17
日
に
な
っ
て
記
者
会
見
を
開
き
、
安
全
対
策

工
事
中
に
施
工
不
良
が
見
つ
か
っ
た
た
め
６
月
か

ら
中
断
し
て
い
る
と
発
表
し
た
。
こ
の
先
、
原
因

の
調
査
と
24
年
９
月
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
と
す
る

工
事
計
画
に
影
響
が
な
い
か
な
ど
を
調
べ
る
と
し

た
。し

か
し
欠
陥
が
あ
っ
た
場
所
は
津
波
対
策
と
し

て
新
設
し
て
い
る
「
鋼
製
防
護
壁
」
の
柱
。「
鋼

製
防
護
壁
」
は
地
下
約
50
メ
ー
ト
ル
に
ま
で
達
す

る
２
本
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
柱
で
壁
を
支

日
本
原
電
の
闇
　
　

山
崎
久
隆
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え
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

事
態
が
明
る
み
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
南
に

あ
る
柱
の
内
側
の
作
業
を
す
る
た
め
掘
削
作
業
を

行
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

隙
間
や
鉄
筋
の
変
形
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら

だ
。具
体
的
に
は
、地
下
10
メ
ー
ト
ル
か
ら
40
メ
ー

ト
ル
の
間
の
複
数
箇
所
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
十
分

に
充
て
ん
さ
れ
て
お
ら
ず
隙
間
が
で
き
て
い
た
ほ

か
、
柱
の
骨
格
と
な
る
鉄
筋
も
変
形
し
て
い
た
と

い
う
。

原
電
は
、穴
を
掘
っ
た
あ
と
に
地
盤
が
変
形
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
い
び
つ
に
固
ま
っ
た
た
め
隙
間

が
で
き
、別
の
作
業
の
過
程
で
機
器
が
ぶ
つ
か
り
、

鉄
筋
が
変
形
し
た
と
説
明
し
た
。
原
電
で
は
工
法

を
変
更
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
し
て
、
16
日
に
原

子
力
規
制
庁
に
不
備
を
報
告
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
事
件
は
、内
部
告
発
で
発
覚
し
た
。

こ
の
告
発
と
規
制
庁
に
よ
る
調
査
指
示
で
の
掘
削

が
な
け
れ
ば
、
こ
の
ま
ま
完
工
し
て
い
た
可
能
性

が
あ
り
、
そ
の
場
合
は
設
計
通
り
の
強
度
が
な
い

防
潮
堤
が
造
ら
れ
て
い
た
。

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
の
２
０
２
３
年
10
月
17
日
記
事

で
は
、
以
下
の
記
載
が
あ
る
。

〈
原
発
構
内
で
作
業
し
て
い
た
工
事
関
係
者
の

証
言
と
し
て
、
１
．
取
水
口
部
分
の
防
潮
堤
の
基

礎
と
な
る
「
地
中
連
続
壁
」
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

正
し
く
打
設
さ
れ
て
い
な
い
。
２
．
基
礎
の
鉄
筋

が
正
し
い
形
状
で
組
ま
れ
て
い
な
い
。
３
．
基
礎

が
岩
盤
に
到
達
し
て
い
な
い
。
４
．
基
礎
を
つ
く

る
上
で
の
「
安
定
液
」
の
比
重
が
正
し
く
保
た
れ

て
い
な
か
っ
た
。
な
ど
の
問
題
を
指
摘
し
原
電
に

説
明
を
求
め
ま
し
た
。〉

内
部
告
発
で
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
は
２
点

あ
っ
た
。
一
つ
目
は
原
電
も
認
め
た
南
側
の
柱
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
充
填
不
足
と
鉄
筋
の
変
形
だ
。
し

か
し
も
う
一
つ
の
点
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
、
北
側
の
柱
で
起
き
て
い
る
と

さ
れ
る
、
柱
を
建
設
中
に
地
盤
内
部
に
あ
っ
た
障

害
物
か
何
か
に
干
渉
し
た
こ
と
で
、
鉄
筋
が
深
さ

60
メ
ー
ト
ル
の
岩
盤
の
位
置
ま
で
達
せ
ず
、
中
途

半
端
な
と
こ
ろ
で
地
盤
の
中
に
浮
い
て
い
る
と
い

う
も
の
。
こ
れ
は
強
度
や
安
定
性
に
極
め
て
大
き

な
影
響
を
与
え
る
。

原
電
の
工
事
計
画
が
明
ら
か
に
な
っ
た
段
階

で
、
既
に
地
元
で
は
軟
弱
地
盤
故
の
工
事
の
困
難

さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
現
実
の
も
の
と

な
っ
た
。
柱
は
津
波
の
衝
撃
も
支
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
地
盤
の
中
で
浮
い
て
い
た
り
鉄
筋
が

変
形
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
材
も
不
足
す
る
な
ど
強
度

不
足
な
ら
、
た
ち
ま
ち
破
壊
さ
れ
る
可
能
性
が
高

ま
る
。

折
し
も
能
登
半
島
地
震
で
は
、
原
子
力
災
害
と

地
震
、
津
波
災
害
等
の
複
合
災
害
は
住
民
避
難
を

阻
害
し
、
さ
ら
に
地
盤
の
変
状
や
隆
起
な
ど
で
敷

地
内
の
施
設
、
設
備
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
津
波
対
策
の
防
潮
堤
の

基
礎
が
こ
ん
な
状
態
で
は
、
地
震
と
共
に
発
生
す

る
液
状
化
で
土
台
が
沈
下
し
て
い
る
時
に
、
20

メ
ー
ト
ル
級
の
津
波
が
襲
い
か
か
り
、
防
潮
堤
が

倒
壊
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

他
の
原
発
と
同
様
に
、
東
海
第
二
の
地
震
や
津

波
想
定
は
極
め
て
甘
い
。
そ
れ
に
加
え
て
防
潮
堤

な
ど
の
設
備
も
十
分
な
強
度
を
有
し
て
い
な
け
れ

ば
、
原
子
力
災
害
は
確
実
に
襲
っ
て
く
る
。

原
電
は
８
月
23
日
に
再
稼
働
の
前
提
と
な
る

事
故
対
策
工
事
の
完
了
時
期
を
今
年
９
月
か
ら

２
０
２
６
年
12
月
へ
と
延
期
す
る
こ
と
を
発
表
し

た
。
防
潮
堤
の
欠
陥
工
事
の
対
策
に
時
間
を
要
す

る
た
め
だ
が
、
現
在
も
工
事
の
方
法
な
ど
に
つ
い

て
規
制
委
と
の
認
識
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、

審
査
会
合
で
の
議
論
が
続
い
て
い
る
状
況
だ
。
こ

の
審
査
期
間
が
ど
の
程
度
か
か
る
か
も
見
通
せ

ず
、
完
工
予
定
は
目
標
に
過
ぎ
な
い
。

２　
敦
賀
原
発
２
号
機　
　
　
　
　
　
　
　

直
下
に
活
断
層
あ
り
運
転
不
可

敦
賀
原
発
２
号
機
（
福
井
県
敦
賀
市
・
１
１
６
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
・
Ｐ
Ｗ
Ｒ
）
は
、「
真
下
の
断
層
が
動
く

可
能
性
を
否
定
で
き
ず
」
と
し
て
、
再
稼
働
に
必

要
な
新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
の
要
件
を
満
た
さ

な
い
と
決
定
さ
れ
た
。

過
去
に
は
断
層
関
係
の
資
料
の
デ
ー
タ
を
削
除

し
上
書
き
し
て
い
た
問
題
に
関
連
し
て
、
新
規
制

基
準
適
合
申
請
の
審
査
が
中
断
さ
れ
た
り
、
総
点
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検
す
る
こ
と
を
指
示
さ
れ
た
り
と
、
敦
賀
２
号
機

に
つ
い
て
は
問
題
が
続
出
し
て
き
た
。

特
に
石
渡
明
委
員
（
専
門
は
地
質
学
）
は
、
資
料

の
書
き
換
え
や
誤
っ
た
記
載
が
相
次
い
で
い
る
と

し
て
「
資
料
が
適
切
な
も
の
か
、
正
し
い
か
ど
う

か
に
つ
い
て
非
常
に
疑
問
が
あ
る
」
と
不
信
感
を

あ
ら
わ
に
し
て
き
た
。

原
発
は
活
断
層
上
に
は
建
て
ら
れ
な
い
。

国
の
指
針
、
２
０
０
６
年
改
訂
の
「
耐
震
設
計

審
査
指
針
」
で
は
、
後
期
更
新
世
（
約
13
万
～
12
万

年
前
）
以
降
の
活
動
が
否
定
で
き
な
い
断
層
を
活

断
層
と
し
、
そ
の
上
に
は
原
子
炉
建
屋
な
ど
安
全

上
重
要
な
施
設
は
建
て
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ

た
。な

お
以
前
の
「
旧
指
針
」
で
は
１
万
～
５
万
年

前
以
降
の
活
動
が
否
定
で
き
な
い
断
層
を
活
断
層

と
し
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
に
も
、
敦
賀
原
発
に
は
直
下
に
活
断

層
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。直
下
の
断
層
が
、

活
断
層
と
し
て
既
に
確
認
さ
れ
て
い
る
「
浦
底
断

層
」
と
連
動
し
て
動
く
可
能
性
が
あ
る
と
、
渡
辺

満
久
東
洋
大
学
教
授
ら
変
動
地
形
学
の
研
究
者
も

２
０
０
８
年
か
ら
指
摘
し
て
い
た
。

２
０
１
４
年
４
月
、
４
人
の
専
門
家
か
ら
な
る

専
門
会
会
議
は
現
地
調
査
も
行
な
い
「
活
断
層
で

あ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
」
と
の
意
見
書
を

発
表
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
規
制
委
が
２
０
１
３
年
５
月
に

「
活
断
層
で
あ
る
」
と
判
断
し
た
後
に
も
、
原
電

は
「
活
断
層
で
は
な
い
」
と
反
論
し
、
調
査
結
果

を
追
加
提
出
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
追
加
の
再
調

査
が
２
０
１
４
年
１
月
に
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し

結
論
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
２
０
２
４
年
に
新
規
制
基
準
適
合
性

審
査
で
初
め
て
の
「
不
合
格
」
が
決
定
す
る
。

敦
賀
原
発
２
号
機
に
つ
い
て
原
子
力
規
制
庁
は

７
月
26
日
に
開
い
た
審
査
会
合
で
、
真
下
に
あ
る

断
層
が
動
く
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
な
ど
の
理

由
で
、
新
規
制
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
と
の
結

論
を
出
し
た
。

原
発
の
直
下
で
断
層
が
動
け
ば
深
刻
な
事
態
に

な
る
こ
と
か
ら
、
新
規
制
基
準
で
は
再
稼
働
は
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
敦
賀
原
発
２
号
機
の

事
実
上
廃
炉
が
決
定
的
に
な
っ
た
。

７
月
30
日
に
開
か
れ
た
原
子
力
規
制
委
員
会
の

会
合
で
報
告
さ
れ
、
審
査
会
合
の
結
論
を
委
員
会

と
し
て
も
受
け
入
れ
た
。

こ
の
結
論
は
実
際
に
は
以
前
か
ら
出
て
い
た
も

の
で
あ
る
。

敦
賀
原
発
は
２
０
０
ｍ
ほ
ど
の
場
所
に
「
浦
底

断
層
」
と
い
う
活
断
層
が
走
っ
て
お
り
、
も
と
も

と
立
地
不
適
と
言
え
る
場
所
だ
が
、
以
前
は
断
層

評
価
が
甘
く
、
原
電
は
浦
底
断
層
を
活
断
層
と
考

え
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
後
の
調
査
で
浦
底
断
層
は
約
４
７
０
０
年

前
に
活
動
し
た
第
一
級
の
活
断
層
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

東
日
本
太
平
洋
沖
地
震
の
後
に
、
専
門
家
会
議

に
よ
り
浦
底
断
層
の
運
動
に
伴
い
動
く
可
能
性
が

あ
る
断
層
が
原
子
炉
直
下
に
も
達
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
改
め
て
再
評

価
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

敷
地
内
の
断
層
に
つ
い
て
、
旧
原
子
力
安
全
・

保
安
院
に
よ
る
「
耐
震
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
」
の
一

環
と
し
て
、
評
価
の
妥
当
性
に
つ
い
て
、
専
門
家

か
ら
の
意
見
聴
取
、
有
識
者
会
合
が
設
置
さ
れ
て

い
た
。
そ
こ
で
「
浦
底
断
層
の
動
き
に
ひ
き
ず
ら

れ
た
可
能
性
が
あ
る
」
と
し
て
、
活
断
層
に
伴

う
活
動
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
こ
れ
が

２
０
１
４
年
の
有
識
者
会
合
に
よ
る
意
見
書
で
あ

り
、
断
層
運
動
の
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
再
稼
働
で
き
な
い
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

こ
の
見
解
を
不
服
と
し
て
、
原
電
は
再
度
、
設

置
許
可
変
更
申
請
書
を
提
出
し
、
強
引
に
審
査
を

再
開
さ
せ
て
き
た
。
そ
の
た
め
に
、
科
学
的
根
拠

も
不
確
か
な
「
光
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
分
析
」
な
ど

を
持
ち
出
し
、
Ｋ
断
層
は
活
断
層
で
は
な
い
と
主

張
す
る
な
ど
し
て
い
た
。

そ
し
て
発
生
し
た
の
が
、
再
稼
働
を
強
引
に
進

め
た
い
日
本
原
電
に
よ
る
文
書
偽
装
事
件
で
あ

る
。一

連
の
審
査
会
合
で
は
、
過
去
に
国
に
提
出
し

た
書
類
を
勝
手
に
書
き
換
え
、
あ
た
か
も
最
初
か
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ら
活
断
層
で
は
な
い
と
評
価
し
て
き
た
か
の
よ
う

な
文
意
に
書
き
換
え
る
な
ど
、
多
数
の
偽
装
が
見

つ
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
審
査
で
き
な
い
と
、
審
査

が
中
断
し
た
。
そ
の
後
、
規
制
委
は
原
電
の
姿
勢

が「
改
善
さ
れ
た
」と
し
て
、審
査
を
再
開
さ
せ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
も
、
原
電
の
提
出
し
た
書
類

に
は
１
０
０
箇
所
以
上
の
間
違
い
が
見
つ
か
る
な

ど
、
審
査
に
耐
え
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
23
年

４
月
、
審
査
は
再
度
中
断
し
た
。

規
制
委
は
デ
ー
タ
管
理
や
審
査
体
制
に
問
題
が

あ
る
と
し
、
原
電
の
社
長
を
呼
び
出
し
て
資
料
を

出
し
直
す
よ
う
求
め
た
。
そ
の
際
に
山
中
委
員
長

は
「
こ
れ
が
最
後
だ
」
と
述
べ
た
。
誤
り
が
続
け

ば
審
査
の
打
ち
切
り
も
示
唆
し
た
。
通
常
の
許
認

可
で
は
あ
り
得
な
い
よ
う
な「
事
業
者
に
手
厚
い
」

処
置
だ
っ
た
。

審
査
結
果
に
よ
り
、
こ
の
原
発
は
今
後
動
か
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
審
査
会
合
の

結
果
を
受
け
て
、
原
電
の
村
松
衛
社
長
は
「
廃
炉

は
考
え
て
い
な
い
」
と
し
て
、
さ
ら
に
審
査
を
求

め
る
考
え
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
姿
勢
は
何
ら
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
原
電
の
姿
勢
と
、
そ
の
経
営
状
況
か

ら
み
て
も
、
こ
う
し
た
主
張
を
続
け
て
い
く
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
規
制
庁
は
、
再
審
査
を

認
め
て
は
な
ら
な
い
。

規
制
委
の
山
中
伸
介
委
員
長
は
審
査
不
合
格
の

審
査
書
決
定
後
の
記
者
会
見
で
次
の
よ
う
に
述
べ

た
。「審

査
の
申
請
か
ら
去
年
ま
で
８
年
弱
の
あ
い

だ
、
十
分
な
審
査
が
で
き
る
状
況
に
な
か
っ
た
と

い
う
異
常
な
状
況
が
あ
っ
た
。
非
常
に
多
く
の
申

請
書
の
間
違
い
や
デ
ー
タ
の
書
き
換
え
な
ど
が

あ
っ
て
、
ま
と
も
な
審
査
が
で
き
た
期
間
は
非
常

に
限
ら
れ
て
い
た
」
と
指
摘
し
「
こ
の
1
年
、
論

点
を
絞
っ
た
こ
と
で
審
査
が
進
み
、
技
術
的
に
判

断
を
下
せ
た
と
思
っ
て
い
る
」
原
電
が
審
査
を
求

め
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
は
「
事
業
者
の
申
請
は

否
定
し
な
い
」
が
「
再
申
請
す
る
な
ら
ば
、
問
題

の
断
層
だ
け
で
は
な
く
て
、
敷
地
全
体
の
断
層
の

リ
ス
ク
を
き
ち
っ
と
評
価
を
し
て
ほ
し
い
。
非
常

に
た
く
さ
ん
の
断
層
が
あ
る
（
１
０
０
以
上
）
の
で
、

そ
の
活
動
性
を
否
定
す
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
困
難

な
も
の
と
は
推
察
す
る
」。（
８
月
28
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー

ス
「
敦
賀
原
発
2
号
機 

再
稼
働
認
め
ず 

初
の
不
合
格
判
断 

原
子
力
規
制
委
」
よ
り
）

３　
消
滅
す
る
「
経
理
的
基
礎
」

原
電
の
原
発
は
、
現
在
、
全
て
止
ま
っ
て
い
る
。

原
発
を
保
有
す
る
会
社
に
は
、
経
理
的
基
礎
す

な
わ
ち
財
政
力
が
問
わ
れ
る
。「
原
発
の
安
全
性

を
確
保
し
、
か
つ
継
続
し
て
運
営
す
る
に
足
る
財

政
的
基
盤
が
あ
る
こ
と
」
と
定
義
で
き
る
。「
経

理
的
基
礎
の
有
無
」
は
、
原
発
の
許
可
条
件
の
一

つ
で
あ
る
。
し
か
し
発
電
設
備
が
２
基
の
原
発
し

か
な
い
原
電
で
、
そ
の
う
ち
の
１
基
が
稼
働
不
能

状
態
に
な
っ
た
。経
理
的
基
礎
は
消
滅
し
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
原
電
が
敦
賀
２
号
機
を
「
再
稼
働
申

請
中
」
と
し
て
基
本
料
金
を
電
力
会
社
に
請
求
し

続
け
る
と
、
消
費
者
の
電
気
料
金
は
１
ワ
ッ
ト

も
電
気
を
生
ま
な
い
原
発
の
費
用
と
し
て
年
間

４
０
０
億
円
余
り
を
原
電
に
支
払
う
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
で
は
「
再
稼
働
詐
欺
」
だ
。

欠
陥
工
事
が
明
る
み
に
出
た
東
海
第
二
と
合
わ

せ
て
、
毎
年
９
０
０
億
円
を
超
え
る
電
気
料
金
を

吸
い
上
げ
る
た
め
だ
け
に
存
在
し
維
持
さ
れ
続
け

る
原
発
。

も
は
や
一
刻
も
早
く
、
２
基
と
も
廃
炉
に
す
る

べ
き
だ
。

東
京
都
も
、
東
電
株
主
総
会
で
電
気
代
を
抑
え

る
株
主
提
案
を
し
て
い
た
が
、
電
気
代
が
高
い
と

思
う
の
な
ら
ば
、
ま
ず
電
力
５
社
に
対
し
て
原
電

に
支
払
っ
て
い
る
原
発
維
持
管
理
費
用
の
打
ち
切

り
を
要
求
す
る
べ
き
で
あ
る
。

（
や
ま
ざ
き
・
ひ
さ
た
か
／
た
ん
ぽ
ぽ
舎
共
同
代
表
）
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21
世
紀
初
頭
か
ら
、
日
本
政
府
は
平
和
憲
法
を

な
い
が
し
ろ
に
し
、
そ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
「
戦

後
的
価
値
」
を
次
々
と
な
ぎ
倒
し
て
き
た
。

そ
の
手
法
は
用
意
周
到
、
本
質
を
ぼ
か
し
て
す

り
替
え
、
欺
瞞
の
美
辞
麗
句
を
あ
や
つ
る
こ
と
で

数
々
の
戦
争
法
案
を
可
決
し
て
い
っ
た
。

２
０
０
４
年
に
国
会
で
議
決
さ
れ
た
「
国
民
保

護
法
」を
皮
切
り
に「
安
保
法
制
」、「
安
保
三
文
書
」

の
改
定
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
な
ど
な
ど
。

か
つ
て
ナ
チ
・
ド
イ
ツ
が
「
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
」

を
棚
上
げ
に
し
て
「
全
権
委
任
法
」
を
成
立
さ
せ
、

着
々
と
政
権
を
掌
握
し
て
い
っ
た
過
程
を
見
る
よ

う
だ
。

こ
の
７
月
、
小
田
実
没
後
17
年
記
念
講
演
会
を

兵
庫
県
芦
屋
市
で
開
催
し
た
。

タ
イ
ト
ル
は
〈
混
迷
す
る
現
代
に
『
随
論　

日

本
人
の
精
神
』
が
問
い
か
け
る
も
の

─
「
刀
を

差
さ
な
い
」
国
家
の
誕
生
か
ら
「
わ
れ
＝
わ
れ
」

の
サ
ラ
ダ
社
会
へ

─
〉。

日
本
の「
戦
後
的
価
値
」は
、自
由
と
民
主
主
義
、

そ
し
て
平
和
主
義
に
あ
る
が
、
小
田
実
は
、
戦
後

日
本
の
平
和
主
義
を
「
刀
を
差
さ
な
い
政
治
」
と

呼
ん
だ
。─

戦
後
の
日
本
人
の
「
刀
を
差
さ
な
い

心
・
精
神
」
の
形
成
は
、
戦
争
と
平
和
の
問
題

に
か
か
わ
っ
て
だ
け
で
重
要
だ
っ
た
の
で
は
な

い
。
長
年
「
刀
を
差
し
た
政
治
」（
経
済
、
文
化
、

社
会
、す
べ
て
が
本
質
的
に
「
刀
を
差
し
た
」
も
の
だ
っ

た
）
の
重
圧
の
下
に
あ
っ
た
日
本
人
が
、
敗
戦

に
よ
っ
て
重
圧
か
ら
解
放
さ
れ
た
あ
と
「
刀
を

差
さ
な
い
心
・
精
神
」
を
得
る
こ
と
で
、
彼
ら

が
よ
う
や
く
た
だ
の
「
切
り
捨
て
御
免
」
の
対

象
で
な
い
、
た
だ
の
召
集
状
を
送
り
つ
け
ら
れ

る
だ
け
の
相
手
で
な
い
、
人
格
と
と
も
に
人
権

を
も
つ
人
間
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
こ
と
ば
を
変

え
て
い
え
ば
、
い
つ
も
「
す
る
」
側
に
い
る
の

で
は
な
く
て
、「
さ
れ
る
」側
に
立
ち
な
が
ら「
さ

れ
る
」
側
の
政
治
を
行
う
主
体
に
な
っ
た
こ
と

だ
。

『
随
論　

日
本
人
の
精
神
』（
２
０
０
４
年
、
筑
摩
書
房
）
よ
り

ア
ジ
ア
版
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
を
め
ざ
す
ア
メ
リ
カ

の
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
の
下
、
米
軍
の
最
重
要

パ
ー
ト
ナ
ー
の
一
部
と
し
て
自
衛
隊
を
位
置
づ
け

た
日
本
政
府
は
、
沖
縄
を
、
そ
し
て
日
本
を
再
び

戦
場
に
作
り
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

戦
後
、「
刀
を
差
し
た
政
治
」
の
重
圧
か
ら
自

由
に
な
っ
た
は
ず
の
私
た
ち
市
民
は
、
今
、
ど
れ

だ
け
「
主
権
在
民
」
を
生
き
て
い
る
の
か
？　
『
随

論　

日
本
人
の
精
神
』
を
読
み
と
り
な
が
ら
共
に

考
え
た
い
と
思
い
、
集
会
を
企
画
し
た
。
講
師
は

「
刀
を
差
さ
な
い
」
国
家
の
誕
生
か
ら

「
わ
れ
＝
わ
れ
」
の
サ
ラ
ダ
社
会
へ

　

︱
小
田
実
没
後
17
年
記
念
講
演
会

玄
順
恵
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安
田
敏
明
氏
（
一
橋
大
学
大
学
院
教
授
）。

『
随
論　

日
本
人
の
精
神
』
は
、ち
ょ
う
ど
「
九

条
の
会
」
が
結
成
す
る
２
０
０
４
年
に
出
版
さ
れ

た
。
一
方
で
は
、
第
一
次
安
倍
政
権
が
「
改
憲
」

に
向
け
て
大
き
く
動
き
出
し
た
頃
だ
。
20
年
後
の

今
の
日
本
の
右
傾
化
の
極
み
を
目
の
あ
た
り
に
し

て
、著
者
の
「
い
か
に
日
本
人
は
生
き
て
来
た
か
、

こ
れ
か
ら
ど
う
生
き
る
か
」
と
い
う
言
葉
ほ
ど
示

唆
深
い
も
の
は
な
い
だ
ろ
う
。

「
随
論
は
、
考
え
の
お
も
む
く
ま
ま
に
自
由
に

筆
が
動
い
て
、
こ
と
を
論
じ
る
」、
ま
た
日
本
人

の
精
神
と
は
、
日
本
人
の
「
内
部
を
満
た
し
行
動

を
支
え
る
基
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
」、
そ

し
て
「
日
本
人
」
と
呼
ぶ
の
が
適
切
な
人
間
集
団

と
は
何
か
を
小
田
は
的
確
に
定
義
す
る
。
特
筆
す

べ
き
は
、
世
に
い
う
「
日
本
人
論
」
と
は
ケ
タ
が

違
う
「
小
田
実
の
精
神
」
論
で
あ
る
こ
と
だ
。
書

い
た
理
由
は
、「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
を
経
験

し
、
大
災
害
は
そ
の
力
で
一
切
の
虚
飾
を
剝
ぎ
落

し
て
、
事
物
の
本
質
を
剥
き
出
し
に
す
る
こ
と
を

実
感
し
た
こ
と
、
そ
し
て
自
分
の
戦
争
体
験
の
記

憶
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
か
ら
と
い
う
（
折
し
も
「
日

本
会
議
」
結
成
時
期
と
重
な
る
）。

ま
ず
自
分
の
日
本
人
認
識
に
「
ヤ
マ
ト
ダ
マ
シ

イ
」
や
「
武
士
道
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
あ
る
の

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
上
の
人
物
と
の
歴
史
観
の

相
違
を
敬
意
も
か
ら
め
て
掘
り
下
げ
る
。

１
９
３
２
年
生
ま
れ
の
小
田
は
、「
天
皇
制
近

代
国
家
」
の
下
、
日
清
、
日
露
戦
争

を
勝
ち
ぬ
い
た
大
日
本
帝
国
の
軍
国

主
義
教
育
を
受
け
た
世
代
だ
。
そ
の

少
年
時
代
に
学
ん
だ
「
ヤ
マ
ト
ダ
マ

シ
イ
」
の
論
理
と
倫
理
と
は
、
万
世

一
系
の
天
皇
を
戴
い
て
天
に
代
わ
り

て
不
義
を
討
つ
「
正
義
の
戦
争
」
を

推
進
す
る
勇
者
は
、
戦
場
で
の
「
名

誉
の
戦
死
」
を
と
げ
る
こ
と
。
つ
ま

り
、
戦
争
、
正
義
、
天
皇
、
勇
気
、

死
の
五
つ
の
こ
と
で
、
本
居
宣
長
の

「
も
の
の
あ
わ
れ
」
に
み
る
本
来
の

「
ヤ
マ
ト
ダ
マ
シ
イ
」
な
ど
教
わ
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

「
武
士
道
」
に
つ
い
て
の
考
察
で

は
、「
武
士
道
」
の
も
つ
表
と
裏
の

欺
瞞
性
を
は
ぎ
取
り
な
が
ら
、
そ

の
「
狂
」
と
「
美
」
に
対
し
て
根
本

的
な
疑
問
を
示
す
。
と
り
わ
け
三
島

由
紀
夫
の
自
決
や
そ
れ
に
共
感
し
た
一
部
の
学
生

運
動
に
対
し
て
は
、
非
暴
力
の
市
民
運
動
を
続
け

た
小
田
に
と
っ
て
耐
え
難
い
論
理
と
倫
理
の
展
開

だ
っ
た
。
学
校
の
卒
業
は
運
動
の
卒
業
で
、
参
加

の
継
続
は
問
題
で
は
な
か
っ
た
。両
者
と
も
に「
刀

を
差
し
た
」
心
・
精
神
・
政
治
に
親
和
的
だ
っ
た
。

18
世
紀
の
「
武
士
道
」
の
教
本
、『
葉
隠
』
の
理

解
は
圧
巻
で
あ
る
。

武
士
が
隅
田
川
の
小
舟
に
乗
っ
て
涼
み
な
が
ら

「
切
り
捨
て
御
免
」
と
侠
客
を
斬
り
、
目
撃
者
の

船
頭
ま
で
斬
っ
た
後
、
何
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う

に
平
然
と
し
て
い
る
そ
の
低
劣
な
人
間
性
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
取
り
上
げ
、
自
分
は
武
士
の
側
に
立
つ

よ
り
無
残
に
も
殺
さ
れ
た「
船
頭
の
立
場
に
立
つ
」

と
宣
言
す
る
。
暴
力
を
徹
底
し
て
拒
絶
し
、
国
家

像
と
し
て
は
「
私
は
日
本
の
国
の
あ
り
方
を
︙
︙

『
平
和
主
義
』
の
実
践
を
行
な
う
『
良
心
的
軍
拒

否
国
家
』
で
あ
る
べ
き
だ
」
と
主
張
す
る
。「
殺
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さ
れ
る
」
側
＝
「
さ
れ
る
」
側
に
立
つ
と
い
う
姿

勢
は
、
ふ
つ
う
に
暮
ら
す
ひ
と
び
と
の
人
間
と
し

て
の
常
識
に
立
つ
と
い
う
こ
と
だ
。

強
者
の
「
す
る
」
側
の
政
治
に
対
し
て
弱
者
の

「
さ
れ
る
」
側
の
政
治
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、

敗
戦
後
、「
刀
を
差
さ
な
い
」
国
家
の
誕
生
に
よ
っ

て
「
さ
れ
る
」
側
が
政
治
の
主
体
に
な
っ
た
か
ら

だ
。「
さ
れ
る
」
側
は
「
す
る
」
側
の
政
治
に
ど

う
し
て
も
巻
き
込
ま
れ
る
が
、
巻
き
込
ま
れ
な
が

ら
巻
き
返
す
こ
と
が
「
主
権
在
民
」
を
生
き
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
を
実
践
し
た
一
例
が
「
市
民
＝

議
員
立
法
」
運
動
だ
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
、

行
政
の
「
土
建
屋
政
治
」
＝
「
す
る
」
側
の
政
治

に
対
し
て
「
棄
民
」
の
「
さ
れ
る
」
側
が
立
ち
上

が
り
「
市
民
＝
議
員
立
法
」
運
動
を
始
め
た
。
こ

れ
は
被
災
者
に
対
し
て
「
生
活
再
建
援
助
法
」
を

作
る
た
め
だ
が
、
こ
の
法
案
は
後
に
可
決
さ
れ
憲

政
史
上
初
の
市
民
発
議
に
よ
る
恒
久
法
と
な
っ

た
。こ

こ
に
至
る
ま
で
に
は
小
田
の
射
程
の
長
い
歴

史
へ
の
視
点
が
あ
っ
た
。
日
本
は
鎌
倉
時
代
以
来

「
刀
を
差
し
た
政
治
・
精
神
」
に
よ
っ
て
主
導
さ

れ
た
が
明
治
維
新
後
も
続
い
た
。
侵
略
戦
争
で
敵

を
「
殺
し
、
焼
き
、
奪
う
」
こ
と
で
自
ら
も
「
殺

さ
れ
、
焼
か
れ
、
奪
わ
れ
る
」
結
果
に
な
っ
た
。

こ
の
惨
禍
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た「
平
和
主
義
」

と
と
も
に
大
切
な
こ
と
は
、
武
力
を
放
棄
す
る
憲

法
九
条
を
も
つ
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
「
刀
を
差

し
た
」
政
治
・
精
神
か
ら
「
船
頭
の
立
場
」
が
解

放
さ
れ
た
こ
と
だ
。

戦
争
体
験
に
よ
っ
て
得
た
「
平
和
主
義
」
を
小

田
は
「
体
現
平
和
主
義
」
と
呼
ぶ
。
そ
し
て
戦
後

の
日
本
歴
史
は
さ
な
が
ら
「
体
現
平
和
主
義
」
の

抵
抗
の
歴
史
で
も
あ
れ
ば
、
衰
退
の
歴
史
で
も

あ
っ
た
感
が
あ
り
、
今
は
最
後
の
砦
の
よ
う
に
し

て
「
体
現
平
和
主
義
」
の
力
が
問
わ
れ
て
い
る
時

の
よ
う
だ
と
述
べ
る
。「
体
現
平
和
主
義
」
は
体

験
者
の
消
失
と
と
も
に
薄
れ
る
弱
さ
を
も
っ
て
い

る
。安

田
氏
は
そ
の
こ
と
を
憂
え
、
昨
今
の
新
手
の

学
者
に
よ
る
「
変
質
す
る
平
和
主
義
」
や
「
し
た

た
か
で
功
利
的
な
平
和
主
義
」
と
い
っ
た
言
説
に

疑
問
を
呈
す
。
憲
法
前
文
と
九
条
を
維
持
し
つ
つ

も
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
へ
の
貢
献
・
協
力
は
例
外

的
に
認
め
る
矛
盾
を
解
消
し
な
い
こ
と
が
「
し
た

た
か
で
功
利
的
な
平
和
主
義
」
な
ら
、そ
れ
は
「
平

和
主
義
」か
と
。「
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
巻
き
返
す
」

と
い
う
も
う
一
手
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
そ
し
て
「
体
現
平
和
主
義
」
の
継
承
が
あ

ま
り
に
も
「
体
現
」
に
頼
り
す
ぎ
、
個
人
の
戦
争

記
憶
、
体
験
の
集
約
や
体
系
化
、
社
会
化
が
不
十

分
、
た
だ
解
り
易
い
、
ざ
ら
ざ
ら
と
し
た
感
の
あ

る
「
物
語
」
だ
け
が
横
行
す
る
環
境
を
危
惧
す
る
。

「
体
現
平
和
主
義
」
の
継
承
の
難
し
さ
を
指

摘
し
な
が
ら
渡
辺
良
三
の
『
歌
集　

小
さ
な

抵
抗
』（
岩
波
現
代
文
庫
、
２
０
０
１
年
）
を
紹
介
。

１
９
２
２
年
生
ま
れ
、
学
徒
出
陣
で
中
国
戦
線
に

配
属
後
、
中
国
人
捕
虜
を
銃
剣
で
突
く
と
い
う
刺

突
訓
練
の
時
に
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
捕
虜
殺
害
を

拒
否
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
凄
惨
な
リ
ン
チ
を
受
け

た
が
、
そ
の
一
部
始
終
を
含
め
戦
場
の
日
常
と
軍

隊
の
実
像
を
約
七
百
首
の
歌
に
詠
み
、
復
員
時
に

持
ち
帰
っ
た
。
１
９
９
２
年
、
国
際
平
和
協
力

法
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
が
制
立
し
た
時
、
中
国
で
虐
殺
さ

れ
た
犠
牲
者
の
凄
惨
な
姿
が
夢
に
現
れ
心
を
さ
い

な
み
続
け
、
迷
っ
た
あ
げ
く
私
家
版
と
し
て
初
公

表
。
懺
悔
の
心
と
と
も
に
第
二
次
世
界
大
戦
中
の

全
て
を
目
を
背
け
る
こ
と
な
く
後
世
に
残
し
た
。
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彼
は
明
治
近
代
国
家
の
国
民
皆
兵
の
結
果
、「
船

頭
」
が
「
刀
」
を
持
た
さ
れ
兵
士
と
な
っ
た
一
人

だ
。徴
兵
拒
否
を
で
き
な
か
っ
た
自
身
を
省
り
み
、

私
達
は
加
害
者
で
あ
り
被
害
者
で
も
あ
る
が
被
害

者
意
識
は
増
大
し
て
も
、
加
害
者
に
対
す
る
想
像

力
は
皆
無
に
等
し
い
。
も
し
、
日
本
人
の
被
害
者

意
識
を
い
う
な
ら
「
原
爆
被
害
よ
り
も
む
し
ろ
中

な
る
天
皇
と
い
う
権
力
を
頂
点
と
し
た
支
配
層
、

特
に
旧
軍
部
、
官
僚
特
に
、
司
法
官
僚
、
日
本
資

本
主
義
資
本
、
天
皇
一
族
等
に
よ
っ
て
、
あ
の
第

二
次
世
界
大
戦
の
塗
炭
の
苦
し
み
を
舐
め
る
に
い

た
っ
た
こ
と
を
意
識
す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
。

「
刀
を
差
し
た
政
治
・
心
・
精
神
」
は
、
加
害

者
性
を
か
ば
い
な
が
ら
被
害
者
に
対
す
る
想
像
力

を
切
り
捨
て
る
。
生
前
に
親
交
の
あ
っ
た
司
馬
遼

太
郎
の
歴
史
観
に
対
し
て
初
期
と
は
違
う
晩
年
の

彼
の
「
国
士
」
ぶ
り
へ
の
変
化
を
残
念
に
思
う
小

田
の
指
摘
も
、
こ
の
被
害
者
へ
の
歴
史
的
想
像
力

の
不
足
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
、
徳
富
蘇
峰
や
藤
原

惺
窩
に
軍
配
を
あ
げ
、
関
東
大
震
災
時
の
清
水
幾

太
郎
の
視
点
に
も
言
及
す
る
。
関
東
大
震
災
時
の

朝
鮮
人
ら
へ
の
虐
殺
は
、「
船
頭
」が「
刀
」を
も
っ

て
「
狂
」
を
ふ
る
っ
た
一
例
で
あ
る
。

被
害
者
へ
の
想
像
力
は
、
歴
史
に
対
し
て
「
過

去
の
克
服
」
作
業
が
な
け
れ
ば
立
ち
上
が
っ
て
来

な
い
。

そ
の
努
力
を
不
断
に
継
続
し
た
の
は
旧
西
ド
イ

ツ
だ
。
１
９
６
８
年
、
学
生
運
動
の
導
火
線
を
引

い
た
ひ
と
つ
に
「
ぼ
く
の
父
さ
ん
は
戦
争
中
に
何

を
し
た
？
」
の
言
葉
だ
っ
た
。
あ
る
医
学
部
の
学

生
が
自
分
の
父
親
が
か
つ
て
の
ナ
チ
の
医
者
だ
っ

た
こ
と
を
知
り
過
去
の
戦
争
の
罪
を
あ
ば
き
始
め

た
。
当
時
の
大
学
に
は
ナ
チ
政
権
に
協
力
し
た
医

者
が
多
か
っ
た
た
め
、
そ
の
学
生
は
ど
の
大
学
に

も
就
職
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
に
続
く
学

生
運
動
は
つ
い
に
大
学
、
社
会
、
政
治
を
変
え
る

原
動
力
に
ま
で
拡
が
っ
た
。
そ
し
て
後
に
「
歴
史

論
争
」
ま
で
発
展
し
た
。
彼
ら
は
言
う
。「
遅
れ

て
き
た
近
代
国
民
国
家
」
の
ド
イ
ツ
に
は
、
官
憲

国
家
の
国
民
は
あ
っ
て
も
自
立
し
た
自
由
な
市
民

は
育
た
な
か
っ
た
。
そ
の
弱
さ
ゆ
え
に
ナ
チ
・
ド

イ
ツ
を
生
ん
だ
の
だ
と
。

「
近
代
国
民
国
家
」
の
規
範
を
ド
イ
ツ
に
学
ん

だ
日
本
を
今
一
度
、
省
察
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

異
質
な
価
値
を
も
つ
個
と
個
が
互
い
に
尊
重
し

な
が
ら
対
等
・
平
等
に
つ
な
が
る
多
様
な
社
会
の

創
生
。─「

刀
を
差
さ
な
い
」国
家
の
誕
生
か
ら「
わ

れ
＝
わ
れ
」
の
サ
ラ
ダ
社
会
へ

─
と
小
田
実
は

今
も
私
達
に
問
い
つ
づ
け
て
い
る
。

２
０
２
４
年
9
月
23
日

（
ヒ
ョ
ン
・
ス
ネ
／
画
家
）

●
バ
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・
シ
ー
ル
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２
０
０
８
年
の
夏
、
私
は
多
良
間
島
に
い
た
。

沖
縄
の
各
地
に
伝
承
さ
れ
た
組
踊
り
と
は
微
妙
に

異
な
る
組
踊
り
を
伝
え
る
多
良
間
島
の
八
月
踊
り

を
拝
見
す
る
た
め
で
あ
る
。
多
良
間
島
の
二
つ
の

部
落 

が
一
日
目
は
日
を
違
え
、
最
終
日
は
同
時

進
行
で
二
箇
所
の
会
場
で
踊
ら
れ
る
。
普
段
は
ほ

と
ん
ど
人
の
姿
に
出
会
う
こ
と
が
な
い
多
良
間
島

だ
が
、
こ
の
時
だ
け
は
島
も
沈
む
か
と
思
う
ほ
ど

の
人
出
と
な
る
。
私
も
数
少
な
い
島
の
宿
に
泊
ま

り
三
日
間
を
過
ご
し
た
。

そ
の
折
の
こ
と
だ
、
朝
か
ら
晩
ま
で
続
く
八
月

踊
り
の
熱
気
も
冷
め
や
ら
ぬ
ま
ま
、
宿
に
戻
り
、

庭
先
で
飲
み
会
の
延
長
戦
を
や
っ
て
い
た
。
そ

こ
に
祭
り
見
物
に
は
相
応
し
か
ら
ぬ
メ
ン
バ
ー

が
や
っ
て
来
た
。
ま
ず
目
付
き
が
尋
常
で
な
か
っ

た
。一

緒
に
飲
ん
で
い
る
う
ち
に
お
互
い
の
自
己
紹

介
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
陸
上
自
衛
隊
員
だ
っ
た
。

多
良
間
島
に
駐
屯
地
を
作
る
事
前
打
ち
合
わ
せ
に

村
役
場
に
挨
拶
に
来
て
い
る
と
か
。
私
が
沖
縄
先

島
の
自
衛
隊
軍
事
基
地
問
題
を
肌
身
で
感
じ
た
最

初
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。

若
い
自
衛
隊
員
は
イ
ラ
ク
帰
り
だ
っ
た
。
２
０ 

０
３
年
の
小
泉
政
権
下
で
始
ま
っ
た
自
衛
隊
の
海

外
派
遣
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
だ
っ
た
。
彼
だ
け
が

と
り
わ
け
人
間
ら
し
か
ら
ぬ
目
付
き
を
し
て
い

た
。
強
い
て
言
え
ば
映
画
『
地
獄
の
黙
示
録
』
を

彷
彿
と
さ
せ
る
目
付
き
だ
。
口
数
も
少
な
か
っ

た
が
、
も
う
一
人
の
隊
員
は
喋
り
た
そ
う
だ
っ

た
。
彼
は
イ
ラ
ク
帰
り
で
は
な
か
っ
た
。
雰
囲
気

を
悟
っ
た
上
官
と
思
し
き
人
物
が
そ
れ
以
上
の
お

し
ゃ
べ
り
を
差
し
止
め
た
。
し
ば
ら
く
飲
ん
で
か

ら
彼
ら
は
部
屋
に
引
き
上
げ
て
行
っ
た
。

そ
の
後
残
っ
た
祭
り
見
物
の
面
々
で
、
自
衛
隊

基
地
が
ほ
と
ん
ど
な
い
宮
古
八
重
山
諸
島
に
、
自

衛
隊
は
基
地
を
本
気
で
作
る
気
に
な
っ
て
い
る
の

か
、
と
呆
れ
顔
で
話
し
合
っ
た
。
多
良
間
村
役
場

で
は
彼
ら
は
歓
迎
さ
れ
た
よ
う
だ
っ
た
。

現
時
点
で
多
良
間
島
に
は
自
衛
隊
基
地
は
な
い

が
、
宮
古
島
駐
屯
地
か
ら
多
良
間
島
に
渡
り
訓
練

を
展
開
し
て
お
り
、
宮
古
島
で
反
対
運
動
を
続
け

て
い
る
人
た
ち
は
当
然
な
が
ら
問
題
視
し
て
い

る
。過

疎
化
す
る
全
国
の
市
町
村
は
何
も
多
良
間
島

「
国
防
最
前
線
」
の
島
に
さ
れ
た
与
那
国
島

竹
内
光
浩 

だ
け
で
は
な
い
。
自
公
政
権
の
悪
政
で
全
国
の
市

町
村
合
併
が
進
み
、
公
務
員
が
減
り
、
今
ま
で
可

能
だ
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
不
可
能
に
な
っ
て
い

る
地
域
は
全
国
に
あ
る
。
過
疎
地
の
問
題
に
正
面

か
ら
取
り
組
み
抜
本
的
な
手
立
て
を
講
じ
る
の
で

は
な
く
、
そ
う
し
た
地
域
に
原
発
や
軍
事
基
地
を

押
し
付
け
る
の
が
自
公
政
権
の
方
針
だ
。

事
態
は
私
が
思
う
以
上
に
急
速
に
進
ん
で
い
っ

た
。
そ
の
後
、
与
那
国
島
に
自
衛
隊
基
地
ら
し
き

も
の
が
出
来
そ
う
だ
と
の
ニ
ュ
ー
ス
を
時
折
東
京

で
も
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

与
那
国
島
に
自
衛
隊
基
地
建
設
が
す
で
に
始

ま
っ
て
い
た
２
０
１
５
年
に
突
然
、
与
那
国
島
に

加
え
て
多
良
間
島
で
は
な
く
宮
古
島
に
自
衛
隊
基

地
が
増
設
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
場
所
は

す
で
に
あ
っ
た
航
空
自
衛
隊
通
信
基
地
の
拡
大
で

は
な
く
、
全
く
別
の
場
所
に
新
た
な
自
衛
隊
基
地

が
作
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
最
初
に
候
補

に
上
が
っ
た
地
域
は
、
私
も
よ
く
知
っ
て
い
る
場

所
で
あ
り
、
宮
古
島
に
行
っ
た
時
は
必
ず
訪
れ
る

場
所
だ
っ
た
。そ
れ
か
ら
何
度
か
宮
古
島
に
行
き
、

地
元
の
ア
グ
た
ち
と
泡
盛
を
飲
み
な
が
ら
自
衛
隊

基
地
問
題
を
話
し
合
っ
た
。
中
国
の
脅
威
を
あ
げ

た
の
は
一
人
だ
け
だ
っ
た
。
み
ん
な
ま
だ
自
衛
隊

基
地
に
つ
い
て
は
半
信
半
疑
だ
っ
た
。

与
那
国
島
の
自
衛
隊
基
地
建
設
は
始
ま
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
が
、
自
分
た
ち
と
は
関
係
な
い
と
い



16
市民の意見  NO.205　2024/10/1

う
感
じ
だ
っ
た
。
私
自
身
も
八
重
山
諸
島
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
丸
山
眞

男
手
帖
の
会
の
川
口
重
雄
さ
ん
が
そ
の
頃
八
重
山

諸
島
に
出
か
け
て
い
た
こ
と
に
気
付
き
、
石
垣
島

や
与
那
国
島
の
人
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
島
の
方
た
ち
と
連
絡
を
取
り
、

石
垣
島
そ
し
て
与
那
国
島
に
向
か
っ
た
。
石
垣
島

で
は
戦
争
中
の
マ
ラ
リ
ア
地
獄
を
語
り
継
ぐ
方
に

お
会
い
し
、
与
那
国
島
で
は
イ
ソ
バ
の
会
の
稲
川

宏
二
さ
ん
に
お
会
い
し
た
。
与
那
国
島
で
は
す
で

に
自
衛
隊
基
地
建
設
が
始
ま
っ
て
お
り
、
南
牧
場

の
一
角
に
基
地
の
フ
ェ
ン
ス
が
続
い
て
い
た
。
牧

場
で
放
牧
さ
れ
て
い
る
馬
た
ち
が
馬
面
を
フ
ェ
ン

ス
に
押
し
当
て
て
フ
ェ
ン
ス
沿
い
に
歩
い
て
い

た
。彼

ら
の
生
活
場
所
に
戻
ろ
う
と
馬
は
必
死
な
ん

で
す
よ
と
稲
川
さ
ん
か
ら
教
え
ら
れ
た
。
基
地
か

ら
東
崎
に
向
か
う
山
の
上
に
は
レ
ー
ダ
ー
が
何
基

も
作
ら
れ
て
い
た
（
写
真
①
）。

与
那
国
島
で
な
ぜ
基
地
反
対
運
動
が
負
け
て
し

ま
っ
た
の
か
？　

稲
川
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
運
動
が

与
那
国
島
だ
け
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
大

き
か
っ
た
と
の
こ
と
。
確
か
に
私
自
身
も
沖
縄
島

か
ら
宮
古
島
ま
で
は
関
心
が
あ
っ
た
が
、
石
垣
島

さ
ら
に
は
与
那
国
島
ま
で
は
さ
ほ
ど
視
野
に
入
っ

て
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
宮
古
島
、
石
垣
島
、
与
那
国
島
を
繋

ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
市
民
レ
ベ
ル
で
作
れ
な
い
も

の
か
を
考
え
た
。

宮
古
島
に
戻
り
、
島
で
反
対
運
動
を
始
め
て
い

た
人
々
に
会
い
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
訴
え
た
。

沖
縄
・
読
谷
で
は
当
時
辺
野
古
を
は
じ
め
と
す
る

山
原
で
カ
メ
ラ
を
回
し
て
い
た
三
上
智
恵
さ
ん
に

お
会
い
し
て
三
時
間
ほ
ど
先
島
の
話
を
し
た
。

今
年
、
三
上
さ
ん
が
先
島
の
基
地
問
題
を
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
し
た
『
戦
雲
』
が
封
切
ら
れ
た
。
宮

古
島
の
仲
間
た
ち
と
、
と
も
か
く
少
人
数
で
も
い

い
か
ら
島
々
を
繋
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
運

動
を
広
げ
て
行
こ
う
と
い
う
話
が
進
ん
で
い
っ 

た
。
最
初
は
「
南
西
諸
島
ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト
」
と
い

う
よ
う
な
名
称
で
、
共
同
代
表
に
は
与
那
国
島
の

猪
股
哲
さ
ん
と
私
が
な
っ
た
。

翌
２
０
１
６
年
4
月
は
じ
め
に
稲
川
さ
ん
が
与

那
国
島
の
訴
え
を
す
る
た
め
に
国
会
前
の
集
会
に

や
っ
て
来
た
。
私
も
お
手
伝
い
の
意
味
で
マ
イ
ク

を
持
っ
た
。
お
嬢
さ
ん
の
大
学
入
学
式
を
兼
ね
て

の
上
京
だ
っ
た
（
写
真
②
）。
与
那
国
島
に
戻
る
前

に
大
阪
の
実
家
に
顔
出
し
す
る
と
言
う
の
で
、
新

幹
線
の
時
刻
ま
で
東
京
駅
の
地
下
街
で
酒
を
酌
み

交
わ
し
た
。
基
地
が
出
来
て
し
ま
っ
た
与
那
国
島

で
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
運
動
が
可
能
か
と
い
う
の

が
話
題
に
な
っ
た
。

私
は
ま
ず
は
ソ
フ
ト
の
方
面
か
ら
入
っ
た
ら
ど

う
か
と
提
案
し
た
。
与
那
国
島
で
連
続
コ
ン
サ
ー

ト
の
よ
う
な
も
の
を
繰
り
返
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
全
国
に
与
那
国
島
の
実
情
を
訴
え
て
行
く
と
い

❶

❷
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よ
う
と
い
う
こ
と
に
。

そ
れ
か
ら
一
週
間
後
に
与
那
国
島
の
猪
股
さ
ん

か
ら
連
絡
が
入
り
、
稲
川
さ
ん
が
ダ
イ
ビ
ン
グ
の

ガ
イ
ド
中
に
亡
く
な
っ
た
と
の
こ
と
。
我
が
耳
を

疑
っ
た
。

稲
川
さ
ん
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
与
那 

国
の
み
な
さ
ん
の
反
基
地
の
闘
い
は
終
わ
ら
な

か
っ
た
。
島
の
西
端
に
位
置
す
る
久
部
良
部
落
の

東
側
の
山
の
上
に
は
軍
事
レ
ー
ダ
ー
が
林
立
し
て

い
る
（
写
真
③
）。
当
然
な
が
ら
高
周
波
の
電
波
障

害
が
問
題
に
な
っ
た
。
レ
ー
ダ
ー
の
眼
下
に
は
保

育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
が
あ
る
。
電
波
障
害
を

懸
念
し
て
島
を
離
れ
た
人
も
い
る
。

今
そ
の
久
部
良
か
ら
東
に
伸
び
る
道
路
の
先
に

す
ら
自
衛
隊
基
地
建
設
に
よ
っ
て
住
処
を
奪
わ
れ

た
馬
た
ち
が
車
道
を
塞
ぎ
車
が
立
ち
往
生
す
る
の

は
日
常
的
な
こ
と
で
あ
る
（
写
真
④
）。
湿
原
を
軍

港
に
す
る
こ
と
は
与
那
国
島
全
島
を
航
空
母
艦
に

し
て
、
島
民
を
追
い
出
し
、
自
衛
隊
関
係
者
だ
け

の
島
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

す
で
に
町
議
会
で
は
有
事
の
際
に
お
け
る
全
島

避
難
の
青
写
真
が
本
気
に
な
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
与
那
国
島
だ
け
で
は
な
く
、
石
垣
島
、
宮
古

島
も
同
様
で
あ
る
。

先
島
の
全
島
民
・
観
光
客
ほ
ぼ
12
万
名
を
九
州

各
県
に
疎
開
さ
せ
る
案
が
す
で
に
メ
デ
ィ
ア
で
笑

い
話
で
は
な
く
提
示
さ
れ
て
い
る
。
前さ

き

の
大
戦
で

沖
縄
島
か
ら
長
崎
へ
の
疎
開
児
童
を
乗
せ
た
対
馬

丸
が
撃
沈
さ
れ
１
５
０
０
名
ほ
ど
の
犠
牲
者
を
出

し
た
。
政
府
が
起
こ
し
た
戦
争
で
戦
争
に
は
全
く

責
任
が
な
い
子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
に
な
っ
た
。今
、

与
那
国
島
、
石
垣
島
、
宮
古
島
の
首
長
は
こ
ぞ
っ

て
こ
の
愚
挙
を
繰
り
返
そ
う
と
し
て
い
る
。

事
態
が
こ
こ
ま
で
進
む
前
に
、
島
民
た
ち
は
た

だ
傍
観
し
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
の
か
。
そ
う
で
は

な
い
。
与
那
国
町
は
台
湾
を
遠
望
す
る
国
境
の
街

の
利
点
を
生
か
し
た
経
済
特
区
構
想
を
早
く
か
ら

打
ち
出
し
て
い
た
。
１
９
８
２
年
に
は
台
湾
の
花

蓮
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
、
今
で
も
与
那
国

の
中
学
生
は
修
学
旅
行
で
花
蓮
市
を
訪
問
す
る
。

そ
の
与
那
国
町
が
具
体
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
提
起

あ
る
比
川
部
落
で
新
た
な
海
上
自
衛

隊
軍
港
建
設
の
話
が
持
ち
上
が
っ
て

い
る
。
現
与
那
国
町
長
糸
数
健
一
の

提
案
で
あ
る
。
比
川
部
落
カ
タ
ブ
ル

浜
の
西
に
隣
接
し
て
貴
重
な
樽
舞
湿

原
が
広
が
る
。
樽
舞
湿
原
が
破
壊
さ

れ
て
海
上
自
衛
隊
の
軍
港
が
出
来
れ

ば
自
然
破
壊
は
も
ち
ろ
ん
、
実
質
的

に
東
西
を
繋
ぐ
一
般
道
は
北
部
を
迂

回
す
る
し
か
な
く
な
る
。
湿
原
の
東

側
に
は
小
学
校
も
あ
り
、
お
そ
ら
く

廃
校
に
な
る
だ
ろ
う
。
湿
原
の
西
方

は
元
は
馬
の
放
牧
地
で
あ
り
、
今
で

う
も
の
だ
っ
た
。

無
論
そ
ん
な
こ
と
で
事
態
が
動
く
わ
け
で
は
な

い
が
、
東
京
の
よ
う
に
デ
モ
を
す
る
わ
け
で
も
な

い
基
地
反
対
運
動
で
あ
る
以
上
、
出
来
る
こ
と
は

限
ら
れ
て
い
た
。
と
も
か
く
年
内
に
は
私
が
仲
間

を
連
れ
て
与
那
国
島
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
や
り
に
行

く
か
ら
、
ぜ
ひ
島
の
人
た
ち
を
集
め
て
も
ら
い
た

い
と
話
し
た
。
な
ん
で
も
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め❸

❹
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し
た
の
は
２
０
０
５
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し

当
時
の
小
泉
政
権
は
与
那
国
町
の
提
起
を
一
顧
だ

に
し
な
か
っ
た
。
当
時
の
各
省
庁
の
回
答
は
ネ
ッ

ト
で
読
め
る
が
、
全
て
理
由
に
な
ら
な
い
理
由
で

与
那
国
町
の
提
案
を
却
下
し
て
い
る
。
２
０
０
５

年
3
月
に
発
表
さ
れ
た
「
与
那
国
・
自
立
へ
の
ビ

ジ
ョ
ン
」の
冒
頭
に『
与
那
国「
自
立
・
自
治
宣
言
」』

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
写
真
⑤
）。
格
調
高
い
宣
言

文
だ
。
本
文
に
は
「
与
那
国
特
区
」「
自
由
往
来
」

の
実
現
（
与
那
国
⇔
台
湾
直
行
便
、
国
境
離
島
型
開
港
）

や
島
民
の
自
治
を
重
視
し
た
「
自
治
基
本
条
例
」

の
制
定
、そ
の
活
動
基
盤
と
な
る
「
自
治
公
民
館
」

に
つ
い
て
の
展
望
も
描
か
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
民

主
主
義
の
学
校
で
あ
る
。

「
ビ
ジ
ョ
ン
」
作
成
委
員
に
は
現
在
、
憲
法
を

廃
止
し
て
日
本
を
戦
争
が
出
来
る
国
家
に
す
べ
き

だ
と
豪
語
す
る
現
与
那
国
町
長
糸
数
健
一
の
名
前

が
「
農
家
代
表
」
と
い
う
こ
と
で
入
っ
て
い
る
。

糸
数
町
長
の
豹
変
に
は
彼
を
以
前
か
ら
知
っ
て
い

る
人
で
す
ら
唖
然
と
し
て
い
る
。

こ
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
小
泉
政
権
に
よ
っ
て

葬
ら
れ
た
。
そ
れ
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に

２
０
０
７
年
に
は
早
く
も
島
内
保
守
派
の
人
々
で

与
那
国
防
衛
協
会
が
作
ら
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に

自
衛
隊
基
地
誘
致
が
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
当
時

沖
縄
島
で
は
普
天
間
基
地
の
名
護
市
移
転
を
め
ぐ

り
日
米
政
府
が
暗 

躍
し
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
。

小
泉
純
一
郎
か
ら
安
倍
晋
三
へ
の
時
代
に
与
那
国

島
で
は
自
衛
隊
基
地
誘
致
運
動
が
始
ま
っ
た
。

住
民
投
票
や
い
く
つ
か
の
選
挙
も
行
な
わ
れ
た

は
会
っ
た
こ
と
も
な
い
他
国
の
人
々
を
殺
す
こ
と

が
仕
事
で
あ
る
。

米
軍
（
海
兵
隊
）
で
は
な
く
自
衛
隊
だ
か
ら
と

誘
致
に
賛
成
し
た
多
く
の
島
民
の
前
に
、
今
年
５

月
に
好
戦
家
で
有
名
な
駐
日
米
大
使
が
異
例
の
訪

問
を
し
、
7
月
に
は
米
軍
海
兵
隊
の
レ
ー
ダ
ー
が

与
那
国
島
に
運
び
込
ま
れ
た
。

与
那
国
島
民
は
と
ん
で
も
な
い
過
ち
を
犯
し
て

し
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
彼
ら
だ
け
の
責
任
で

は
な
い
。
彼
ら
の
声
を
一
顧
だ
に
し
な
か
っ
た
小

泉
純
一
郎
・
安
倍
晋
三
政
権
の
軍
事
大
国
化
政
策
、

そ
の
政
権
政
党
を
ほ
ぼ
戦
後
一
貫
し
て
支
え
続
け

て
き
た
日
本
全
国
の
有
権
者
こ
そ
が
、
そ
の
責
め

を
負
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

２
０
２
４
年
6
月
、
私
は
仲
間
の
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
と
共
に
与
那
国
島
を
訪
れ
、
島
内
の
全
小

中
学
生
向
け
と
島
民
向
け
の
連
続
コ
ン
サ
ー
ト
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
は
亡
き
稲
川
宏
二
さ
ん

と
10
年
ほ
ど
前
に
し
た
約
束
を
よ
う
や
く
果
た
せ

た
。
い
や
実
際
は
ま
だ
果
た
せ
て
は
い
な
い
。
音

楽
そ
の
他
の
文
化
を
通
し
て
、
与
那
国
島
が
軍
隊

が
不
要
な
平
和
の
島
に
戻
っ
て
こ
そ
、
彼
と
の
約

束
を
守
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
た
け
う
ち
・
み
つ
ひ
ろ
／
古
民
家
く
ま
か
ら
洞
亭
主
、
元

専
修
大
学
兼
任
講
師
）

が
、
僻
地
投
票
の
不
透
明
さ
も
あ

り
、
自
衛
隊
基
地
誘
致
反
対
派
が

勝
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
与
那
国

島
は
今
で
も
歯
医
者
に
通
う
に
は

飛
行
機
で
石
垣
島
か
那
覇
に
行
く

し
か
な
い
。『
ド
ク
タ
ー
コ
ト
ー
』

の
モ
デ
ル
島
で
は
あ
る
が
、
現
在

医
者
は
二
人
だ
け
で
あ
る
。
自
衛

隊
基
地
が
誘
致
さ
れ
た
が
自
衛
隊

は
病
院
を
作
っ
て
く
れ
な
か
っ

た
。
国
境
を
守
る
は
ず
の
自
衛
隊

は
国
境
に
暮
ら
す
人
々
の
生
命
健

康
を
守
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
ら

⑤
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７
月
13
日
（
土
）、
港
区
立
青
南
小
学
校
体
育
館

を
会
場
に
─
「
山
の
手
空
襲
」
79
周
年
追
悼
・
朗

読
と
ピ
ア
ノ
の
集
い
─
を
開
催
し
た
。
︙
︙
朗
読

と
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を
︙
︙
と
夢
想
に
近
い
発

案
か
ら
2
年
、
青
南
小
学
校
と
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
迅
速

で
具
体
的
な
協
力
を
頂
き
叶
っ
た
も
の
だ
。

期
を
合
わ
せ
て
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
帰
国
の
ピ
ア
ニ

ス
ト
、
青
南
小
学
校
４
年
生
３
名
、
青
山
学
院
初

等
部
５
年
生
4
名
、
同
高
等
部
生
徒
会
と
放
送
部

が
朗
読
と
司
会
、
録
音
・
撮
影
は
専
門
の
知
人
が

応
諾
、
会
場
設
営
、
案
内
介
助
等
、
十
余
名
の
支

援
者
が
対
応
、
担
当
毎
も
全
員
で
の
通
し
も
リ

ハ
ー
サ
ル
は
不
可
能
。
当
日
朝
に
時
間
差
集
合
、

交こ
も
ご
も々

持
ち
場
に
必
要
な
準
備
を
し
な
が
ら
、
チ
ラ

と
会
場
の
埋
ま
り
具
合
に
目
を
遣
り
も
し
て
、
話

す
人
、
聴
く
人
を
待
っ
た
。
名
前
無
く
、
そ
れ
ぞ

れ
に
無
償
の
役
割
に
立
ち
、
生
徒
引
率
の
教
員
方

は
学
期
末
の
一
日
を
当
て
、
必
須
の
ピ
ア
ノ
調
律

は
、
実
行
委
員
の
旧
友
が
抑
え
た
費
用
で
請
け

負
っ
て
く
れ
た
。
１
３
０
人
近
い
参
加
者
が
あ
っ

た
。二

部
に
は
港
区
長
も
見
え
、
閉
会
時
に
こ
の
地

の
体
験
と
祈
り
の
継
承
を
と
挨
拶
さ
れ
た
。

粗
に
し
て
洩
ら
す
こ
と
大
な
る
報
告
に
、
そ
の

一
日
の
成
立
へ
の
感
謝
を
込
め
、
以
下
、
当
日
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
お
話
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
声
、
後
日

届
い
た
高
校
生
の
感
想
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
か
ら
の
手

紙
の
い
ず
れ
も
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
１
６
年
の
第
一
回
か
ら
表
紙
に
は
二
つ
の

文
を
入
れ
た
。
写
真
を
掲
載
す
る
が
読
む
の
は
難

し
い
と
思
う
。

79
周
年
追
悼
「
山
の
手
空
襲
」
を
語
り
つ
ぐ
集
い

語
り
か
け
得
る
「
き
み
」、
語
り
か
け
得
る
現
実
を
め
ざ
し
て

︱
パ
ウ
ル
・
ツ
ェ
ラ
ン

佐
藤
い
つ
子
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お
話
の
内
容

泉
宏
さ
ん
（
94
歳
） 

一
緒
に
消
火
を
し
て
い
た

父
と
は
ぐ
れ
、
中
学
生
だ
っ
た
自
分
は
逃
げ
続
け

た
が
、
父
は
戻
ら
ず
遺
体
も
な
い
。
自
分
を
探
し

て
火
に
ま
か
れ
た
の
で
は
︙
︙
と
の
思
い
拭
え
ず
、

思
い
出
す
の
が
辛
い
体
験
を
語
る
こ
と
を
止
め
た

時
期
も
あ
っ
た
が
、「
伝
え
る
の
は
、
生
き
残
っ

た
者
の
務
め
だ
」
と
言
う
先
輩
の
声
に
再
開
し
た
。

長
兄
は
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
で
戦
病
死
。「
戦
争

で
死
ん
だ
人
は
帰
っ
て
来
な
い
。
戦
争
で
孤
児
に

な
っ
た
人
達
を
思
う
と
苦
し
い
。」

山
形
美
智
子
さ
ん
（
94
歳
） 

母
や
姉
と
必
死
で

逃
げ
た
。
翌
日
、
転
げ
た
門
柱
で
家
跡
を
確
認
し

た
。表
参
道
銀
行
前
で
、二
階
の
窓
ま
で
も
重
な
っ

た
遺
体
を
鳶
口
で
引
き
下
ろ
す
時
、
青
い
火
が
ボ

オ
ッ
と
立
つ
て
は
消
え
し
て
い
た
。
戦
争
を
し
て

は
い
け
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
上
の
人
が
分
か
ら

な
い
の
か
と
何
年
も
考
え
た
。

中
村
道
子
さ
ん
（
94
歳
） 

諏
訪
に
学
校
疎
開
、

空
襲
当
夜
を
知
ら
な
い
が
、
家
は
焼
か
れ
た
。
勤

労
動
員
で
戦
闘
機
の
部
品
を
作
っ
た
経
験
か
ら
、

戦
争
の
加
害
に
も
関
わ
っ
た
最
後
の
世
代
と
思
っ

て
い
る
。
戦
争
は
、
食
べ
る
自
由
、
学
ぶ
自
由
を

奪
っ
た
上
に
命
を
奪
う
。
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
、

二
度
と
厭
だ
と
心
底
思
う
こ
と
が
一
番
の
供
養
と

思
う
。

上
記
の
3
人
の
方
は
、
ス
テ
ッ
キ
、
押
し
車
で

歩
を
支
え
、
ご
家
族
に
介
添
え
さ
れ
て
小
学
校
の

特
別
授
業
に
来
て
く
だ
さ
る
。
い
つ
も
、
誰
に
向

か
っ
て
も
マ
イ
ク
を
握
り
し
め
、
そ
れ
で
も
弱
ま

り
が
ち
な
声
を
絞
っ
て
話
さ
れ
る
。
こ
の
活
動
を

牽
引
さ
れ
た
佐
藤
銀
重
さ
ん
、
比
留
間
柏
子
さ
ん

は
当
日
参
加
を
見
合
わ
せ
ら
れ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
声
（
何
人
か
の
分
を
つ
な
げ
た
）

辛
い
体
験
を
言
葉
に
す
る
の
は
、
私
達
が
思
う

以
上
に
キ
ツ
イ
作
業
だ
／
空
襲
の
す
さ
ま
じ
さ
、

恐
ろ
し
さ
空
し
さ
が
伝
わ
り
、
実
際
の
体
験
は
、

こ
れ
ほ
ど
苦
し
い
も
の
な
の
だ
と
分
か
っ
た
／
涙

で
聞
い
た
こ
と
を
、
我
が
子
に
話
し
て
聞
か
せ
、

胸
に
刻
み
つ
づ
け
る
／
ど
う
し
て
も
語
り
つ
い
で

行
か
ね
ば
大
変
に
な
る
、
と
非
戦
の
思
い
が
、
お

三
方
の
お
話
に
こ
め
ら
れ
絶
対
に
戦
争
へ
の
道
を

進
ん
で
は
な
ら
な
い
と
、
若
い
方
々
の
胸
に
響
い

た
と
思
う
。

●
高
校
生
の
感
想

戦
争
か
ら
目
を
背
け
て
い
い
わ
け
が
な
い
と
わ

か
っ
た
／
教
え
ら
れ
て
、「
戦
争
は
ダ
メ
」
は
固

定
観
念
と
し
て
あ
っ
た
が
、
お
話
に
心
の
底
か
ら

戦
争
は
ダ
メ
だ
、
絶
対
に
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
私
の
意
思
に
な
っ
た
気
が
す
る
／
戦
争
を

経
験
し
て
は
い
な
い
が
、
戦
争
を
知
っ
て
い
る
世

代
と
し
て
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
向
き
合
う
国
際

社
会
へ
の
日
本
の
貢
献
、
戦
争
を
や
め
さ
る
主
張

の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
／
自
分
の
想
像
を
超
え
る

残
酷
さ
を
学
ん
だ
／
「
こ
の
出
来
事
を
忘
れ
ず
に

未
来
へ
繋
い
で
欲
し
い
。
戦
争
を
二
度
と
起
こ
し

て
は
い
け
な
い
、
命
が
あ
る
こ
と
は
当
た
り
前
で

は
な
い
こ
と
と
覚
え
て
ほ
し
い
」

―
三
人
の
か

た
の
お
話
が
心
に
響
い
て
い
る
／
残
酷
な
歴
史
で

あ
り
大
切
な
思
い
で
あ
る
も
の
を
守
っ
て
行
く
。

●
朗
読
に
つ
い
て

内
容
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
よ
く
練
習
。
真
剣

な
気
持
ち
、
感
情
の
こ
も
っ
た
大
き
な
声
は
、
心

に
染
み
て
情
景
が
浮
か
ぶ
よ
う
だ
っ
た
。
子
供
の

声
は
、
子
供
た
ち
に
よ
り
深
く
入
っ
て
く
る
と
、

同
伴
し
て
い
た
我
が
子
た
ち
を
見
て
思
っ
た
／
彩

り
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
「
朗
読
」
が
大
き
な
意
味

を
持
っ
て
い
た
。
継
承
の
希
望
が
見
え
た
。

●
ピ
ア
ノ
演
奏
に
つ
い
て

お
話
の
余
韻
に
ス
ッ
と
染
み
込
む
よ
う
な
選
曲

は
す
ば
ら
し
い
／
美
し
い
一
つ
一
つ
の
音
が
訴
え

か
け
て
波
立
つ
心
を
鎮
め
、
悲
し
み
を
乗
り
越
え

て
未
来
へ
向
か
っ
て
行
く
。
力
強
く
も
あ
る
、
思

い
の
こ
も
る
演
奏
／
戦
争
の
後
、
人
を
癒
す
の
は

実
は
音
楽
で
は
な
い
か
。
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ピ
ア
ニ
ス
ト
か
ら
の
便
り

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
あ
っ
た
佐
藤
銀
重
さ
ん
の
詩
と

集
い
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
賛
同
し
、
演
奏
の
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
シ
ョ
パ
ン
と
ブ
ラ
ー
ム
ス
の

小
品
数
曲
、
憤
り
か
怒
り
か
、
ど
う
に
も
な
ら
な

い
衝
撃
、
苦
し
み
に
、
心
張
り
裂
け
ん
ば
か
り
に

募
る
不
安
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
な
曲
を
選
び
、

続
は
力
」
の
言
を
引
く
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
が
主

目
的
で
も
あ
る
。
し
か
し
︙
︙
と
小
石
を
投
ず
る

き
っ
か
け
に
な
ろ
う
か
と
、
こ
の
報
告
文
の
題
を

決
め
、次
の
二
つ
の「
伝
え
る
」を
加
え
た
い
。「
不

特
定
単
数
」
を
思
う
。

─
母
は
横
浜
で
家
が
全
焼
し
た
が
、
あ
ま
り

話
さ
ず
、
父
は
自
ら
の
学
徒
出
陣
を
一
度
も
語
る

こ
と
な
く
︙
︙
体
験
者
の
言
葉
を
記
録
す
る
の
は

重
要
。
も
う
時
間
が
な
い

─
70
代
の
方
の
言
だ

が
、
こ
の
集
い
に
い
ら
し
て
か
ら
初
め
て
言
葉

に
さ
れ
た
か
、
と
感
じ
ら
れ
た
。「
伝
わ
る
」
こ

と
の
一
つ
の
形
で
は
な
い
か
。
為
す
す
べ
も
な
い

「
不
特
定
単
数

0

0

」
を
思
う
。

（
さ
と
う
・
い
つ
こ
／
山
の
手
空
襲
を
語
り
つ
ぐ
集
い
実
行

委
員
会
）

そ
の
後
は
、
愛
す
る
も
の
へ
の
追
憶
、
大

き
な
喪
失
へ
の
悔
い
を
清
夜
の
想
い
に
辿

る
よ
う
な
、穏
や
か
な
静
か
な
曲
を
揃
え
、

け
れ
ど
も
世
界
に
は
、
こ
ん
な
に
も
素
敵

な
瞬
間
が
あ
る
と
、
魂
が
天
に
昇
っ
て
ゆ

く
情
景
を
思
い
浮
か
べ
て
演
奏
し
ま
し

た
。
老
若
男
女
、
幼お

さ
な

児ご

ま
で
多
く
の
方
が

集
う
体
育
館
を
、
曲
の
静
け
さ
に
吸
い
込

ま
れ
る
か
に
静
寂
が
包
み
、
み
な
さ
ん
が

一
言
、
一
音
も
逃
す
ま
い
と
聴
い
て
居
ら

れ
る
と
感
じ
、
私
も
丁
寧
に
音
を
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
音
や
光
が
、
そ
の
場

の
空
気
と
物
質
に
染
み
わ
た
る
感
覚
、
静

け
さ
を
、
そ
こ
に
居
た
一
人
で
も
多
く
が

共
有
し
、
空
襲
に
巻
き
込
ま
れ
た
方
々
を

想
う
、
鎮
魂
の
瞬
間
を
共
に
で
き
た
の
な

ら
、
大
変
有
難
く
思
い
ま
す
。
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

＊　

＊　

＊　
　
　
　
　

肯
定
的
な
声
ば
か
り
が
あ
る
と
こ
ろ

に
、
こ
う
し
た
活
動
の
課
題
も
見
え
て
く

る
。
何
処
か
ら
も
批
判
を
受
け
な
い
こ
と

で
、
そ
の
在
り
方
を
検
証
す
る
機
会
は
少

な
く
、
継
続
が
第
一
に
置
か
れ
る
。「
継
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7
月
13
日
、
青
南
小
学
校
体
育
館
で
、「
山
の

手
空
襲
」
79
周
年
追
悼 
朗
読
と
ピ
ア
ノ
の
集
い

を
開
催
し
ま
し
た
。
主
催
は
山
の
手
空
襲
を
語
り

つ
ぐ
集
い
実
行
委
員
会
。
そ
の
実
行
委
員
会
で

は
、
２
０
１
６
年
か
ら
毎
年
1
回
、
穏
田
区
民
会

館
で
青
山
・
原
宿
界
隈
の
空
襲
体
験
を
語
り
つ
ぐ

集
い
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
流
行
の
た
め
、
２
０
１
９
年
の
第
4
回
を
最

後
に
集
い
は
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

そ
の
集
い
を
再
開
す
る
と
と
も
に
、
ウ
ィ
ー
ン

で
活
躍
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
佐
藤
麻
理
さ
ん
を

招
き
、
継
承
へ
の
呼
び
か
け
の
意
味
を
込
め
て
、

「
朗
読
と
ピ
ア
ノ
の
集
い
」
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

発
案
は
実
行
委
員
の
一
人
・
佐
藤
い
つ
子
さ

ん
で
し
た
が
、
わ
た
し
個
人
の
背
景
と
し
て
は
、

２
０
１
２
年
2
月
13
日
、
ド
レ
ス
デ
ン
・
三
王
教

会
で
体
験
し
た
、
追
悼
式
で
の
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ

の
二
重
奏
の
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。
抑
え
た
曲
調

が
、
教
会
の
し
ん
と
し
た
空
気
と
響
き
合
い
、
胸

に
迫
る
感
動
が
あ
り
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
に
よ
る
選
曲
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

「
悲
愴
」、シ
ョ
パ
ン「
雨
だ
れ
」「
夜
想
曲（
ノ
ク
タ
ー

ン
）」、
ブ
ラ
ー
ム
ス
「
7
つ
の
幻
想
曲
集
」、
バ
ッ

ハ
「
主
よ
、
人
の
望
み
の
喜
び
を
」。
そ
の
演
奏

は
、ド
レ
ス
デ
ン
で
聞
い
た
も
の
よ
り
情
熱
的
で
、

抑
揚
に
も
富
ん
で
い
ま
し
た
が
、
山
の
手
空
襲
と

い
う
大
き
な
出
来
事
の
な
か
に
あ
る
、
無
数
の
言

葉
に
な
ら
な
い
経
験
や
思
い
の
連
な
り
を
連
想
さ

せ
、
会
場
は
感
動
で
包
ま
れ
ま
し
た
。
ド
レ
ス
デ

ン
以
来
、
こ
の
よ
う
に
、
人
の
心
を
震
わ
せ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
音
楽
の
力
を
、
久
し
ぶ
り
に
体

験
で
き
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
に
演
奏
を
お
願
い
し

て
、
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

同
時
に
、
こ
の
感
動
の
中
身
を
よ
り
分
け
て
み

る
と
、
会
場
の
小
学
校
は
被
災
地
の
た
だ
な
か
に

あ
り
、
戦
火
の
記
憶
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い

て
い
る
こ
と
。
こ
の
日
、
会
場
で
発
言
し
た
体
験

世
代
の
泉
宏
さ
ん
、
山
形
美
智
子
さ
ん
、
中
村
道

子
さ
ん
の
言
葉
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
短
く
と
も
、
渾

身
の
思
い
を
伝
え
る
も
の
で
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が

響
き
合
い
、
集
い
の
印
象
が
作
り
出
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
重
要
で
し
ょ
う
。

感
動
な
し
に
、
真
に
物
事
が
受
け
継
が
れ
る
の

は
難
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
感
動
そ
の
も
の

は
、
実
は
技
術
に
よ
っ
て
膨
ら
ま
せ
た
り
、
変
調

さ
せ
た
り
、
外
に
運
び
出
し
て
再
演
し
た
り
す
る

こ
と
の
で
き
る
、
加
工
品
の
側
面
を
持
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
つ
ど
い
で
は
、
ま
さ
に
そ
の
出
来
事

を
身
に
受
け
て
、
戦
後
を
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
方
が

そ
の
場
に
い
て
、
そ
の
知
識
と
思
い
を
授
け
て
い

た
だ
け
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
で
き
な
く
な
っ
た
と

き
、
果
た
し
て
こ
の
感
動
を
、
内
実
を
と
も
な
っ

て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か

―
そ
う
し
た
疑
問

と
不
安
が
よ
ぎ
り
、
今
も
去
ら
ず
に
い
ま
す
。

こ
の
日
、
体
験
者
が
語
っ
た
こ
と
は
、
民
話
や

創
作
と
し
て
の
物
語
の
類
で
は
な
く
、
ま
ぎ
れ
も

な
く
、
か
つ
て
の
戦
争
で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
身

に
起
き
た
事
実
と
し
て
の
出
来
事
で
す
。
み
ご
と

な
ス
パ
イ
ク
を
放
つ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
の
傍
ら

に
、
一
歩
身
を
引
き
、
的
確
に
ト
ス
を
上
げ
る
選

手
が
必
要
な
よ
う
に
、
歴
史
と
表
現
の
共
創
的
な

空
間
に
は
、
土
台
と
な
る
記
録
の
収
集
と
事
実
の

検
証
に
徹
す
る
存
在
が
不
可
欠
で
す
。
比
留
間
柏

子
さ
ん
た
ち
の
作
っ
た
体
験
記
集
『
表
参
道
が
燃

え
た
日
』
正
続
の
2
冊
は
、
記
録
の
土
台
と
な
る

書
物
で
す
が
、今
後
の
読
者
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、

さ
ら
に
補
う
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。
山
の
手
空

襲
を
語
り
つ
ぐ
集
い
は
、
そ
の
立
ち
上
が
り
に

あ
た
っ
て
、「
山
の
手
空
襲
の
体
験
を
次
の
世
代

に
伝
え
て
い
く
こ
と
」「
歴
史
か
ら
学
び
、
戦
争

を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
」
を
二

つ
の
趣
旨
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。「
伝
え
て
い
く
」

こ
と
の
目
的
が
、
ひ
と
の
「
体
験
」
の
伝
承
に
あ

音
楽
の
感
動
に
一
言

︱
「
山
の
手
空
襲
」
79
周
年
追
悼
　
朗
読
と
ピ
ア
ノ
の
集
い

山
本
唯
人
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表
参
道
に
は
多
く
の
外
国
人
が
行
き
交
っ
て
い

ま
す
。
世
界
の
現
状
を
思
え
ば
、
中
に
は
、
故
国

が
戦
禍
に
在
る
人
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
5

月
25
日
、
山
の
手
空
襲
当
日
に
行
な
わ
れ
る｢

献

花
の
集
い｣

を
手
伝
っ
て
3
年
目
、
外
国
の
人
に

も
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
、
献
花
を
呼
び
掛
け
た
い
の

だ
が
︙
…
と
、
活
動
を
共
に
す
る
中
学
3
年
時
の

担
任
か
ら
課
題
が
出
さ
れ
、
英
文
チ
ラ
シ
作
成
が

英
文
チ
ラ
シ
に
つ
い
て

古
賀
麻
里

る
こ
と
を
深
く
認
じ
、
若
者
た
ち
が
登
場
し
、
若

者
や
表
現
者
と
の
協
力
が
求
め
ら
れ
る
今
だ
か
ら

こ
そ
、
も
う
一
度
、
記
録
に
向
き
合
い
、
足
元
を

固
め
な
お
す
課
題
が
あ
る
こ
と
を
刻
む
、
今
年
の

集
い
に
な
り
ま
し
た
。

（
や
ま
も
と
・
た
だ
ひ
と
／
山
の
手
空
襲
を
語
り
つ
ぐ
集
い

実
行
委
員
会
）

い
」
と
い
う
意
向
に
、
翻
訳
の
知
識
も
経
験
も
無

い
な
が
ら
、
和
英
辞
書
頼
り
に
当
て
は
め
た
英
訳

は
、
外
国
人
に
分
か
り
に
く
い
だ
ろ
う
と
少
々
困

惑
し
、
再
度
手
記
を
読
み
返
し
ま
し
た
。
そ
の
言

葉
の
一
つ
一
つ
に
は
、
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
凄
み
が

あ
り
、
赤
裸
に
記
さ
れ
た
光
景
が
迫
っ
て
き
て
、

こ
れ
ら
の
表
現
を
大
切
に
し
て
伝
え
た
い
と
、
私

も
感
じ
た
の
で
す
。
こ
の
部
分
の
英
訳
に
は
、
殊

に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
友
人
、
家
族
の
手
を
借
り
、

何
と
か
形
を
成
し
ま
し
た
。
献
花
の
集
い
当
日
、

若
い
外
国
人
女
性
が
、
英
文
チ
ラ
シ
と
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
交
互
に
読
ん
で
い
る
様
で
し
た
。
関
心

を
持
っ
て
く
れ
た
と
思
え
た
瞬
間
で
し
た
。

賑
わ
い
の
街
路
と
そ
の
姿
に
、
冒
頭
過よ

ぎ

っ
た
思

い
が
重
な
り
ま
す
。
国
際
社
会
の
軋
み
は
増
し
、

戦
闘
の
惨
状
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
今
、
過
去
の

事
実
を
知
り
、
そ
し
て
伝
え
、
国
を
超
え
て
考
え

続
け
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
、
強
く
感
じ
て
い

ま
す
。

世
界
の
何
処
に
あ
っ
て
も
、
前さ

き

の
大
戦
を
知
る

方
々
の
お
話
を
、
そ
の
息
遣
い
を
感
じ
な
が
ら
聴

き
取
る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
こ
が
・
ま
り
／
英
文
チ
ラ
シ
作
成
者
）

始
ま
り
ま
し

た
（
上
記
写
真
参

照
）。
目
を
留

め
た
箇
所
か
ら

読
め
ば
よ
い
レ

イ
ア
ウ
ト
を
考

え
、
中
程
に
、

空
襲
体
験
記
の

抜
粋
を
入
れ
る

こ
と
に
し
ま
し

た
。「
手
記
の

部
分
は
、
日
本

語
と
し
て
の
表

現
意
図
か
ら
、

英
文
の
単
語
、

語
句
を
探
し
た

Please lay flowers and pray together. 

History of modern Japanese wars

1894-1895 Sino-Japanese War

1904-1905 The Russo-Japanese War

1914-1918 World WarⅠ

1937 Japan invaded China

1939 World War II

12/8/1941 Japan attacked Pearl Harbor → The Pacific War

3/10/1945 Great Tokyo Air Raid

5/25/1945 Yamanote Air Raid

6/23/1945 The end of the land battles on Okinawa Island

8/6&9/1945 Atomic Bombings of Hiroshima and Nagasaki

8/15/1945
The acceptance of the Potsdam Declaration and
the Unconditional Surrender of Japan

      When I got to the Aoyama 5-chome area, I saw an unbelievable and horrible sight. Their hair and cloths
were also burnt, so that I wasn’t able to distinguish the bodies between men and women. There were dead
bodies strewn all over the place. In front of the Aoyama police station, I found dead people, hugging each other
in a circle. They must have been a family. At that moment, tears were flowing from my eyes. 
     Then, I saw a terrible and sad scene in Omotesando that looked like hell. There were about 100 bodies piled
up, some charred and resembling mummies and other like mannequins. I saw several burnt corpses still
clinging to a stone lantern, and others sitting upright and praying towards the direction of Meiji Shrine.  How
painful were they? 
      Two friends of mine, whom I was playing with until the day before, also passed away. 

  --- from Yamanote Air Raid experiences ---
Hirata Tei  (It is believed that he was a teenager at the time.)

We need to pass down these facts 
from generation to generation for world peace.

flyover of B-29 bomber planes….502 planes
dropped incendiary bombs.......... 3258t
ordinary bombs............................ 4t
3651 people died in the Air Raid. 

~Record of the night of May 25th,1945~

Have you heard of the “Yamanote Air Raid?”
79 years ago tonight, May 25th

Here, Omotesandō was burnt down in the air raid by the Allies. 

Most of the keyaki (zelkova) trees here were burnt in the
Air Raid, and have been replanted after the war. 
The remaining trees contain the memory of everything that
happened here.

...Yamanote Air Raid (5/25/1945)

...Great Tokyo Air Raid (3/10/1945)

←Areas heavily bombed

Omotesandō is in this area. 

「⼭の⼿空襲を語りつぐ集い」実⾏委員会
やまのてくうしゅう かた つど
May 25th, 2024

Tokyo Bay
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８
月
９
日
の
原
爆
忌
に
長
崎
市
が
毎
年
開
催
し

て
い
る「
長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
」

に
は
、
日
本
の
首
相
や
主
要
政
党
の
代
表
な
ど
国

内
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
の
多
く
の
国
・
地

域
の
代
表
も
招
待
さ
れ
る
。

今
年
は
１
０
０
ヵ
国
・
地
域
と
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）

の
代
表
が
参
列
し
た
が
、
そ
の
中
に
イ
ス
ラ
エ
ル

の
姿
は
な
か
っ
た
。
長
崎
市
が
招
待
し
な
か
っ
た

た
め
で
あ
る
。
で
は
、
長
崎
市
は
な
ぜ
イ
ス
ラ
エ

ル
を
招
待
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
決
定

を
め
ぐ
っ
て
長
崎
で
は
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

は
っ
き
り
し
な
い
理
由

長
崎
市
の
鈴
木
史
朗
市
長
は
６
月
３
日
の
記
者

会
見
で
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
々

刻
々
と
情
勢
が
変
化
し
て
お
り
、
そ
の
推
移
を
見

極
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
」、
招
請
状
の
発

送
を
保
留
す
る
と
発
表
し
、
そ
の
上
で
、
次
の
よ

う
な
内
容
を
含
ん
だ
書
簡
を
イ
ス
ラ
エ
ル
に
送
付

す
る
と
説
明
し
た
。「
一
つ
目
と
い
た
し
ま
し
て
、

即
時
停
戦
を
求
め
る
こ
と
。
二
つ
目
と
し
て
、
現

下
の
情
勢
に
鑑
み
、
主
催
者
と
し
て
、
安
全
か
つ

円
滑
な
式
典
運
営
の
た
め
、
不
測
の
事
態
が
発
生

す
る
リ
ス
ク
等
を
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、
現

時
点
で
の
招
請
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
。
第
三
に
、

招
請
に
特
段
支
障
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
時
点
で

速
や
か
に
招
請
状
を
発
出
す
る
こ
と
」。

市
長
は
さ
ら
に
質
疑
応
答
の
中
で
、「
現
下
の

情
勢
」
と
は
「
現
下
の
ガ
ザ
地
区
に
お
き
ま
す
危

機
的
な
人
道
状
況
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
に
対
す
る

国
際
世
論
の
状
況
」
の
こ
と
だ
と
答
え
、
さ
ら
に

突
っ
込
ん
で
、「
国
際
世
論
の
状
況
」
と
は
、
国

連
安
保
理
で
ガ
ザ
地
区
に
対
す
る
人
道
支
援
の
拡

大
と
監
視
に
関
す
る
決
議
が
採
択
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
国
際
司
法
裁
判
所
が
暫
定
措
置
命
令
を
出
し

た
こ
と
、
上
川
陽
子
外
務
大
臣
が
即
時
停
戦
を
求

め
る
発
言
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
た
。

つ
ま
り
市
長
と
し
て
は
、
昨
秋
以
降
の
イ
ス
ラ

エ
ル
の
ガ
ザ
地
区
に
対
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
か

な
り
批
判
的
に
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

た
だ
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル

を
め
ぐ
る
そ
う
し
た
状
況
が
あ
る
か
ら
と
い
っ

て
、そ
れ
が
「
不
測
の
事
態
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
」

を
も
た
ら
す
、
と
い
う
く
だ
り
で
あ
る
。
イ
ス
ラ

エ
ル
を
招
待
し
た
こ
と
に
対
す
る
過
激
な
デ
モ
な

ど
が
８
月
９
日
当
日
に
発
生
し
て
、
平
穏
な
式
典

の
運
営
が
妨
げ
ら
れ
か
ね
な
い
、
と
い
う
こ
と
を

言
い
た
い
の
だ
ろ
う
か
。

だ
と
す
れ
ば
そ
れ
は
、
平
和
記
念
式
典
を
平
穏

に
実
施
す
る
こ
と
を
名
目
と
し
て
８
月
６
日
に
平

和
記
念
公
園
近
辺
へ
の
立
ち
入
り
を
規
制
し
た
広

島
市
の
松
井
一
實
市
長
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
姿

勢
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
平
た
く
言
え

ば
、「
い
ろ
い
ろ
面
倒
な
こ
と
が
起
き
そ
う
だ
か

ら
イ
ス
ラ
エ
ル
は
呼
ば
な
い
で
お
こ
う
」
と
考
え

て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。

「
政
治
判
断
で
は
な
い
」

も
う
ひ
と
つ
よ
く
理
解
で
き
な
い
の
が
、
鈴
木

市
長
が
自
ら
の
決
断
に
つ
い
て
「
政
治
的
な
判
断

に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
」
と
繰
り
返
し
述
べ
て

い
る
こ
と
だ
。

な
ぜ
そ
こ
ま
で
「
政
治
」
な
る
も
の
を
忌
避
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
理
解
に
苦
し
む
。
イ
ス

ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
地
区
で
の
行
為
が
原
因
と
な
っ
て

今
回
の
不
招
待
の
判
断
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
ど
う
み
て
も
政
治
的
な
判
断
で
は
な
い
か
。

イ
ス
ラ
エ
ル
が
そ
も
そ
も
ど
う
い
う
国
で
あ
る

の
か
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
人
々
を
ど
う
扱
っ
て
き
た

の
か
、
ガ
ザ
地
区
に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
最
近

の
行
為
を
ど
う
考
え
る
の
か

︱
こ
う
い
っ
た
根

本
的
な
問
題
に
つ
い
て
ま
と
も
に
説
明
す
る
こ
と

を
拒
絶
し
た
ま
ま
、「
招
待
し
な
い
」
と
い
う
判

イ
ス
ラ
エ
ル
不
招
待
を
め
ぐ
る
議
論

─
─
被
爆
79
周
年
長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典

山
口
響
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断
の
み
が
表
面
上
は
先
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

結
果
と
し
て
、
日
本
を
除
く
Ｇ
７
諸
国
が
、
長

崎
市
の
判
断
へ
の
批
判
的
対
応
と
し
て
、
例
年
と

は
異
な
っ
て
大
使
級
の
参
加
を
控
え
る
と
い
う
事

態
に
至
っ
た
（「
参
加
せ
ず
」
と
い
う
報
道
も
あ
っ
た
よ

う
だ
が
、
正
確
に
は
、
公
使
な
ど
格
下
の
人
物
は
参
列
さ

せ
て
い
る
）。

長
崎
市
の
判
断
が
国
内
外
で
こ
れ
ほ
ど
の
反
響

を
呼
ぶ
と
は
市
長
は
あ
ま
り
予
想
し
て
い
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
市
長
は
、
式
典
後
の
８
月
27

日
の
記
者
会
見
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
ど
の
よ
う
な
判
断
を
行
な
っ
た
に
せ
よ
、
政

治
的
な
影
響
と
い
う
の
は
起
こ
る
も
の
な
ん
だ
な

と
い
う
ふ
う
に
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
私
が
全
く

違
う
逆
の
判
断
を
し
た
と
し
て
も
、
恐
ら
く
政
治

的
な
影
響
が
出
た
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
政
治
的
な
影
響
の
根
源
は
何
か
と
い
う

と
、
や
は
り
現
地
で
紛
争
が
起
こ
っ
て
い
て
、
政

治
的
な
対
立
も
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
と

い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
被
爆
地

長
崎
市
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
紛
争
が
一
日
も
早

く
な
く
な
る
こ
と
、
一
日
も
早
く
停
戦
が
実
現

し
、
そ
し
て
平
和
が
実
現
し
て
、
こ
の
よ
う
な
政

治
的
な
影
響
も
な
く
式
典
の
参
加
者
を
招
待
で
き

る
よ
う
な
環
境
が
整
う
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り

ま
す
」。

こ
の
発
言
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
問
題
な

の
は
、
ガ
ザ
の
情
勢
に
対
し
て
長
崎
市
が
受
け
身

の
姿
勢
で
臨
ん
で
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。「
平
和
は

長
崎
か
ら
」
と
い
う
占
領
期
か
ら
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

が
長
崎
に
は
あ
る
が
、
も
し
そ
う
言
い
た
い
の
な

ら
ば
、「
世
界
の
情
勢
が
落
ち
着
い
た
ら
招
待
し

よ
う
」
な
ど
と
い
う
生
ぬ
る
い
態
度
で
は
な
く
、

被
爆
地
と
し
て
紛
争
に
直
接
介
入
し
て
い
く
ぐ
ら

い
の
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。日

本
を
除
く
Ｇ
７
諸
国
と
Ｅ
Ｕ
の
駐
日
大
使
は

７
月
19
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
式
典
に
招
待
す
る
よ

う
求
め
る
連
名
の
書
簡
を
長
崎
市
に
送
っ
た
（
長

崎
新
聞
、８
月
８
日
）。
ま
た
、上
川
外
相
に
よ
れ
ば
、

外
務
省
も
こ
の
件
で
長
崎
市
に
対
し
て
国
際
情
勢

を
含
め
た
「
説
明
」
を
行
な
っ
て
き
た
と
い
う
が

（
８
月
８
日
記
者
会
見
）、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
招
待
を
求

め
る
実
質
的
な
「
圧
力
」
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
圧
力
に
め
げ
ず
不
招
待
を
貫
い
た
長

崎
市
の
矜
持
は
買
い
た
い
が
、
な
ら
ば
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
上
の
理
由
な
ど
と
い
う
理
由
に
も
な
ら
な

い
よ
う
な
理
由
を
持
ち
出
す
の
で
は
な
く
、
不
招

待
の
「
政
治
的
」
理
由
を
市
長
が
正
面
か
ら
語
る

べ
き
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。「
式
典
が
政
治
利
用
さ

れ
た
」「
ロ
シ
ア
と
イ
ス
ラ
エ
ル
を
同
列
に
扱
う

な
」
と
米
国
な
ど
か
ら
批
判
さ
れ
た
の
な
ら
、「
政

治
利
用
し
て
何
が
悪
い
」「
同
列
の
行
為
が
あ
る

か
ら
同
列
に
扱
っ
た
ま
で
」
と
堂
々
と
反
論
す
れ

ば
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

市
民
の
反
応

他
方
、
こ
の
問
題
は
、
22
年
の
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
降
に
、
長
崎
市
と
広
島
市
が

ロ
シ
ア
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
両
国
の
式
典
へ
の
招
待
を

取
り
や
め
た
、
と
い
う
状
況
と
セ
ッ
ト
で
考
え
る

必
要
が
あ
る
。

今
年
、
広
島
市
は
、
ロ
シ
ア
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
は

呼
ば
な
い
が
イ
ス
ラ
エ
ル
は
呼
ぶ
と
い
う
判
断
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
行
為
に
免

罪
符
を
与
え
た
。
他
方
で
長
崎
市
の
方
は
、
ロ
シ

ア
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
を
同
列
に
扱
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
米
国
を
は
じ
め
と
し
た
イ
ス
ラ

エ
ル
支
持
勢
力
か
ら
は
反
発
を
招
く
こ
と
に
な
っ

た
。た

だ
し
、
そ
れ
で
も
っ
て
、
長
崎
市
の
判
断
を

（
二
つ
の
戦
争
に
批
判
的
な
立
場
か
ら
）
好
意
的
に
評
価

で
き
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
ほ
ど
話
は
単
純
で
な

い
よ
う
に
私
は
思
っ
て
い
る
。

と
い
う
の
も
、
ロ
シ
ア
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
招
待

し
な
い
と
い
う
最
初
の
判
断
に
対
し
て
、
私
は

少
々
疑
問
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
。
長
崎
・
広
島

両
市
は
こ
れ
ま
で
「
被
爆
地
に
来
て
被
爆
の
実
相

を
実
地
で
学
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
各
国
の
指
導

者
や
市
民
ら
に
訴
え
て
き
た
は
ず
だ
。
だ
と
す
る

な
ら
ば
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
核
使
用
の
恫
喝
を
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背
景
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
侵
攻
し
て
い
る
今
こ
そ
、

ロ
シ
ア
代
表
を
招
待
し
、
大
使
に
直
接
の
会
談
を

申
し
入
れ
る
な
ど
し
て
圧
力
を
か
け
る
必
要
が

あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
も
「
不
測
の
事
態
」
と
い
う

あ
い
ま
い
な
理
由
に
よ
っ
て
、
両
都
市
は
ロ
シ
ア

と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
を
避
け
て
き
た
。結
局
、

核
兵
器
廃
絶
と
い
う
美
辞
麗
句
を
口
に
し
な
が
ら

も
、
面
倒
な
政
治
の
世
界
か
ら
一
歩
身
を
引
い
て

安
全
地
帯
か
ら
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
け
を
叫
ん
で
い
る

よ
う
に
私
の
眼
に
は
映
る
。

も
ち
ろ
ん
、
招
待
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
ロ

シ
ア
や
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
抗
議
の
意
思
を
示

す
効
果
を
長
崎
市
が
持
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
も
、
い
ち
お
う
理
解
は
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
招
待
す
る
に
し
て
も
招
待
し
な

い
に
し
て
も
、
そ
の
理
由
や
意
味
の
持
た
せ
方
な

ど
に
は
複
雑
な
も
の
が
あ
り
、
今
回
の
長
崎
市
の

判
断
に
つ
い
て
も
長
崎
市
民
や
被
爆
者
の
意
見
は

相
当
程
度
、
割
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

た
と
え
ば
、
長
崎
原
爆
被
災
者
協
議
会
（
長
崎

被
災
協
）
の
田
中
重
光
会
長
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
は

武
力
を
行
使
し
て
虐
殺
同
然
の
行
為
を
し
て
い

る
。
来
て
も
ら
わ
な
く
て
い
い
」
と
発
言
し
て
い

る
（
長
崎
新
聞
、
８
月
８
日
）。
他
方
で
長
崎
原
爆
遺

族
会
の
本
田
魂
会
長
は
「
参
列
が
対
話
に
つ
な
が

る
と
考
え
れ
ば
全
て
の
国
を
招
待
す
れ
ば
よ
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
」
と
語
っ
て
い
る
（
長
崎
新
聞
、

８
月
９
日
）。

ま
た
、
長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会
の
三
田
村

静
子
副
会
長
は
「
大
切
な
式
典
が
こ
ん
な
こ
と
に

な
り
複
雑
」
と
困
惑
し
た
と
い
う
が
、
８
月
６
日

や
９
日
が
「
平
穏
な
一
日
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
は
多
く
の
被
爆
者
の
中
に
強
く
あ
り
、

そ
れ
に
「
政
治
的
表
現
の
自
由
」
を
対
置
し
て
反

論
で
き
る
ほ
ど
事
態
は
単
純
で
は
な
い
。
広
島
か

ら
の
発
言
だ
が
、「
被
爆
者
に
と
っ
て
の
法
事
、

慰
霊
式
を
政
治
的
に
使
わ
れ
て
は
困
る
。
来
年
は

ど
う
な
る
の
か
」
と
い
う
広
島
県
被
団
協
の
箕
牧

智
之
理
事
長
の
感
想
が
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
（
い
ず
れ
の
発
言
も
、
長
崎
新
聞
、
８
月
９
日
）。「
来

て
も
ら
わ
な
く
て
も
い
い
」
と
憤
っ
た
長
崎
被
災

協
の
田
中
会
長
に
し
て
も
、「
鎮
魂
の
祈
り
を
さ

さ
げ
る
式
典
が
政
治
的
な
話
ば
か
り
で
注
目
さ
れ

る
の
は
残
念
」
と
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
長
崎

新
聞
、
８
月
９
日
）。

「
招
待
す
る
、
招
待
し
な
い
」
よ
り
大
事
な
こ
と

「
招
待
す
る
、
招
待
し
な
い
」
に
世
間
の
耳
目

が
集
ま
り
が
ち
だ
が
、
そ
の
こ
と
自
体
は
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
問
題
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
長

崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会
の
朝
長
万
左
男
会
長
は

「
ガ
ザ
攻
撃
は
明
ら
か
に
非
人
道
的
な
の
で
呼
ぶ

べ
き
で
な
い
と
の
意
見
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
あ
え

て
招
き
、
平
和
の
式
典
を
目
の
前
で
見
て
も
ら
う

手
も
あ
る
」
と
述
べ
、
平
岡
敬
・
元
広
島
市
長
は

「
選
別
す
る
の
で
は
な
く
全
て
の
国
を
呼
ぶ
。
来

る
か
来
な
い
か
は
招
か
れ
た
側
の
判
断
だ
。
反
戦

反
核
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
人
は
来
な
く
て
い
い

―
。
そ
ん
な
基
準
を
い
ず
れ
考
え
て
も
い
い
」

と
語
っ
た
と
い
う
（
長
崎
新
聞
、８
月
11
日
、共
同
通
信
・

太
田
昌
克
記
者
取
材
）。

結
局
の
と
こ
ろ
重
要
な
の
は
、
招
待
す
る
な
ら

す
る
で
呼
ん
だ
相
手
に
何
を
訴
え
か
け
る
の
か
、

招
待
し
な
い
な
ら
し
な
い
で
そ
の
「
政
治
的
」
理

由
を
ど
う
は
っ
き
り
と
説
明
す
る
の
か
、
と
い
う

と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
長
崎
市
長
が
こ

れ
ま
で
の
と
こ
ろ
そ
う
し
た
説
明
を
拒
ん
で
い
る

こ
と
が
残
念
で
な
ら
な
い
。

（
や
ま
ぐ
ち
・
ひ
び
き
／
長
崎
の
証
言
の
会
）
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天
皇
に 

進
次
郎
が
挑
む
20
年
因
縁
」
か
ら
い
き

ま
し
ょ
う
ね
。

 

父
純
一
郎
が
首
相
の
時
、
女
性
（
系
）
天
皇
を

可
能
に
す
る
コ
ー
ス
を
進
め
て
い
た
が
、
秋
篠
宮

家
の
男
子
誕
生
で
ス
ト
ッ
プ
さ
れ
た
、
そ
れ
を
、

息
子
の
進
次
郎
が
首
相
に
な
れ
ば
実
現
す
る
の
で

は
な
い
か
、
と
の
記
事
で
す
ね
。

 
「
純
一
郎
氏
が
皇
室
制
度
改
革
に
着
手
し
た
の

は
、
04
年
末
の
こ
と
だ
っ
た
。
当
時
、
皇
室
は
男

性
皇
族
が
40
年
誕
生
し
な
い
状
況
に
あ
り
、
お
世

継
ぎ
問
題
に
直
面
し
て
い
た
。
純
一
郎
氏
は
、
64

年
12
月
に
皇
室
典
範
に
関
す
る
有
識
者
会
議
を
設

置
。
05
年
11
月
に
最
終
報
告
書
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
た
。
／
『
最
終
報
告
書
の
中
で
は
、
女
性
天
皇
、

及
び
そ
の
子
供
と
な
る
女
系
天
皇
を
認
め
る
こ
と
、

ま
た
、
皇
位
継
承
順
位
に
つ
い
て
は
男
女
を
区
別

せ
ず
に
直
系
の
第
一
子
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
国
会
で
法
案
が
成

立
す
れ
ば
、皇
室
典
範
が
変
更
さ
れ
、『
愛
子
天
皇
』

が
将
来
的
に
実
現
す
る
運
び
だ
っ
た
の
で
す
。
当

時
も
反
対
意
見
は
あ
り
ま
し
た
が
、
純
一
郎
氏
は

粛
々
と
議
論
を
進
め
、
皇
室
制
度
改
革
を
果
た
そ

皇
室
情
報
の
検
証
―
〈
象
徴
天
皇
教
〉
と
憲
法
を
め
ぐ
る
問
答
⑯

象
徴
天
皇
制
と
い
う〈
超
特
権
的
奴
隷
制
度
〉

か
ら
の
脱
出

　

天
野
恵
一

天
野 

ア
ノ
ネ
、
こ
の
間
テ
レ
ビ
で
、「
ロ
ー
マ

の
休
日
」
や
っ
て
た
の
で
、
子
供
の
頃
見
た
そ
れ

を
キ
チ
ン
と
観
な
お
せ
た
。
１
９
５
３
年
に
ア
メ

リ
カ
（
ハ
リ
ウ
ッ
ド
）
で
つ
く
ら
れ
て
、
１
９
５
４

年
に
日
本
で
上
映
、
あ
の
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ

バ
ー
ン
が
主
役
の
、
た
っ
た
一
日
だ
け
の
「
王
女

さ
ま
」
の
甘
く
切
な
い
恋
物
語
。
観
て
る
で
し
ょ

う
？︱

も
ち
ろ
ん
︒
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ペッ
ク
が
イ
タ
リ
ア
にい
る

ア
メ
リ
カ
人
記
者
役
の
あ
れ
で
し
ょ
う
︒

天
野 

え
え
、
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
王
女
様
の
ロ

マ
ン
ス
映
画
。
演
出
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ワ
イ
ラ
ー
。

せ
っ
か
く
だ
か
ら
、
こ
れ
を
素
材
に
少
し
話
す
こ

と
か
ら
始
め
た
い
。

︱
ス
ト
ッ
プ
︒
そ
の
前
に
︑
愛
子﹁
女
帝
﹂の
可
能
性
を

め
ぐ
る
週
刊
誌
報
道
︒
首
相
の
交
替
が
ハッ
キ
リ
し
て
き
て

い
る
中
で
︑
こ
れ
が
ど
う
な
り
つ
つ
あ
る
の
か
を
︑
前
回
の

流
れ
に
即
し
て
︑
ま
ず
検
証
し
て
く
だ
さ
い
︒

　

天
野
さ
ん
︑
映
画
の
話
に
な
る
と
︑
ど
こ
ま
で
脱
線
し

て
し
ま
う
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
︵
笑
︶︑
ま
ず
︑
そ
ち
ら
の
方

か
ら
︒

天
野 

ハ
イ
、
ハ
イ
、
わ
か
り
ま
し
た
（
笑
）。
ま

ず
、『
女
性
セ
ブ
ン
』（
９
／
１
号
）「
愛
子
さ
ま
を

イラスト：ほしのめぐみ

う
と
し
て
い
ま
し
た
』（
前
出
・
宮
内
庁
関
係
者
）
／

有
識
者
会
議
の
設
置
か
ら
最
終
報
告
の
取
り
ま
と

め
ま
で
約
１
年
間
と
い
う
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
の
背

景
に
は
、
純
一
郎
氏
と
当
時
皇
太
子
ご
一
家
だ
っ

た
天
皇
ご
一
家
、
と
り
わ
け
雅
子
さ
ま
と
の
奇
縁

と
も
い
え
る
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る 

」。

︱
小
泉
家
と
︑
小
和
田
家
の
外
交
官
の
父
を
持
つ
雅

子
さ
ん
の一家
と
の
︑
数
十
年
来
の
長
い
関
係
っ
て
の
が
あ
っ

た
の
ね
︒

天
野 

そ
う
ら
し
い
ね
。
だ
か
ら
、
父
の
コ
ー
ス

も
子
が
走
る
だ
ろ
う
と
い
う
期
待
を
も
こ
め
た
記

事
で
す
ね
。

︱
そ
れ
な
り
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
︒

天
野 

ウ
ー
ン
。
そ
れ
な
り
の
根
拠
は
あ
る
け
ど
、

も
う
一
つ
紹
介
し
て
お
く
ね
。『
東
京
新
聞
』
の

週
１
回
（
日
曜
日
）
の
「
週
刊
誌
を
読
む
」（
８
月
25
日
）

の
コ
ラ
ム
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
記
事
。

 

「『
女
性
セ
ブ
ン
』
９
月
５
日
号
は
、
総
裁
候
補

の
中
に『
女
系
天
皇
』容
認
派
が
多
い
と
し
て
、『
愛

子
さ
ま
「
女
性
天
皇
」
実
現
へ
！
』」
と
謳
っ
て

い
る
。
一
方
『
女
性
自
身
』
９
月
３
日
号
は
、
進

次
郎
氏
の
背
後
に
菅
前
首
相
な
ど
保
守
派
が
控
え

て
い
る
た
め
、進
次
郎
新
首
相
な
ら
『
愛
子
天
皇
』

消
滅
と
、
逆
の
予
測
を
し
て
い
る
」。

︱
エッ
︑
な
ん
で
︒
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天
野 
『
女
性
セ
ブ
ン
』
の
方
は
、
そ
う
い
う
内

容
で
す
。「
女
性
天
皇
制
」
に
消
極
的
だ
っ
た
菅

前
首
相
は
、
小
泉
と
は
横
須
賀
で
の
地
域
で
つ
な

が
り
が
深
く
て
、
菅
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る

の
は
事
実
で
す
。

 

で
も
、
首
相
交
代
状
況
は
、
間
違
い
な
く
〈
愛

子
天
皇
〉
の
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
、

政
治
的
可
能
性
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
だ
け
は
、

間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
よ
。

︱
ハ
イ
︑
映
画﹁
ロ
ーマ
の
休
日
﹂の
方
にいっ
て
いい
で
す

よ︵
笑
︶︒

天
野 

い
や
、
た
い
し
て
関
係
な
い
の
に
論
じ
た

い
、
な
ん
て
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
よ
（
笑
）。

 

こ
の
間
、
何
度
も
こ
こ
で
論
じ
て
き
た
奥
平
さ

ん
の
学
説
の
説
明
の
わ
か
り
や
す
い
素
材
と
し
て

使
お
う
と
、
思
い
た
っ
た
の
で
す
よ
。

︱
そ
れ
な
り
に
︑
わ
かっ
て
ま
す
よ
︒
ハ
イ
︑
始
め
て
く

だ
さ
い
︒

天
野 

奥
平
さ
ん
の
『「
萬
世
一
系
」
の
研
究

︱
皇
室
典
範
な
る
も
の
へ
の
視
座
』
に
示
さ
れ

た
主
張
を
、
私
が
天
皇
制
と
は
「
超
特
権
的
奴
隷

制
」
と
い
う
奇
妙
に
矛
盾
し
た
制
度
で
あ
る
と
規

定
し
て
い
る
と
理
解
す
る
、
と
い
う
話
は
、
こ
こ

で
も
語
っ
た
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 

「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
の
王
女
は
、
た
っ
た
一
日

だ
け
、自
分
が
持
っ
た
こ
と
の
な
い
、ご
く
フ
ツ
ー

の
人
が
持
っ
て
い
る
様
々
な
自
由
（
人
権
）
を
行

使
す
る
。
移
動
・
居
住
・
恋
愛
・
そ
れ
こ
そ
人
の

択
す
る
彼
女
の
悲
劇
に
、
多
く
の
人
々
と
同
様
に

深
い
同
情
を
抱
い
て
劇
場
を
出
て
き
た
と
思
う
。

 

で
も
、
今
度
は
、「
国
家
と
王
室
」
の
責
務
な

ん
て
放
り
出
し
て
、
サ
ッ
サ
と
逃
げ
出
し
て
し
ま

え
ば
よ
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
考
え
た
。
男

（
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ペ
ッ
ク
）
の
方
に
も
、
女
王
へ
の
思

い
や
り
は
あ
っ
て
も
、
解
放
し
て
や
ろ
う
と
い
う

強
烈
な
情
熱
が
な
い
の
は
、
つ
ま
ら
な
い
ナ
ー
、

な
ど
と
考
え
た
の
で
す
。

︱
な
に
を
話
し
た
い
の
か
︑
少
し
わ
かっ
た
わ
︒
あ
の
映

画
︑
あ
る
小
国
の
︑
次
に
王
に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る

王
女
と
い
う
設
定
だ
っ
た
で
し
ょ
う
︒

天
野 

ら
し
い
け
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
訪
問
（
イ
タ

リ
ア
）
に
来
て
、記
者
会
見
が
新
聞
各
紙
一
面
ト
ッ

プ
に
載
る
（
記
者
は
そ
れ
で
彼
女
が
王
女
だ
と
知
る
）
っ

て
い
う
話
で
し
ょ
う
。
現
実
に
は
イ
ギ
リ
ス
王
室

ク
ラ
ス
で
な
い
と
お
か
し
い
物
語
の
設
定
に
な
っ

て
い
ま
す
よ
。

︱
で
も
︑
現
実
の
国
家
の
話
で
は
な
い
設
定
で
し
ょ
う
︑

や
は
り
︒

天
野 

で
も
、
イ
ギ
リ
ス
王
室
の
誰
が
モ
デ
ル
だ
、

な
ど
と
い
う
う
わ
さ
話
に
は
、
事
欠
か
な
い
ら
し

い
よ
。

︱
で
も
︑
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
設
定
で
は
ナ
イ
︒

天
野 

ま
あ
、
そ
う
で
す
ね
。

 

奥
平
さ
ん
の
学
説
の
輪
郭
を
、
ま
ず
ま
と
め
て

整
理
し
て
み
る
ね
。
繰
り
返
し
に
な
る
部
分
も

多
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
お
許
し
く
だ
さ
い
。

た
め
に
料
理
す
る
自

由
な
ど
の
︙
︙
。
そ

の
後
、
国
家
と
王
室

の
責
務
の
た
め
に
決

意
し
て
、
そ
れ
ら
す

べ
て
を
失
う
世
界
に

決
意
し
て
帰
っ
て
い

く
の
で
す
ね
。
ガ
キ

の
こ
ろ
観
た
時
は
、

こ
の
王
女
の
悲
劇
に

ひ
た
す
ら「
生
ま
れ
」

と
い
う
「
宿
命
」
を

生
き
ざ
る
を
得
な
い
、

主
体
的
に
そ
れ
を
選
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ア
ッ
、
そ
の
前
に
、
奥
平
さ
ん
の
こ
の
理
論
も
、

自
分
た
ち
の
学
説
の
不
十
分
と
い
う
か
決
定
的
に

「
失
敗
」
し
た
認
識
へ
の
強
い
反
省
を
バ
ネ
に
う

み
だ
さ
れ
た
も
の
で
す
。
彼
が
「
ほ
ん
の
少
し
の

天
皇
制
」・「
ち
ょ
っ
と
だ
け
天
皇
制
」
論
と
名
付

け
た
、
戦
後
の
憲
法
解
釈
学
の
大
主
流
の
、
も
ち

ろ
ん
自
分
も
そ
う
で
あ
っ
た
解
釈
へ
の
反
省
か
ら
、

自
分
の
理
論
を
作
り
直
し
ま
す
。
こ
の
学
説
の
ボ

ス
は
、
美
濃
部
達
吉
の
弟
子
だ
っ
た
宮
沢
俊
義
さ

ん
で
す
ね
。

 

私
の
言
葉
に
置
き
な
お
す
と
、
天
皇
主
権
か
ら

国
民
主
権
に
原
理
が
転
換
し
た
戦
後
憲
法
に
「
象

徴
＝
人
間
」
と
し
て
残
さ
れ
た
天
皇
制
は
、
そ
の

政
治
性
・
宗
教
性
は
極
端
に
弱
体
化
し
た
。
だ
か

ら
そ
の
政
治
性
・
宗
教
性
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
、

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
解
釈
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
危

険
性
は
な
く
な
る
。「
ほ
ん
の
少
し
」
の
「
ち
ょ
っ

と
だ
け
」
天
皇
制
と
い
う
奥
平
さ
ん
の
認
識
の
前

提
は
こ
う
い
う
も
の
で
す
。

︱
そ
れ
を
︑い
つ
︑
ど
う
反
省
し
た
の
︒

天
野 

昭
和
天
皇
ヒ
ロ
ヒ
ト
の
「
Ｘ
デ
ー
」
の
状

況
下
で
の
人
々
の
大
騒
ぎ
の
状
況
と
、
そ
の
渦
中

で
の
政
府
の
動
き
を
眼
前
に
し
て
、
ハ
ッ
と
気
が

つ
い
た
、
こ
れ
で
は
ダ
メ
だ
と
。
そ
ん
な
ふ
う

に
発
言
し
て
ま
す
ね
。
具
体
的
に
引
き
ま
す
ね
。

１
９
８
９
年
、
１
月
号
の
『
世
界
』
に
書
か
れ
た

「
日
本
国
憲
法
と
『
内
な
る
天
皇
制
』」
は
、
こ
の

よ
う
に
書
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。「
西
ベ
ル
リ
ン
」

 

こ
の
「
自
主
性
」
を
支
え
る
感
情
と
理
論
を
、

彼
は
「
内
な
る
天
皇
制
」
と
名
付
け
た
わ
け
で
す
。

︱
天
野
さ
ん
︑
ど
こ
か
で
言
っ
て
い
た
と
思
う
け
ど
︑﹁
内

な
る
天
皇
制
﹂と
い
う
言
い
方
に
批
判
的
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

の
︒

天
野 

ウ
ン
、
別
に
奥
平
さ
ん
の
主
張
じ
ゃ
な
く

て
、
そ
う
い
う
言
い
方
で
、
具
体
的
に
検
証
さ
せ

な
い
で
天
皇
制
の
力
を
神
秘
化
し
て
し
ま
う
言
い

方
が
一
部
に
、
は
や
っ
て
い
た
か
ら
ね
。
奥
平
さ

ん
の
論
理
は
、
そ
う
し
た
も
の
と
は
逆
ベ
ク
ト
ル

の
主
張
で
す
ね
。

 

政
治
（
法
律
）
的
に
は
、よ
く
見
え
な
い
〈
文
化
〉

的
な
力
と
い
っ
た
も
の
で
す
ね
。
そ
れ
を
論
理
的

に
正
面
か
ら
対
象
化
す
る
た
め
の
概
念
で
す
ね
。

こ
ち
ら
の
方
か
ら
考
え
れ
ば
、天
皇
制
は「
ち
ょ
っ

と
だ
け
」
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

︱
岩
波
新
書﹃
昭
和
の
終
焉
﹄︵
１
９
９
０
年
︶に
収
め
ら

れ
て
い
る
︑
こ
の
論
文
で
宣
言
さ
れ
た
作
業
の
大
き
な
成

果
が﹃﹁
萬
世一系
﹂の
研
究
﹄と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
い
う

に
い
て
、
外
か
ら
日
本
の
状
況
を
視
て
、
書
い
た

も
の
で
す
ね
。

 

「
１
９
８
９
年
９
月
30
日
以
降
、
日
本
を
襲
っ

た
天
皇
『
ご
容
体
』
報
道
の
洪
水
お
よ
び
そ
れ
に

呼
応
し
て
広
範
に
国
民
の
間
に
展
開
し
た
『
自

粛
』
騒
ぎ
、
総
じ
て
『
天
皇
フ
ィ
ー
バ
ー
』
と
称

し
う
る
状
況
は
、
そ
の
激
し
さ
に
お
い
て
、
ま
ず

私
を
驚
か
せ
た
。
私
は
、
天
皇
『
ご
容
体
』
情
報

が
そ
ん
な
に
強
い
需
要
価
値
を
持
つ
と
は
、
じ
つ

は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
し
、
そ
の
情
報
が
バ
ネ

に
な
っ
て
、
こ
ん
な
に
全
国
津
々
浦
々
の
人
び
と

が
同
一
歩
調
を
と
る
こ
と
に
な
る
と
も
、
考
え
て

い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
／
こ
の
点
に
お
い
て

私
は
『
見
込
み
』
違
い
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

な
ぜ
、
こ
う
し
た
『
見
込
み
』
違
い
を
私
は
お
か

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
の
説
明
が
私
自

身
に
要
請
さ
れ
て
い
る
。
／
同
じ
現
象
に
関
し
て

私
の
注
意
を
惹
い
た
の
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
大
騒
ぎ

と
い
い
、
民
間
の
『
自
粛
』
動
向
と
い
い
、
と
も

に
、
一
方
で
は
『
な
ん
と
な
く
』
ム
ー
ド
に
支
配

さ
れ
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は

あ
る
と
し
て
も
、
所
詮
は
『
自
由
意
思
』
の
所
産

と
も
い
う
べ
き
実
質
を
具
え
て
い
た
と
い
う
点
で

あ
る
。
強
い
言
葉
で
言
え
ば
、
国
民
大
衆
は
『
自

主
的
』
に
、
好
ん
で
大
騒
ぎ
し
た
と
い
え
る
気
配

が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
私
に
は
深
刻

に
響
い
た
」。
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︱
憲
法
十
四
条
は
︑
こ
う
い
う
規
定
で
す
か
ら
ね
︒

　

﹁
す
べ
て
国
民
は
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ
て
︑
人
種
︑
信

条
︑
性
別
︑
社
会
的
身
分
︑
又
は
門
地
に
よ
っ
て
︑
差
別

さ
れ
な
い
︒

　

華
族
そ
の
他
の
貴
族
の
制
度
は
こ
れ
を
認
め
な
い
︒

　

栄
誉
︑
勲
章
そ
の
他
栄
典
の
授
与
は
︑
い
か
な
る
特
権

も
伴
わ
な
い
︒

　

栄
典
の
授
与
は
︑
現
に
こ
れ
を
有
し
︑
又
は
将
来
こ
れ

を
受
け
る
者
一
代
に
限
り
︑
そ
の
効
力
を
有
す
る
﹂︒

天
野 

そ
も
そ
も
「
主
権
在
民
」
原
則
の
憲
法
で
、

あ
の
第
一
条
で
す
ら
、
天
皇
の
「
地
位
」
は
「
国

民
の
意
思
」
で
変
え
ら
れ
る
、
な
く
す
こ
と
だ
っ

て
可
能
だ
と
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
。 

 
奥
平
さ
ん
的
な
解
釈
は
、
十
分
、
論
理
的
に
可

能
だ
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
よ
。

︱
ヘエ
ー
︑
ず
い
ぶ
ん
戦
後
憲
法
に
︑
天
野
さ
ん
ら
し
か

ら
ぬ
︑
肯
定
的
評
価
で
す
ね
︒

天
野 

イ
ヤ
、
奥
平
さ
ん
の
学
説
に
則
せ
ば
と
い

う
条
件
付
き
だ
け
ど
ね
。

︱
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
︒﹁
ロ
ー
マ
の
休
日
﹂
の
オ
ー
ド

リ
ー
・ヘッ
プ
バ
ー
ン
演
ず
る
ス
テ
キ
な
王
女
様
に
は
︑
国
家

と
王
家
の
責
任
と
い
う
﹁
奴
隷
﹂の
世
界
に
帰
る
の
で
は
な

く
て
︑
人
間
的
自
由︵
人
権
︶の
世
界
へ
向
け
て
︑﹁
脱
出
﹂し

て
も
ら
い
た
かっ
た
わ
け
ね
︒

　

そ
の
点
は
よ
く
理
解
で
き
ま
す
︒

天
野 

昭
和
Ｘ
デ
ー
状
況
で
露
呈
し
た
こ
と
が
ら

を
踏
ま
え
た
、
奥
平
さ
ん
の
反
省
の
プ
ロ
セ
ス

を
、
も
っ
と
キ
チ
ン
と
理
論
的
に
た
ど
る
作
業
を

わ
け
で
す
ね
︒

天
野 
ハ
イ
、
大
急
ぎ
で
、
結
論
的
な
と
こ
ろ
だ

け
い
き
ま
す
ね
。
国
費
で
特
権
的
生
活
を
ま
る
が

か
え
、国
が
そ
の
権
威
を
保
障
す
る
天
皇
〈
皇
族
〉

と
い
う
特
権
身
分
は
、
普
通
の
人
間
が
持
つ
、
自

由
（
人
権
）
を
ま
る
ご
と
奪
わ
れ
る
こ
と
で
手
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
世
襲
」
制
に
支
え
ら
れ
た

身
分
で
あ
る
。
そ
れ
が
戦
後
憲
法
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
象
徴
天
皇
制
の
身
分
秩
序
で
す
。

 

た
だ
、
奥
平
さ
ん
は
、
私
が
〈
超
特
権
的
奴
隷

制
〉
と
名
付
け
た
こ
の
制
度
か
ら
、
特
権
を
自
発

的
に
放
棄
し
て
「
脱
出
」
す
る
権
利
を
も
憲
法
が

保
障
し
て
い
る
と
い
う
点
に
、
大
き
く
着
目
す
る

わ
け
で
す
。

 

〈
第
十
八
条
〖
奴
隷
的
拘
束
及
び
苦
役
か
ら
の

自
由
〗〉
の
「
何
人
も
、
い
か
な
る
奴
隷
的
拘
束

も
受
け
な
い
、
又
、
犯
罪
に
因
る
処
罰
の
場
合
を

除
い
て
は
、
そ
の
意
に
反
す
る
苦
役
に
服
せ
ら
れ

な
い
」。

 

こ
の
条
文
で
す
ね
。

 

普
遍
的
な
人
権
を
か
か
げ
る
憲
法
の
中
に
入
り

こ
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
〈
世
襲
の
特
権
身
分
〉
制

度
の
原
理
で
す
か
ら
、
こ
の
敵
対
矛
盾
し
た
原
理

を
排
除
し
て
い
く
力
が
、
戦
後
憲
法
に
は
内
在
し

て
い
る
。
そ
れ
が
〈
十
八
条
〉
で
あ
る
。
天
皇
ら

皇
室
の
個
々
人
が
自
発
的
に
特
権
を
放
棄
さ
え
す

れ
ば
人
間
的
自
由
は
手
に
で
き
る
は
ず
だ
と
い
う

戦
後
憲
法
理
解
で
す
ね
。

（
あ
ま
の
・
や
す
か
ず
／
本
誌
編
集
委
員
）

持
続
し
た
い
と
思
う
け
ど
、
イ
ー
ジ
ー
な
「
皇
室

典
範
」
違
憲
論
を
彼
が
と
ら
な
い
の
は
「
内
な
る

天
皇
制
」
の
力
を
あ
な
ど
る
こ
と
で
成
立
す
る
憲

法
学
説
か
ら
離
脱
し
よ
う
と
い
う
彼
な
り
の
努
力

の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た

か
っ
た
。
象
徴
天
皇
制
と
い
う
支
配
の
シ
ス
テ
ム

は
、
戦
前
（
中
）
か
ら
生
き
残
っ
た
「
内
な
る
天

皇
制
」
と
い
う
文
化
と
セ
ッ
ト
で
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
重
大
な
問
題
を
無
視
し
、
非
政
治
・
非
宗
教

（
人
間
）
と
い
う
タ
テ
マ
エ
で
成
立
し
て
い
る
象
徴

天
皇
制
を
、
ま
る
ご
と
共
産
党
の
よ
う
に
肯
定
し

て
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
世
襲
の
身
分
制
度
の
国
家

原
理
で
あ
る
こ
と
を
無
視
し
て
、
民
主
戦
後
憲
法

に
「
典
範
」
の
女
性
差
別
規
定
を
正
し
く
合
わ
せ

る
、「
女
性（
女
系
）
天
皇
制
」の
実
現
へ
と
い
う「
違

憲
論
」
で
、
象
徴
天
皇
制
の
「
民
主
化
」
を
、
と

い
う
主
張
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
わ
か
り
や
す

い
話
で
は
な
い
で
す
か
。

︱
共
産
党
の﹁
違
憲
論
﹂の
問
題
や
護
憲
派
の
女
性
天

皇
な
ら
天
皇
制
Ｏ
Ｋ
と
い
う
主
張
の
問
題
は
︑
奥
平
さ
ん

の
学
説
の
内
実
の
紹
介
と
と
も
に
︑
次
回
以
降
︑
も
う
少

し
︑
ゆ
っ
く
り
や
り
ま
し
ょ
う
︒
だ
い
ぶ
お
疲
れ
の
よ
う
で

す
か
ら
︑
今
回
は
︑
こ
の
へ
ん
で
︒

天
野 

ヘ
イ
、
ク
タ
ク
タ
で
す
。
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７
年
半
前
に
広
島
に
来
た
時
、
ま
さ
か
こ
ん
な

に
平
和
公
園
の
周
り
を
ぐ
る
ぐ
る
回
る
生
活
を
す

る
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。
最

初
に
住
ん
だ
の
は
、
市
街
地
か
ら
や
や
外
れ
た
横

川
駅
の
近
く
。平
和
公
園
の
周
り
に
住
む
な
ん
て
、

広
島
の
「
復
興
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
に
加
担
す
る
よ

う
な
も
の
で
趣
味
悪
い
と
思
っ
て
い
た
。
諸
事
情

で
引
っ
越
す
た
め
の
家
探
し
を
始
め
た
と
き
も
こ

の
エ
リ
ア
は
眼
中
に
な
か
っ
た
が
、
条
件
に
適
う

部
屋
が
た
ま
た
ま
平
和
公
園
の
す
ぐ
近
く
に
あ
っ

た
。結
果
的
に
、平
和
公
園
の
脇
の
道
を
車
で
通
っ

て
職
場
に
向
か
う
よ
う
に
な
っ
た
の
に
加
え
、
１

年
前
か
ら
は
夕
方
の
原
爆
ド
ー
ム
前
で
の
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
参
加
す
る
た
め
に
公
園
内
を
自
転
車

で
突
っ
切
る
。
さ
ら
に
最
近
、
平
和
公
園
脇
の
エ

リ
ア
に
事
務
所
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
は
前
号
で
も
書
い
た
通
り
だ
。

暑
さ
真
っ
盛
り
の
7
月
下
旬
に
事
務
所
の
床
貼

り
作
業
を
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
２
カ
月
が
た
っ
た

が
、
そ
れ
以
来
こ
の
事
務
所
に
手
を
つ
け
る
気
に

は
な
れ
な
か
っ
た
。
広
島
平
和
記
念
式
典
へ
の
イ

ス
ラ
エ
ル
代
表
招
待
へ
の
対
抗
ア
ク
シ
ョ
ン
そ
の

他
で
８
月
初
旬
は
怒
涛
の
よ
う
に
過
ぎ
、
そ
の
後

は
東
京
に
行
っ
た
り
、
ふ
だ
ん
は
出
来
な
い
仕
事

や
片
付
け
物
を
し
た
り
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
も
う

９
月
も
あ
と
１
週
間
だ
。
つ
ま
り
10
月
７
日
、
ガ

ザ
で
悪
夢
の
よ
う
な
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
が
始
ま
っ

て
、
も
う
す
ぐ
１
年
に
な
っ
て
し
ま
う
。
対
抗
イ

ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
る
か
ら
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を

進
め
て
事
務
所
の
使
い
心
地
を
も
う
少
し
マ
シ
な

も
の
に
し
て
お
き
た
い
。

い
ま
私
は
左
官
職
人
の
よ
う
に
右
手
に
コ
テ
、

左
手
に
コ
テ
板
を
構
え
て
漆
喰
と
格
闘
し
て
い

る
。
汚
い
壁
の
リ
フ
ォ
ー
ム
が
済
め
ば
棚
を
壁
に

付
け
て
固
定
で
き
る
か
ら
、
何
と
か
事
務
所
と
し

て
使
え
る
よ
う
に
な
る
は
ず
だ
。
以
前
、
試
し
に

ペ
ン
キ
を
塗
っ
て
み
た
が
、
壁
紙
の
汚
れ
は
カ

バ
ー
さ
れ
ず
、
余
計
に
汚
ら
し
く
見
え
た
。
だ
が

漆
喰
と
い
う
素
材
の
存
在
を
思
い
出
し
、
サ
ン
プ

ル
を
買
っ
て
試
し
て
み
る
と
、
汚
れ
が
う
ま
く
カ

バ
ー
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
何
と
な
く
パ
レ
ス
チ

ナ
の
家
の
よ
う
な
雰
囲
気
さ
え
出
る
で
は
な
い

か
。
よ
う
や
く
や
る
気
が
ム
ク
ム
ク
と
湧
き
、
材

料
を
調
達
し
て
日
程
を
決
め
、
ま
わ
り
の
メ
ン

バ
ー
に
漆
喰
塗
り
作
業
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
た

次
第
だ
。

最
初
に
レ
ベ
ッ
カ
が
登
場
し
、
次
い
で
Ｙ
さ
ん

や
Ａ
さ
ん
、
し
ば
ら
く
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら

の
留
学
生
Ｓ
さ
ん
。
コ
テ
の
使
い
方
と
注
意
点
を

説
明
し
、
持
ち
場
を
決
め
た
後
は
お
任
せ
に
す

る
。
ど
の
み
ち
素
人
仕
事
な
ん
だ
か
ら
、
細
か
い

こ
と
は
気
に
す
ま
い
。
と
思
い
つ
つ
、
手
つ
き
が

ど
う
も
違
う
な
ー
と
思
っ
た
Ａ
さ
ん
に
対
し
て

は
、「
ち
ょ
っ
と
貸
し
て
」
と
言
っ
て
コ
テ
を
取

り
上
げ
て
や
っ
て
見
せ
る
。
だ
が
、
す
ぐ
に
後
悔

し
て
「
ま
あ
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
が
あ
る
よ

ね
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
そ
の
場
を
離
れ
た
。

私
自
身
は
一
番
汚
れ
の
目
立
つ
窓
枠
の
周
り
か

ら
始
め
た
の
だ
が
、
広
い
壁
面
と
違
っ
て
こ
こ
は

難
し
い
。
コ
テ
は
使
え
な
い
か
ら
小
さ
な
ヘ
ラ
を

使
っ
て
み
る
が
、
表
面
が
ガ
タ
ガ
タ
に
な
る
。
嫌

気
が
さ
し
て
少
し
離
れ
た
壁
面
を
塗
り
始
め
る

が
、
結
局
中
途
半
端
に
塗
り
進
め
て
い
る
箇
所
が

２
つ
に
増
え
る
だ
け
だ
。
偉
そ
う
に
人
に
塗
り
方

指
南
な
ん
か
す
る
も
の
で
は
な
い
と
焦
っ
て
い
る

と
こ
ろ
へ
、
ア
メ
リ
カ
人
の
マ
ラ
カ
イ
が
登
場
し

た
。英

語
の
話
し
相
手
の
登
場
と
あ
っ
て
、
と
く
に

レ
ベ
ッ
カ
の
テ
ン
シ
ョ
ン
は
上
が
る
。
途
端
に
お

し
ゃ
べ
り
に
火
が
つ
き
、
最
近
の
パ
レ
ス
チ
ナ
・

レ
バ
ノ
ン
情
勢
や
、
前
夜
の
イ
ベ
ン
ト
の
話
、
い

〈よそもの〉目線の広島⑮

「ジェノサイド一年」
目前で思う
広島サミットの功罪

田浪 亜央江
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ま
流
れ
て
い
る
音
楽
は
ど
う
こ
う
、
と
い
っ
た
話

が
絶
え
間
な
く
続
く
。
漆
喰
と
格
闘
中
の
私
は
ほ

と
ん
ど
聞
い
て
い
な
い
が
、
マ
ラ
カ
イ
は
黙
々
と

作
業
を
す
る
日
本
人
メ
ン
バ
ー
に
も
、
嬉
し
げ
に

話
を
振
る
。
驚
異
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
も
つ
若
者
で
、
相
手
に
よ
っ
て
語
彙
の
レ
ベ

ル
や
ス
ピ
ー
ド
を
自
然
に
変
え
、
英
語
の
分
か
ら

な
い
相
手
と
も
な
ぜ
か
会
話
が
で
き
る
。

長
身
の
彼
は
、
高
い
梁
の
部
分
に
手
を
伸
ば
し

て
い
い
加
減
に
漆
喰
を
塗
り
な
が
ら
、
私
の
ほ
う

に
向
き
を
変
え
た
。「
ひ
と
つ
聞
き
た
い
ん
で
す

が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
産
レ
モ
ン
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
つ

い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
？
」。
レ
モ
ン
は
広
島
の

特
産
物
で
も
あ
る
か
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル
製
品
の
ボ

イ
コ
ッ
ト
運
動
の
中
で
も
象
徴
的
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
出
来
る
、
と
い
う
話
が
出
て
い
る
。「
う
ー
ん
、

前
に
も
言
っ
た
け
ど
、
農
産
物
の
流
通
は
複
雑
だ

か
ら
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
対
象
と
し
て
は
難
し
い
よ

ね
」。「
オ
ー
ラ
イ
。
で
も
『
複
雑
』
と
い
う
評
価

は
と
か
く
、
そ
れ
に
つ
い
て
『
や
ら
な
い
』
場
合

に
使
う
も
の
で
す
よ
ね
」。「
や
ら
な
い
と
は
言
っ

て
な
い
。
で
も
例
え
ば
イ
ス
ラ
エ
ル
で
作
ら
れ
て

い
な
い
場
合
で
も
、
ジ
ャ
ッ
フ
ァ
・
レ
モ
ン
は
ブ

ラ
ン
ド
名
と
し
て
流
通
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
で
作
ら
れ
た
レ
モ
ン
だ
け
を
ボ

イ
コ
ッ
ト
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
ジ
ャ
ッ
フ
ァ
・

レ
モ
ン
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
す
る
の

か
、
ジ
ャ
ッ
フ
ァ
・
レ
モ
ン
・
ガ
ム
み
た
い
に
、

そ
れ
を
使
っ
た
製
品
全
部
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
対
象
に

す
る
の
か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
考
え
な
い
と
」。

少
し
経
つ
と
、
ま
た
別
の
質
問
が
出
る
。「
例
の

資
料
館
の
音
声
ガ
イ
ド
の
件
で
は
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」

こ
れ
は
つ
い
最
近
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
広
が
っ
て
い
た

話
題
だ
。
広
島
平
和
記
念
資
料
館
で
、
来
場
者
に

貸
し
出
し
て
い
る
音
声
ガ
イ
ド
の
機
器
に「M

ade 
in Israel

（
イ
ス
ラ
エ
ル
製
）」
と
の
ラ
ベ
ル
が
付

い
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
そ
の
写
真
が
拡
散
し
て

い
る
。灯
台
下
暗
し
で
、今
ま
で
気
が
つ
か
な
か
っ

た
の
は
間
抜
け
な
話
だ
。
た
だ
し
、
こ
の
写
真
だ

け
で
は
製
造
企
業
名
が
分
か
ら
な
い
の
で
、
半
信

半
疑
の
曖
昧
な
話
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

そ
う
、「
少
し
お
し
ゃ
べ
り
が
過
ぎ
る
」
な
ん

て
内
心
思
っ
て
い
た
が
、
マ
ラ
カ
イ
は
重
要
な
こ

と
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
の
だ
。
翌
日
、
や
や

強
引
に
早
目
に
職
場
を
出
て
、
平
和
資
料
館
に
向

か
っ
た
。
日
常
的
に
こ
の
辺
り
を
ぐ
る
ぐ
る
回
っ

て
い
る
と
い
う
の
に
、
中
に
入
る
の
は
久
し
ぶ
り

だ
。
目
的
は
も
ち
ろ
ん
音
声
ガ
イ
ド
。
展
示
は
ま

た
別
の
と
き
に
ゆ
っ
く
り
見
る
と
し
て
、
機
器
の

裏
面
の
「M

ade in Israel

」、
そ
し
て
表
面
に
あ

る
「A

coustiguide

」
と
い
う
表
示
を
確
認
し
て

何
枚
も
写
真
を
撮
る
。
こ
の
企
業
は
日
本
法
人
を

持
っ
て
い
て
、
美
術
館
や
博
物
館
で
の
音
声
ガ
イ

ド
導
入
実
績
で
は
最
大
手
、
と
い
う
こ
と
を
後
で

確
か
め
た
。詳
細
を
こ
こ
に
書
く
余
裕
は
な
い
が
、

い
ろ
い
ろ
と
収
穫
が
あ
っ
た
。
︙
…
あ
あ
、
や
る

こ
と
、
調
べ
な
き
ゃ
い
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
に
、
漆
喰
を
塗
っ
て
一
日
が
終
わ
っ
て
し

ま
う
昨
日
の
よ
う
な
日
も
あ
る
。
で
も
そ
れ
が
、

ま
っ
た
く
別
の
こ
と
に
も
つ
な
が
り
も
す
る
。

平
和
資
料
館
を
出
て
ふ
と
顔
を
向
け
た
方
向

に
、「
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
記
念
館
」
が
あ
る
の

に
気
が
付
い
た
。
そ
ん
な
代
物
が
出
来
た
と
は
聞

い
て
い
た
が
、
こ
の
、
大
き
め
の
物
置
の
よ
う
な

外
観
の
こ
れ
が
、
そ
れ
か
。
岸
田
が
首
相
の
座
か

ら
去
っ
た
ら
す
ぐ
撤
去
さ
れ
る
代
物
で
は
、
と
も

思
っ
た
が
、
あ
と
で
調
べ
た
ら
伊
勢
志
摩
に
も
洞

爺
湖
に
も
「
サ
ミ
ッ
ト
記
念
館
」
は
存
在
し
、
い

ま
だ
に
運
営
さ
れ
て
い
る
と
い
う
！

今
年
の
8
月
は
、
去
年
の
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト

が
生
み
出
し
た
功
罪
を
改
め
て
認
識
す
る
機
会
で

も
あ
っ
た
。
何
し
ろ
長
崎
の
平
和
祈
念
式
典
へ
の

イ
ス
ラ
エ
ル
不
招
待
に
対
し
、
連
名
で
抗
議
の

書
簡
を
送
っ
て
大
使
が
式
典
を
欠
席
し
た
の
は
、

き
っ
ち
り
日
本
以
外
の
Ｇ
７
諸
国
（
と
Ｅ
Ｕ
）
な

の
だ
か
ら
。
核
抑
止
を
謳
っ
た「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
採
択
し
た
こ
と
と
、
こ
れ
ら
の
国
が
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
を
続
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
擁
護
の
た
め
に
団
結

し
、
長
崎
の
式
典
を
欠
席
し
た
こ
と
と
の
つ
な
が

り
。
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
隔
月
に
一
度
、
こ
こ

に
日
常
の
光
景
を
言
語
化
し
て
お
く
こ
と
も
、
私

に
は
や
っ
ぱ
り
大
切
な
こ
と
な
の
だ
。

（
た
な
み
・
あ
お
え
／
中
東
地
域
研
究
）
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運
動
の
現
場
か
ら

運運 動動 のの
現現場場かからら

〈
原
発
再
稼
働
・
汚
染
水
海
洋
投
棄
を
許
す
な
〉

原
子
力
規
制
委
員
会
毎
水
曜
昼
休
み
抗
議
行
動

	

阿
部
め
ぐ
み

長
い
名
前
で
す
が
、
こ
の
名
の
通
り
、
私
た
ち

は
毎
週
水
曜
日
の
12
時
か
ら
13
時
に
、
六
本
木
一

丁
目
の
、
原
子
力
規
制
庁
の
入
っ
て
い
る
ビ
ル
の

前
で
、
規
制
庁
（
と
、
こ
の
国
の
原
子
力
政
策
）
に
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
抗
議
行
動
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
２
０
１
３
年
か
ら
で
す
か
ら
、
も
う
10
年

か
、
と
気
付
い
て
お
互
い
驚
く
こ
と
も
あ
る
日
々

で
す
。
参
加
メ
ン
バ
ー
は
時
に
よ
り
数
人
か
ら
数

十
人
、
水
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
原
子
力
規
制
委
員

会
の
定
例
会
議
に
重
要
な
議
題
が
入
る
日
に
は
、

再
稼
働
阻
止
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
原
子
力
規
制

を
監
視
す
る
市
民
の
会
、
等
、
他
団
体
か
ら
も
多

く
の
仲
間
が
集
ま
り
ま
す
。
さ
さ
や
か
な
運
動
で

す
が
、
時
に
外
国
か
ら
の
取
材
も
入
り
ま
す
。

８
月
末
、こ
の
行
動
の
言
い
出
し
っ
ぺ
で
あ
り
、

毎
回
参
加
の
木
村
雅
英
さ
ん
か
ら
、
中
国
日
報
社

東
京
支
局
記
者
名
で
次
の
メ
ー
ル
が
届
い
た
よ

と
、
皆
に
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。　

「
質
問
に
お
答
え
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
８
月
23
日
に
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
か
ら
の
汚
染
水
の
排
出
が
開
始
さ

れ
て
か
ら
１
年
後
、
日
本
の
市
民
が
排
出
停
止

を
求
め
て
い
る
と
い
う
内
容
の
物
語
が
、China 

D
aily

（
中
国
日
報
）
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
︙
︙

こ
の
メ
ー
ル
に
は
、
物
語
が
掲
載
さ
れ
た
ペ
ー
ジ

の
デ
ジ
タ
ル
版
も
添
付
し
て
い
ま
す
。
私
の
仕
事

へ
の
ご
支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
幸
せ
で
健
康

な
生
活
を
お
祈
り
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
」

記
事
は
３
つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、『
日
本
国

民
が
核
水
の
放
出
禁
止
を
求
め
る
』『
日
本
の
各

汚
染
水
放
出
の
記
念
日
に
反
対
の
声
が
強
ま
る
』

『
福
島
の
核
汚
染
水
排
出
か
ら
１
年
後
、
日
本
の

市
民
は
排
出
の
停
止
を
求
め
続
け
る
』
と
の
タ
イ

ト
ル
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
市
民
の
、
な
か
で
も
生
活
を
か
け
た
全

漁
連
の
重
い
反
対
を
押
し
切
り
、
合
意
が
得
ら
れ

る
ま
で
強
行
し
な
い
と
い
う
約
束
を
も
反
故
に
し

て
な
さ
れ
た
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
汚
染
水
」
の
海
洋

放
出
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
か
ら
の
海
産
物
輸
入

禁
止
措
置
を
と
っ
た
中
国
で
、
市
民
の
目
が
日
本

の
市
民
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
本
当
に
嬉
し

く
思
わ
れ
ま
し
た
。

〈
再
び
政
府
の
過
ち
に
よ
り
戦
争
の
惨
禍
を
繰

り
返
さ
ぬ
よ
う
、
国
同
士
の
軍
事
に
よ
る
安
全
保

障
条
約
で
な
く
、市
民
同
士
の
安
全
保
障
条
約
を
〉

と
い
う
言
葉
を
、
そ
う
だ
、
言
い
続
け
て
い
こ
う

と
思
い
ま
し
た
。

 

毎
週
水
曜
日
、
原
子
力
規
制
庁
前
で
は
、
思
い

思
い
に
プ
ラ
カ
ー
ド
や
の
ぼ
り
を
持
ち
、
３
分
間

（
？
）
ス
ピ
ー
チ
も
交
代
で
行
な
い
ま
す
。

「
原
子
力
規
制
委
員
会
は
原
子
力
推
進
委
員
会

に
な
る
な
！
」
と
、
規
制
委
の
入
居
す
る
ビ
ル
に

向
か
っ
て
訴
え
る
人
、「
原
発
の
問
題
を
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
」
と
、
昼
休
み
で
休
憩
中
の
人
や

通
行
人
に
呼
び
か
け
る
人
、
様
々
で
す
が
、
発
信

の
継
続
が
力
に
な
れ
ば
と
続
け
て
い
ま
す
。
六
本

木
一
丁
目
の
立
派
な
ビ
ル
前
の
広
場
、
飛
び
入
り

大
歓
迎
で
す
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
あ
べ
・
め
ぐ
み
／
本
誌
編
集
委
員
）
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Japanese citizens call for halt 
to discharge of nuclear water 
Concerns aired over 
food safety as 1 year 
of release marked

By Jiang Xueqing in Tokyo
jiangxueqing@chinadaily.com.cn

A year after Japan began releas-
ing nuclear-contaminated water 
from the Fukushima Daiichi nucle-
ar power plant into the Pacific 
Ocean, many Japanese citizens are 
still urgently calling for an immedi-
ate halt to the discharge, which has 
failed to reassure both neighboring 
countries and the Japanese public. 

“Our opposition to the ocean dis-
charge of Fukushima’s nuclear-
tainted water remains unchanged. 
We want it to stop immediately,” 
said Ruiko Mutoh, a representative 
of the Complainants for Criminal 
Prosecution of the Fukushima 
Nuclear Disaster. 

None of the concerns regarding 
safety, stakeholder agreement, or jus-
tification have been addressed, and 
the citizens of the Pacific Island coun-
tries are even more outraged, Mutoh 
added. “I am very sorry that Japan is 
contaminating the world’s oceans 
instead of trying to contain the nucle-
ar pollution in its own country.”

On Saturday, Japanese citizens 
gathered for a rally in Shinjuku, a 
bustling district of Tokyo, marking 
one year since the ocean discharge 
of nuclear-contaminated water on 
Aug 24, 2023. 

Participants called for an end to 
the release of nuclear-contaminated 
water into the ocean, expressing 
concern that the discharge is caus-
ing anxiety about the safety of food 
from Fukushima. 

The Citizens’ Conference to Con-
demn Further Pollution of the 
Ocean, a nonprofit organization in 
Iwaki, a coastal city in Fukushima 
Prefecture, called for global action 
on Saturday. The organization invit-
ed people worldwide to join in by 
standing up and holding home-
made placards to express their 
opposition to the discharge. 

Chiyo Oda, co-director of the 
organization, also known as 
KOREUMI, said the process of 
deciding to release the nuclear-con-
taminated water into the ocean was 
done in a way that ignored the oppo-
sition from the public.

“When I eat fresh and delicious 
fish and shellfish, or when children 
and young people play by the sea, I 
feel anxious that the effects of radia-
tion may appear one day. I feel that 
we are losing our natural way of life, 
which is to eat delicious products 
and play freely in the sea around us,” 
said Oda, a resident of Iwaki. 

On Sunday, Japan completed its 
eighth release of around 7,800 metric 
tons of nuclear-contaminated water 
into the sea. This was the eighth 
release overall. 

Tokyo Electric Power Company, or 
TEPCO, the operator of the crippled 
Fukushima Daiichi plant, has already 
released over 60,000 tons of contami-
nated water. The discharge is expect-
ed to continue for several decades. 

Three Japanese civic groups, 
namely the Fukushima Prefecture 
Peace Forum, the Citizens’ Nuclear 
Information Center, and the Japan 
Congress Against A- and H-Bombs, 
submitted a second round of signa-
tures to government officials in 
Tokyo on Wednesday, requesting an 
immediate halt to the ocean dis-
charge. 

Earlier this year, they submitted a 
petition, accompanied by the first 
batch of 184,712 signatures collected 
nationwide. On Wednesday, the sec-
ond batch of 22,744 signatures was 
handed over to officials of Japan’s 
Ministry of Economy, Trade and 
Industry, bringing the total number 
of signatures to 207,456. 

TEPCO has used the Advanced 
Liquid Processing System, or ALPS, 
to remove multiple radioactive sub-
stances from the contaminated water 
before discharging it into the sea. 

However, this has not alleviated the 
safety concerns of the Japanese pub-
lic and residents of other countries. 

“Even though ALPS can reduce 
radioactive particles in the water, it 
cannot eliminate them entirely. 
Moreover, the water release is 
expected to continue for 30 to 40 
years, resulting in a tremendous 
amount of water containing radio-
active substances being discharged,” 
said Hajime Matsukubo, secretary-
general and researcher at the Citi-
zens’ Nuclear Information Center. 

Masashi Tsunoda, co-representa-
tive of the Fukushima Prefecture 
Peace Forum, expressed skepticism 
over whether the discharged water 
truly meets safety standards.

No assessment
“The government speaks of imple-

menting a long-term monitoring sys-
tem, yet no comprehensive long-
term assessment is being conducted. 
Therefore, I find it hard to simply 
accept the safety claims based solely 
on official statements,” said Tsunoda. 

Masayo Ikeda, secretary-general 
of the Women’s Conference, a non-
profit organization, criticized the 
Japanese government and TEPCO 
for claiming the released water is 
safe without thorough verification. 

“The presence of tritium and vari-
ous radioactive substances means 
there is no guarantee that it won’t 
have any environmental impact,” 
Ikeda said. She stressed the impor-
tance of Japan continuously verify-
ing the safety of the facilities and the 
water being released. 

Toshihiro Inoue, a special com-
mittee member of the Japan Con-
gress against A- and H-Bombs, 
criticized the government and TEP-
CO for using the term “ALPS-treated 

water,” which gives the impression 
that the water is not contaminated. 

“This kind of image manipulation 
has made it increasingly difficult for 
us to call it ‘contaminated water.’ But 
the reality is that the water remains 
contaminated with radiation. Even 
if radioactive materials are reduced, 
they are still present,” said Inoue. 

He expressed serious concerns 
over the long-term environmental 
impact of releasing this water over an 
extended period, especially regarding 
its potential effects on marine prod-
ucts that enter the food supply. 

On Thursday, TEPCO suspended 
experimental work to extract nucle-
ar fuel debris from one of the reac-
tors at the wrecked Fukushima 
Daiichi plant after discovering an 
error in the installation of a debris 
removal device. 

The government has set a goal to 
decommission the plant by 2051. 
However, the recent setback in 
debris removal underscores the 
uncertainties surrounding the entire 
decommissioning process, raising 
concerns that the timeline may be 
extended even further. If the time-
line is indeed prolonged, it would 
mean the release of contaminated 
water could continue, said Inoue.

“What’s really needed now is an 
acknowledgment that the plans are 
delayed and that achieving the origi-
nal goals might be impossible. How-
ever, instead of admitting this and 
communicating openly with local 
residents and those in surrounding 
areas, the authorities continue to 
insist that everything is fine. This 
approach is alarming because it 
puts undue pressure on the workers, 
which could lead to mistakes and 
further complications,” he said. 

Before the Fumio Kishida admin-
istration, Japan’s nuclear policy was 
to “reduce nuclear power as much 
as possible”, but under Kishida, it 
has changed to “make maximum 
use of it”, said Motoo Tomizuka, a 
member of No Nukes Plaza Tokyo.

“With earthquakes becoming 
more frequent each year, continuing 
to operate aging nuclear power 
plants only heightens the risk of 
another severe accident. It’s a reck-
less decision,” said Tomizuka. 

Masahide Kimura, a member of 
the Japanese anti-nuclear campaign 

group, said that in TEPCO’s monitor-
ing results, the term “Not Detected” 
is used to indicate that radioactive 
material levels are below the detec-
tion limit. However, TEPCO treats 
these levels as if they are zero. 

“Given the large volume of water 
being released, if you multiply this 
by the detection limit, it becomes 
evident that a significant amount of 
radioactivity is being discharged. 
They’re releasing numerous radio-
active substances, including pluto-
nium and strontium, not just 
tritium,” Kimura said during a pro-
test in front of Japan’s Nuclear Reg-
ulation Authority on Wednesday. 

Approach slammed
Many others have expressed con-

cern over the Japanese govern-
ment’s approach of proceeding with 
the ocean discharge without proper-
ly securing international under-
standing. 

Chinese Foreign Ministry spokes-
person Mao Ning said on Friday that 
China strongly opposes Japan’s uni-
lateral discharge of nuclear-contam-
inated water into the ocean.

“Let me stress that the more 
transparent and open Japan is on 
the issue, the easier it will be for 
Japan to alleviate international con-
cerns,” said Mao. 

China once again calls on Japan to 
seriously address both international 
and domestic concerns, and fully 
cooperate in establishing an inde-
pendent international monitoring 
arrangement that remains effective 
in the long haul and includes sub-
stantive participation from Japan’s 
neighboring countries and other 
stakeholders, she said. 

Kimura supports China’s proposal. 
“Ideally, Japan should engage in 
international dialogue and address 
these issues with other countries 
before concerns are raised. The dis-
charge is expected to continue for 30 
to 40 years, possibly even longer. It is 
essential to reassess the situation and 
initiate discussions now, even though 
a year has already passed,” he said. 

Ikeda, representing the Women’s 
Conference, shares a similar per-
spective. “I believe that an interna-
tional monitoring system is 
absolutely necessary, and I think it 
should be established,” she said.

German stabbing suspect 
held as IS claims attack 
By CHEN WEIHUA in Brussels
chenweihua@chinadaily.com.cn

German police have arrested a 
suspect for Friday’s knife rampage 
in the western city of Solingen, an 
attack that killed three people and 
injured eight others.

The three people who were 
stabbed to death were identified as 
two men aged 67 and 56 and a 
woman aged 56. Police said the 
attacker appeared to have deliber-
ately aimed at the victims’ throats.

Early on Sunday, Dusseldorf 
police said in a joint statement 
with the prosecutor’s office that 
the man arrested “stated that he 
was responsible for the attack”. The 
statement said he had been arrest-
ed before, but gave no details.

“This person’s involvement in 
the crime is currently being inten-
sively investigated,” the statement 
said.

The Islamic State group claimed 
responsibility on Saturday, saying 
on Telegram that the attack was “in 
revenge for Muslims in Palestine 
and everywhere” and described 
the man who carried out the attack 
as a “soldier of the Islamic State”.

Germany is Israel’s second-larg-
est weapons supplier and the Ger-
man government is regarded as 
deeply biased toward Israel in the 
current conflict between Israel 
and Palestine.

Officials had earlier said a 
15-year-old boy was arrested on 
suspicion he knew about the 
planned attack and failed to inform 
authorities, but that he was not the 
attacker. Later police made a sec-
ond arrest of a man at a refugee 
center close to the site of the attack.

The indiscriminate attack took 
place on Friday evening in the 
Fronhof market square in Soling-
en where live bands were playing 
during the Festival of Diversity to 
mark the city’s 650th anniversary.

The Bild newspaper reported 
that the man arrested was covered 
in blood when he approached offi-
cers just after 11 pm and said, “I’m 
the one you are looking for.” Bild 
and news magazine Spiegel 
reported that the suspect had giv-
en himself up to the officers.

He had reportedly been hiding 
in a backyard since the crime took 
place. Spiegel reported the suspect 
as a 26-year-old Syrian national 
who came to Germany in 2022 and 
applied for asylum in Bielefeld, 
about 150 kilometers northeast of 
Solingen.

“We are full of shock and grief,” 
Solingen Mayor Tim-Oliver Kurz-
bach told reporters.

German Chancellor Olaf Scholz 
called the attack “a terrible event 
that has shocked me greatly”. “We 
must not accept something like 
this in our society … The full force 
of the law must be applied here,” 
he said.

In another development, French 
police said they have arrested a 
man suspected of starting fires 
and causing an explosion outside a 
synagogue early on Saturday in 
the southwest of the country.

French Interior Minister Gerald 
Darmanin said “the alleged perpe-
trator” has been detained.

French President Emmanuel 
Macron said on X that the attack 
was a “terrorist act”.

Agencies contributed to this story.

Israel launches airstrikes, 
Hezbollah fires rockets

JERUSALEM/BEIRUT — Israel 
launched airstrikes into Lebanon 
on Sunday, saying it had thwarted 
a large-scale Hezbollah attack, 
while the Lebanese group said it 
had carried out its own raids to 
avenge a top commander’s kill-
ing.

The Israeli military said its 
fighter jets had destroyed “thou-
sands” of Hezbollah rocket 
launchers “aimed toward north-
ern Israel and some were aimed 
toward central Israel”, far from the 
border.

Hezbollah, a Lebanese armed 
group, countered that Israel was 
making “empty claims” of having 
thwarted a larger attack, and said 
its own operation for Sunday “was 
completed and accomplished”.

Hezbollah’s leader Hassan Nas-
rallah was due to speak on the “lat-
est developments” later on 
Sunday, the group said.

The group has traded near-daily 
cross-border fire with Israeli for-
ces throughout the Gaza conflict, 
in a campaign Hezbollah says is in 
support of Hamas.

Fears of a wider regional confla-
gration soared after attacks in late 
July killed militant leaders, includ-
ing Hezbollah commander Fuad 
Shukr, prompting vows of revenge.

Hezbollah said its militants 
“began an air attack with a large 
number of drones” sent across the 
border, followed by “more than 
320” rockets targeting “enemy 
positions”.

The Lebanese movement said its 
attack was an “initial response” to 
Shukr’s killing, adding it had “end-
ed with total success”, although the 
extent of the damage on the Israeli 
side was not immediately clear.

Hamas on Sunday called Hez-

bollah’s strikes a “strong and 
focused response”.

An Israeli military spokesman, 
Nadav Shoshani, said the strikes 
from Hezbollah were “part of a 
larger attack that was planned and 
we were able to thwart a big part of 
it this morning”.

The government declared a 
48-hour state of emergency, but 7 
am flights had resumed at Israel’s 
main international airport after a 
brief suspension, the aviation 
authority said.

In Lebanon, the Beirut airport 
did not close but some airlines, 
including Royal Jordanian and 
Etihad Airways, canceled flights.

Military spokesman Rear Admi-
ral Daniel Hagari told a media 
briefing that the Israeli strikes 
were meant “to remove the threats 
aimed at the citizens of Israel”.

Lebanon’s health ministry 
reported at least three dead in 
Israeli strikes in the country’s 
south. No casualties were immedi-
ately reported in Israel.

Israeli Prime Minister Benja-
min Netanyahu convened his 
security cabinet and vowed “to do 
everything to … return the resi-
dents of the north safely to their 
homes” after more than 10 
months of violence.

In recent weeks, international 
diplomats have sought to head off a 
broader response to the conflict, as 
mediators were making their latest 
push toward a Gaza cease-fire.

Egypt was hosting high-level 
talks in Cairo on Sunday aimed at 
bridging the gaps in an evolving 
proposal for a truce and the 
release of scores of hostages held 
by Hamas.

Agencies via Xinhua

3 Chinese among 5 killed 
in South Korea accident

SEOUL — Three Chinese 
nationals were among the five 
people killed in a traffic accident 
in South Korea, the Chinese 
embassy in South Korea con-
firmed on Saturday.

A van carrying day laborers 
collided with a bus at an inter-
section in Ansan, about 30 kilo-
meters south of the capital 
Seoul, at around 5:45 am local 
time, on Saturday, killing five 
people and injuring nine others, 
local media reported citing the 
fire authorities. 

Following the collision, the van 
hit a passenger car waiting in the 

opposite lane before coming to a 
stop. Five laborers in the van were 
sent to a nearby hospital but were 
pronounced dead.

Seven others in the van, includ-
ing the driver, were injured, while 
two in the passenger car were 
wounded. One of the injured was 
in critical condition.

The police suspected the van 
violated a traffic signal at the 
intersection. 

However, they are going to 
investigate the exact cause of the 
accident.

Xinhua

People gather in Tokyo on Saturday, calling for an end to the release of nuclear-contaminated water 
from the crippled Fukushima Daiichi nuclear power plant into the ocean. Jiang Xueqing / China Daily

A Ukrainian military member smiles after returning from captivity 
on Saturday in Ukraine. Russia and Ukraine exchanged more than 
100 prisoners each on Saturday.  Global Images Ukraine via Getty

Joy of freedom

A woman kneels at a makeshift memorial for the victims of a 
knife attack on Saturday in Solingen, Germany. Roberto Pfeil / AFP
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例
年
夏
は
、
意
見
広
告
運
動
の
閑
散
期
で
、
事

務
所
に
出
る
の
は
週
イ
チ
、
私
と
も
う
一
人
岡
本

氏
く
ら
い
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
は
複
数
の
事

務
局
ス
タ
ッ
フ
が
暑
い
な
か
、
事
務
所
に
出
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
意
見
広
告
掲
載
の
お
知
ら
せ
を

お
送
り
し
た
の
が
戻
っ
て
き
た
も
の
の
追
跡
、
住

所
変
更
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
反
映
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
の
入
力
。
そ
の
他
事
務
所
内
の
整
理
な
ど
な

ど
。
ま
た
、
事
務
所
作
業
を
だ
れ
で
も
行
な
え
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
作
業
内
容
の
レ
ク
チ
ャ
ー
も

行
な
い
ま
し
た
。

ご
承
知
の
通
り
10
月
か
ら
郵
便
料
金
が
値
上
げ

さ
れ
ま
す
。ま
た
、今
年
2
月
に
は
こ
れ
ま
で
使
っ

て
き
た
ク
ロ
ネ
コ
メ
ー
ル
便
が
廃
止
さ
れ
、
ク
ロ

ネ
コ
ゆ
う
メ
ー
ル
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
発
送
作

業
も
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
応
す
る
た

め
、
荷
物
、
文
書
は
ど
れ
を
使
え
ば
一
番
効
率
よ

く
送
れ
る
か
な
ど
情
報
と
知
恵
を
く
る
く
る
回
し

な
が
ら
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

賛
同
者
の
方
か
ら
「
高
齢
に
な
っ
た
の
で
郵
便
局

ま
で
い
か
れ
な
い
」
と
い
う
声
が
し
ば
し
ば
寄
せ

ら
れ
、
簡
単
に
送
金
で
き
る
バ
ー
コ
ー
ド
の
利
用

な
ど
の
検
討
な
ど
、
意
見
広
告
の
内
容
と
は
べ
つ

市
民
意
見
広
告
運
動

事
務
局
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　

北
原
博
子

の
と
こ
ろ
で
の
事
務
局
の
課
題
が
山
積
み
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
詳
し
い
方
の
事
務
局
へ
の
参
加

を
望
み
ま
す
。

改
憲
を
巡
る
状
況
は
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い

る
9
月
下
旬
は
、
自
民
党
の
総
裁
選
、
立
憲
民
主

党
の
代
表
選
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
誰
が
次
の

首
相
に
な
る
の
か
、
ま
た
、
10
月
に
召
集
さ
れ
る

臨
時
国
会
の
内
容
に
よ
り
、
総
選
挙
の
日
程
、
そ

の
争
点
な
ど
、
不
透
明
な
部
分
が
多
く
、
意
見
広

告
は
ま
だ
次
期
の
始
動
を
ど
う
す
る
の
か
決
め
て

お
り
ま
せ
ん
。
9
月
23
日
に
立
憲
民
主
党
の
代
表

と
し
て
も
「
自
由
」「
平
等
」「
公
平
」「
平
和
」
を

謳
う
日
本
国
憲
法
を
政
府
に
求
め
る
主
権
者
と
し

て
の
行
動
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
次
号
で
は
次
期
意
見

広
告
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
事

務
局
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

（
き
た
は
ら
・
ひ
ろ
こ
／
市
民
意
見
広
告
運
動
事
務
局
）

に
選
出
さ
れ
た
野

田
佳
彦
氏
は
立

憲
の
課
題
と
し

て
「
リ
ベ
ラ
ル
な

方
向
と
仲
よ
く
な

り
す
ぎ
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
」（
9
月
24

日
朝
日
新
聞
記
事
）

を
挙
げ
て
お
り
、

「
政
権
交
代
を
め

ざ
す
」
と
は
言
っ

て
も
第
2
自
民
党

と
も
お
も
え
る
政

治
思
想
で
す
。
だ

れ
が
首
相
に
な
ろ

う
と
も
、
ど
の
政

党
が
政
権
を
担
う
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★
再
稼
働
反
対
、
樋
口
さ
ん
の
本
を
読
み
ま
す

新
潟
県
新
発
田
市　

轡
田　

勝

柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
は
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

横
山
道
史
さ
ん
の
「
本
の
紹
介
」
で
意
を
強
く
し
ま
し

た
。
樋
口
英
明
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
み
ま
す
。

★
政
府
を
変
え
る
し
か
な
い

千
葉
県
船
橋
市　

𠮷
村
り
よ
み

地
球
温
暖
化
、
原
発
を
本
気
で
止
め
る
政
府
に
変
え

る
以
外
な
い
と
思
い
ま
す
。
子
や
孫
の
た
め
に
。

★
地
方
自
治
を
制
限
す
る
な

東
京
都
板
橋
区　

鈴
木
義
広

緊
急
事
態
に
名
を
借
り
た
国

権
の
拡
大
・
強
化
は
地
方
自
治
を

制
限
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

等
、
学
び
ま
し
た
。

★
私
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
と

思
う

神
奈
川
県
川
崎
市　

匿
名

ぼ
け
て
い
く
頭
で
が
ん
ば
っ

て
記
事
を
読
ん
で
い
ま
す
。
同
じ

思
い
の
人
が
い
て
活
動
し
て
ら
っ

し
ゃ
る
事
、
頭
が
下
が
り
ま
す
。

私
が
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
の
思

い
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

★
本
当
の
こ
と
を
知
り
た
く
て
読
み
つ
づ
け
て
ま

す

福
岡
県
八
女
市　

髙
野
久
仁
子

★
会
誌
に
は
い
つ
も
眼
を
開
か
さ
れ
ま
す
。
感
謝

愛
知
県
稲
沢
市　

林
幸
治

★
閣
議
決
定
で
改
憲
し
て
い
く
政
治
は
終
わ
ら
せ

よ
う
！

山
形
県
山
形
市　

鈴
木
康
紀

一般会費 157,500 印刷費*3 288,627

協力会費 80,000 発送費*4 177,696

敬老会費 228,000 編集経費*5 45,380

グリーン会費 2,000 旅費交通費*6 178,450

（会費小計) 467,500 家賃*7 401,669

カンパ 228,000 通信光熱費 37,585

事務所費分担*1 200,000 事務経費 34,868

雑収入*2 4,000 銀行手数料＊8 7,150

受取利息 67 諸会費 102,000

租税公課 0

収入計 899,567 支出計 1,273,425

収支差額 ▲ 373,858

前期繰越 11,710,324 当期残高 11,336,466

現金 84,638 預り金*9 64,000

預貯金 13,039,363 FIY基金 2,203,535

敷金 480,000 正味財産 11,336,466

 合   計 13,604,001  合   計 13,604,001

会計報告をお届けします。※会費期限はお届けする
封筒宛名シールの 住所とお名前の間の行に記され
ています〔例：（→2024/12）〕。会費管理の関係
から、会費前納は３年を越えないようにお願いいた
します。会費前納が重なりますと、カンパ扱いとせ
ざるを得ない場合があります。毎号、振替用紙を同
封していますが、これは会費以外の送金などにお使
いいただくためのものです。会費切れの方を除き、
会費請求のために同封するものではありません。ご
理解のほどお願いいたします。

(*1)「意見広告運動事務所」経費分担金。（*2）グッズ販
売。(*3)会報204号印刷。（*4）会報クロネコゆうメール及
び個別発送等。(*5)執筆謝礼図書カード204号分 、打合
せ通信交通費ほか。（＊6）事務所通所費（意見広告運
動ボランティア通所費含）ほか。(*7)契約更新料・補償保
険料含む。(*8)郵便振込通知票発行料含。(*9)意見広
告運動賛同金預かり分。

市民の意見３０の会･東京
　2024年7月～8月　会計報告

収支計算書

収入の部 支出の部

資産の部 負債・資本の部

貸借対照表（2024年8月31日現在）

編集委員
阿部めぐみ
天野恵一
有馬保彦

（本号担当）
梶野　宏
北原博子
西田和子
横山道史
吉田和雄
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●
裏
金
と
カ
ル
ト
（
統
一
教
会
）
ま
み
れ
の
底
な
し

腐
敗
自
民
政
権
の
交
代
。
心
あ
る
人
が
、
だ
れ
で

も
そ
う
考
え
ざ
る
を
え
な
い
状
況
下
で
、
野
党
第

一
党
の
「
立
憲
民
主
」
の
党
首
が
野
田
佳
彦
に
変

わ
っ
た
。

　
「
あ
な
た
が
6
月
8
日
に
行
な
っ
た
記
者
会
見

の
内
容
は
本
当
に
ひ
ど
い
も
の
で
す
。
メ
チ
ャ
ク

チ
ャ
で
す
。
あ
な
た
は
『
福
島
を
襲
っ
た
よ
う
な

地
震
・
津
波
が
襲
っ
て
も
、
事
故
を
防
止
で
き
る

体
制
は
整
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
電
源
が
失
わ
れ

る
よ
う
な
事
態
で
も
、
炉
心
損
傷
に
い
た
ら
な
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
』
と
言
い
ま
す
。
ど
う

し
て
そ
ん
な
こ
と
が
言
え
る
の
で
す
か
。
福
島
原

発
事
故
の
原
因
さ
え
ま
だ
明
ら
か
に
な
ら
ず
。
新

し
い
『
安
全
基
準
』
さ
え
で
き
て
い
な
い
の
で
す

よ
。
そ
の
一
方
で
あ
な
た
は
『
実
質
的
に
安
全
は

確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
政
府
の
安
全
基
準
は

暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
』こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。

矛
盾
し
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
。『
暫
定
的

な
安
全
』
な
ど
と
い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
は
つ
ま
り
『
安
全
』
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。『
炉
心
損
傷
に
い
た
ら
な
い
こ
と
は
確
認
さ

れ
て
い
る
』
で
す
っ
て
？　

そ
ん
な
確
認
な
ど
誰

も
で
き
な
い
は
ず
で
す
。
な
ぜ
あ
な
た
は
そ
ん
な

断
言
が
で
き
る
の
で
す
か
。
無
責
任
の
き
わ
み
で

す
。
︙
︙
」

　

２
０
１
２
年
６
月
16
日
付
の
私
（
た
ち
）
が
原

発
再
稼
働
反
対
行
動
の
た
め
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

団
体
「
再
稼
働
反
対
！　

全
国
ア
ク
シ
ョ
ン
」
の

「
申
し
入
れ
」
文
の
書
き
出
し
の
部
分
で
あ
る
。

最
後
の
民
主
党
首
相
野
田
が
、
強
引
に
原
発
再
稼

働
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
あ
り
、
野
田
か
ら

帰
っ
て
き
た
自
民
党
安
倍
晋
三
政
権
ヘ
と
バ
ト
ン

は
リ
レ
ー
さ
れ
、
原
発
再
稼
働
は
進
め
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
野
田
は
自
民
党
そ
の
も
の
で
あ
る

よ
う
な
男
で
あ
る
こ
と
を
、
忘
れ
ま
い
。

	

（
天
野
恵
一
）

●
こ
の
７
月
、
福
島
原
発
被
害
東
京
訴
訟
の
判
決

前
最
後
の
意
見
陳
述
で
、
鴨
下
原
告
団
長
は
、
原

発
事
故
の
被
爆
者
は
急
性
心
筋
梗
塞
や
癌
の
発
症

率
・
重
症
化
率
が
全
国
平
均
を
は
る
か
に
上
回
っ

て
い
る
と
述
べ
、
国
や
都
は
原
発
事
故
に
よ
る
被

害
を
せ
め
て
補
償
し
て
ほ
し
い
、
仮
設
住
宅
か
ら

の
追
い
出
し
は
不
当
だ
と
静
か
に
訴
え
ま
し
た
。

自
ら
の
癌
の
発
病
に
も
触
れ
ら
れ
た
、
科
学
者
と

し
て
の
苦
悩
を
思
う
と
胸
が
痛
み
ま
す
。
10
月
７

日
、
東
京
地
裁
で
の
判
決
公
判
、
傍
聴
（
応
援
！
）

に
行
っ
て
参
り
ま
す
。	

（
阿
部
め
ぐ
み
）

●
本
誌
校
正
の
最
中
、
自
民
党
総
裁
に
石
破
茂
衆

議
院
議
員
が
選
出
さ
れ
た
と
の
報
が
入
っ
た
。
彼

は
ア
ジ
ア
版
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
提
唱
し
て
い
る
。
防
衛

省
自
衛
隊
は
、
既
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
の
フ
ラ
ン

ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
と
日
本
国
内
で
共
同

訓
練
を
継
続
的
に
行
な
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
太
平

洋
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
も
軍
事
的
つ
な
が
り
が

強
化
さ
れ
、
ま
た
、
豪
州
と
も
日
本
の
準
同
盟
国

と
し
て
米
国
と
共
に
共
同
訓
練
を
行
な
い
、
潜
水

艦
技
術
の
提
供
も
し
て
い
る
。
そ
の
豪
州
は
原
子

力
潜
水
艦
取
得
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る
。
ア

ジ
ア
版
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ
の
既
成
事
実
化
が
着
々
と
進

ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。	

（
有
馬
保
彦
）

●
昨
年
10
月
に
、
茨
城
県
潮
来
市
で
の
「
第
46
回

全
国
育
樹
祭
」（
２
０
２
３
年
11
月
開
催
）
に
反
対
す

る
デ
モ
の
ビ
ラ
を
貼
る
た
め
に
水
戸
市
内
の
大
学

に
入
っ
た
２
名
が
、
建
造
物
侵
入
容
疑
に
よ
り
令

状
逮
捕
さ
れ
た
。
一
年
近
く
前
の
事
案
で
、
し
か

も
当
日
に
大
学
当
局
（
守
衛
）
と
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

た
わ
け
で
は
全
く
な
い
と
い
う
。「
育
樹
祭
」
は

皇
太
子
（
現
在
は
皇
嗣
）
が
、
天
皇
が
植
樹
祭
で
植

樹
し
た
木
を
「
お
手
入
れ
」
す
る
天
皇
制
イ
ベ
ン

ト
。
あ
か
ら
さ
ま
な
天
皇
制
反
対
運
動
に
対
す
る

弾
圧
で
あ
る
。
茨
城
育
樹
祭
ビ
ラ
弾
圧
救
援
会

（https://ikuju-ibaraki.hatenablog.com
/

）
へ
の
支

援
を
！	

（
梶
野
宏
）


